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　愛すべきイケメン・やなっさんこと、柳やなぎ澤さわ光みつ央おの人生について、万ばん里りが知っていることは実はそれほど多くない。

　その正体がおぼっちゃまだということは知っている。

　今、万里と同じ大学の同じ学部の同じ学科に通う柳澤は、その進学を機に、半なかば勘かん当どう状態でリッチな実家から追い出されたのだ。おぼっちゃまの座からあえなく一般庶しよ民みんの身分へ転落し、転落先で万里と出会って友となった。

　転落するまでの経歴は、まさに「おぼっちゃまかくあるべし」。万里が聞きき及およぶ限り、それは和製王子様の現代版とでも呼ぶべき華か麗れいなる十八年であった。

　この世に生まれたその瞬しゆん間かんから、彼の人生にはエリート街道を驀ばく進しんするべく超高速運行可能な鋼鉄の広こう軌き道どうレールが敷しかれていた。徒歩やらチャリやらでとろとろ進む一般人の存在になぞ気づくことすらできない速度で、柳澤光央の運命は、輝かがやかしい未来へと一直線に動き出していた。

　産うぶ声ごえを上げた病室から続く狭い世界のコネクションによって、限られた家庭にしか存在を知ることが許されない「お教室」に幼児の頃ころから通い始め、そこでの調教……いや、教育の甲か斐いあって、おぼっちゃまは、つつがなく有名私大付属の小学校に合格した。父も、伯お父じたちも、祖父も、曽そう祖そ父ふも、その私大の出身だった。高祖父は大学創立の協力者の一人ひとりであった──と、Wikipediaに（！）載のっていた。

　しかし付属中学と付属高校を経て、エスカレーター式に進学するはずだった大学への道を、高校三年生だったおぼっちゃまは自みずからドロップアウトする。推すい薦せんを蹴けって、外部の大学を一般受験したのだ。

　反対も妨ぼう害がいもなんのその、どうにか滑すべり止どめに引っかかった。付属から上がれるはずだった大学よりは随ずい分ぶんランクが落ちてしまうが、それでもおぼっちゃまが生まれて初めて自分の意志で選び、欲し、実力でその手に摑つかんだ「合格」だった。

　父親の目には、そんな息子の行動も、息子が進むと言い張る大学も、柳澤家の御おん曹ぞう司しとしてふさわしいものには映らなかったらしい。

　父親は彼に、選せん択たくを迫せまった。

　一つ、海外留学するなら許す。二つ、浪ろう人にんして「ふさわしい」大学を再び目指すなら許す。三つ、進学するなら許さない。もう息子としては扱あつかわない。

　……進学したから、許されなかった。

　どんな世界へも続いていた広軌道レールを自ら脱だつ線せんし、どんな速度で駆かけることもできた流線型も麗うるわしい最さい新しん鋭えいの車体は、地べたへ無ぶ様ざまに転がり落ちた。自らのポテンシャルを試すことも、誇ほこることもしらないままに。

　かくして「柳やなぎ澤さわ光みつ央お」は、一般庶しよ民みんがサンダルで行き交う往来を、そのあまりにもオーバースペックな車体をずるずる引きずって進むことになったのだ。アホみたいに現実離れして恵めぐまれまくった車体は重すぎ、目立ちすぎ。普ふ通つうの人々が生きるこの世間においては、彼は明らかに異物であった。

　それでも己おのれの足で己の道を歩くことを選んで、泥どろに塗まみれて、真っ白な歯を一ひと際きわ眩まぶしく輝かがやかせて笑っている。時には卑ひ屈くつにもなるし、後こう悔かいもする。欝うつっぽくもなるし、酒を飲めばうざったくもなる。こうなったそもそもの原因でもある超ちよう迷めい惑わくな幼おさな馴な染じみの悪口も言うし、なんなら正面切って罵ば倒とうしたりもする。口くち喧げん嘩かだけではすまなくなって、みっともなくガキ丸出しに取っ組み合いを演じたこともある。

　万ばん里りの目には、そんな姿を隠かくさずあけすけに晒さらすことで、彼は自分の行動の責任を全部きっちり負い切るつもりでいるように見えた。いいことも悪いことも、全部自分一人ひとりで請うけ負おう覚かく悟ごでいるのだろうと。万里には、その潔いさぎよさは尊敬に値すると思えた。

　それが柳澤という男だった。

　とはいえ結局学費は親に払はらってもらっているのだから「半なかば勘かん当どう状態で！」「請け負う覚悟で！」などと苦労人面をするな、という説もある。学費も生活費もすべて自分で賄まかなっている学生もいるし、奨しよう学がく金きんを借りている学生も、そもそも経済的理由で進学できない若者だってこの世にはごまんといる。

　しかしリッチな実家から身一つでいきなり世間の荒あら海うみへ放ほうり出だされ、元ボンボンの現在の生活は一般庶民の学生レベルから見ても恵まれているとは言いがたい。王子は帝てい国こくのお城から築古六ろく畳じよう一間アパートへお引越し──その落差の衝しよう撃げきはいかばかりだったろうか、と、万里は思うのだ。

　ただしそんな彼の苦労も、内心も、落差の衝撃とやらも想像することしかできない。知っている、とは言いがたい。

　おぼっちゃまが一般人界に転落してきた事情は、これまでの友人付き合いの中で詳くわしく聞くことができた。でも実際に彼がおぼっちゃまとして生きてきた長い日々を、万里の目で確かめたわけではない。

　春に知り合って、友達になって、この夏を迎むかえた。柳澤との付き合い自体は、考えてみればまだ三ヶ月余り。

　万里にとって柳澤は、生まれて初めてできた友達だった。そしてこれまでの人生の五分の一ほどを柳澤を友として過ごしている計算になるのだが、柳澤の人生は、万里と知り合う前にもずっとずっと長くあった。子供時代、小中高と、親しくしてきた友達だってたくさんいるだろう。それに自分たちはもう大学生。友達だからといって、朝から晩まで毎日べったり同じ空間で過ごしているわけでもない。

　そういうわけで、柳やなぎ澤さわ光みつ央おの人生について、知っていることは実はそれほど多くないと万ばん里りは思うのだ。知らないことばかりだといってもいい。

　たとえば、おとといのことも──あんなふうに慌あわただしく別れた後に柳澤がどうしていたかも、万里は知らない。







「あのー、おとといのことだけどさ……」

　万里がそう口火を切ると、

「うん？」

　イケメンは、透すき通とおるガラス玉みたいな眼球をすいっと滑なめらかに動かして、隣となりに立つ万里の方を見た。

　大学で四限まで講こう義ぎを受けた帰り道。

　時刻はもうすぐ十八時。

　二人ふたりして乗り込んだＪＲの車内はスーツ姿の人々や制服の学生たちでそこそこ混こみ合あっていて、エアコンは相当に控ひかえめすぎる。汗あせっぽいにおいと湿しつ気けがむっと暑苦しく立ちこめて、居心地のいい空間とは到とう底てい言いがたい。万里たちと同じ年とし頃ごろの女子が二人、「寒すぎなくて助かるよねー」「ほんとほんとー」とすぐ後ろで頷うなずきあっているのが聞こえ、思わず万里は柳澤とユニゾン、マジかよ、と小さく反応してしまう。

　気を取り直して、もとい。おとといの件。

「急に帰ってごめん。なんか、こう、ちょっと、バタバタしちゃって」

「ああ、メールもずっと返ってこねえし、どうしたかと思ってたよ。なにがあったんだ？」

　おととい、……というか、日付でいえばあれはもう昨日の話か。

　万里はコスプレウエイター、柳澤はイケメン生マネキンとして雇やとわれて、とあるパーティで一晩限りのアルバイトをしていた。しかし万里がアルバイトをすること自体にずっと反対していた香こう子こに現場を押さえられ、人前でみっともない騒さわぎも起こしてしまい、万里は柳澤に事情説明もできないままに大おお慌あわてで帰宅する羽は目めになったのだ。

　そして今日きよう。

　万里はやっと柳澤に、あのときなにがあったかを落ち着いて説明する機会を得た。それぞれ出ていた講義の後にロビーで落ち合い、久しぶりに柳澤が一人ひとり暮ぐらししている部へ屋や──別名魔ま窟くつ──へ向かうことになったのだ。

　サウナ車両に野や郎ろうが二人、横並び。

　仲良く吊つり革かわに摑つかまって立ち、電車に揺ゆられながら万里がもちゃくちゃ喋しやべった説明を時折頷きながら辛しん抱ぼう強く聞いて、柳澤が発した第一声は、

「なんだそれ」

　であった。

　ちなみに彼は、香こう子こがあのパーティ会場に現れたことにも気づいていなかったらしい。さらにちなみに、正面のシートに澄すました顔で座っているＯＬ風の女性がスマホで激しく「いま目の前に稀まれに見るほどのイケメンがいんだけど!?　すっげえよ!?　どうするよ!?」とメッセージを送っているのが万ばん里りの角度からは見えてもいる。どうもしなくてよい、と、一応念を送っておく。イエスイケメン、ノータッチ。

「そんなもん、どう考えても香子が変だろ。だってなんだよ、そもそもバイト禁止って」

　そう言いながら、柳やなぎ澤さわはなにか身み振ぶりを交えようと吊つり革かわを手放し、揺ゆれる車内でバランスを崩くずして、

「ぎゃおぅ！」

　夏でも頑かたくなにレッドウイングの踵かかとで、いきなり万里の爪つま先さきを踏ふんだ。夏だしいいや、と大学にもビーチサンダルで通っている愚おろか者ものの剝き出しの足の指を……。

「うおっ！　すまん！」

「き、気をつけたまえ……！」

　ゴトゴト揺れる床ゆかにブーツの足を踏ん張り直し、改めて、

「そもそも、バイト禁止とか言わせてるところからして間違いなんだよ」

　へっ！　と両手を外人みたいに広げながらせっかく形良く尖とがった顎あごを歪ゆがめて見せる。友の爪先を踏んでまで、そのツラが見せたかったか柳澤光みつ央お。

「どうせあれだろ？　『そんな時間があるなら私ともっと会いなさいよ！』とかわあわあ言ってんだろ、あいつは。『バイト先で浮うわ気きするつもりなんでしょ!?』とか」

　香子の言い分をかなり的確にイマジネーションできているあたりは、さすが幼おさな馴な染じみ、という感じではあったが。

「……そんなかわいくない言い方じゃないって。もっとこう……『そんな時間があるなら、私、もっと万里とデートしたいモン！　うふふ～！』みたいな。『バイト先で出会いがあったらやなんだモン！　あはは～！』みたいな」

　ぷりん！　ぷりん！　と身体からだをくねらせながら左右に振ってみせる万里のケツには目もくれず、柳澤はさらに呆あきれた顔でこの場にはいない幼馴染をけなし続ける。

「そんな『うふふ、あはは』なヤツが、一分刻みの鬼おにメールの挙句にバイト先に乗り込んできてビンタ食らわせたりするかよ」

「……まあ、そうなんだけど」

　ちょっと詳しよう細さいを語りすぎたかもしれない、などと、万里は今いま更さらそう思う。もっとさらーっとかいつまんで、叩たたかれた件なども省略して、「ちょっと揉もめちゃったから急いで帰った」ぐらいの説明でよかったのかもしれない。

　だが時すでに遅おそし、言ってしまったことは取り返しがつかず、

「自分勝手なんだよ、あいつはとことん。骨ほねの髄ずいまで唯ゆい我が独どく尊そん。人には人の事情があるだなんて、これっぽっちも想像できねえ女なんだよ。要するにアホなんだよ。わがままで横暴で、どうしようもないガキなんだよ。ったく……」

　柳やなぎ澤さわの舌ぜつ鋒ぽうは一層容よう赦しやない。

「……あのーやなっさん、香こう子こは一応俺おれの彼女だし、あんまりリアルにディスらないでくれる？」

　今回の件に関しては、香子にも香子なりの事情があるのだ。──そこを万ばん里りは説明しなかったから、柳澤には知る由よしもないだろうが。

　彼女の、傍はた目めには異様に思えるだろうコントロール願望の底には、実は果てしない不安と万里への不信感が渦うず巻まいている。それを知っている万里は、つい香子を庇かばいたくなってしまう。しかし、

「ていうか万里も万里だぜ」

　イケメンの矛ほこ先さきは万里へ向いた。

「だぜ。だぜって言った、今」

「おお、言ったぜ。言わせてもらうぜ。禁止だよ！　なーんて一方的に決められて、文句も言えずにそれ飲まされて、隠かくれてこそこそバイトしようとして、結局バレて見つかってさ。乗り込まれて、暴れられて、結局平謝りで仲直りって。おまえはそんなんでいいのかよ？　そこまで香子のわがままを許すわけ？」

「いや、まあ、許すっていうか……うん」

　万里は吊つり革かわに体重をかけて摑つかまって、間ま抜ぬけなおサルみたいにブラブラ小さく揺ゆれつつ、曖あい昧まいに口ごもるしかない。

　柳澤は、香子が騒さわぎ立たてたのは万里がバイトしている現場を目もく撃げきしたからだと理解しているようだが、実際はそうではないのだ。

　香子が万里を叩たたいたのは、万里が酔よったリンダと人前でキス寸前の体勢で密着して、堂々といちゃついていたから。あの場の雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされ、酔いしれたようになって、とんでもないことをしてしまった。はっきり、叩かれても当然のことをしたと思う。よく捨てられないですんだと思う。

　でも柳澤には、そこを正確に説明することができなかった。その行こう為いが恥はずべきものだったと自覚しているからだ。それに、人に話せばリンダのことをも貶おとしめると思うから。しかしこれでは、まるで香子を自分の盾たて代わりの嫌きらわれ役に差し出したようなもの……。

　車窓の向こうを流れていく薄はく暮ぼの夏の街並みを、万里はこっそりと目を上げて見た。毛穴から染み出すような自己嫌けん悪おが、じっとりと心地悪くこめかみを濡ぬらす。

「……香子はとにかく、全然悪くないんだ、本当に。マジで。ていうか、そういうわけで、いきなり帰っちゃってごめん、っていう話。ごめん、すまん、ほんと」

「いや、なんだよ。そんなのもう全然いいよ。なんだよなんだよ、別におとといのことを怒おこってるわけじゃねえよ俺おれ」

「やなっさんはどうしてた？　俺が帰った後」

　話題をとにかく別方向へ逸そらそうと、万ばん里りは柳やなぎ澤さわ光みつ央おの「知られざる部分」に焦しよう点てんを転てんじてみた。

「バイト終わってから打ち上げあったんだろ？」

「ああ、あったあった。結構楽しくて最後までいたよ。ほら、おまえが急にバタバタ帰っちゃったし、どうしていいかわかんなくて、とりあえずすみっこの方で着き替がえしてたら社長が仁に王おう立だちで俺の着替えをガン見してきたんだよ。こんな距きよ離りで」

　柳澤は片手で吊つり革かわを摑つかんだまま、きりっと真顔。くきっと万里の方へ首を曲げ、いきなり息がかかるほどの距離で接近してきて、

「『帰ったらコロス。絶対コロス。ていうかいて。ここにずっといて。そしてまた来て。バイト続けて。ギャラなら上げてあげる……ね、や・な・ぎ・さ・わ』はあと、って」

「うおぉ……こえぇ……」

　耳元に吹ふきかけられた野や郎ろうの吐と息いきにぞわっと鳥とり肌はだが立った。親しいイケメン相手でもこうなのだから、これが知り合ったばかりのメタボ怪かい人じんの吐息だとしたら、相当なレベルでおぞましい。

「で、そのままじりじりコーナーに追おい詰つめられて、俺、今もしかして襲おそわれてるのかも……って気づいて震ふるえてたら、リンダ先せん輩ぱいとＮＡＮＡ先輩が俺をガードしに来てくれて、危いところで救出されたんだわ」

　昨日きのう、過去を捨てて距離を置くと決めた人の名が、他人の口から出た。

　それを聞いて、笑おうとしていた唇くちびるが強こわ張ばりかけた。まだ、平静ではいられないのだ。動どう揺ようを悟さとられないよう、万ばん里りは「そっか！」と殊こと更さら大きく頷うなずいてごまかす。

「そのまま先輩たちとなんだかんだ一いつ緒しよに飲んでたんだけど、なんつーか……」

　柳澤は思い出し笑いをこらえるようにいきなり言葉を切って、薄うすい唇を噤つぐみ、澄すんだ眼まな差ざしを宙に泳がせた。ここにはいない誰だれかをつい探してしまうみたいに、ふわふわと穏おだやかに。

「もう、ほんっと、おもしれえなあの人たち。結構いろいろ話せて、すげえ楽しかった。おまえも一緒に打ち上げ出ればよかったのに。ていうか、最初はリンダ先輩もなんか帰るとか言ってて、ちょっと様よう子すがおかしかったんだよ」

「……おかしいって？　どんなふうに？」

「テンション低いっていうか。とにかく帰る帰る、みたいな。でもＮＡＮＡ先輩が、自分が送っていくから一人ひとりで帰んじゃねー、みたいに結構強引めに引き止めて、まあその後はとりあえずガンガン飲んでたな。後半はもうヘロヘロで、あれ、かなり酔よってたっぽい」

「多た分ぶん……」

　カーブに差さし掛かかった電車が大きく揺ゆれる。吊つり革かわに摑つかまった横並びの人間たちは、同じ角度でゆっくりと傾かたむく。万ばん里りも、柳やなぎ澤さわも。

「香子が、俺に切れたところを見てたから、かも。……責任感じた、みたいな」

「え？　なんでよ？　バイトに誘さそってくれたのはＮＡＮＡ先せん輩ぱいだろ？　どうしてリンダ先輩が責任感じるんだよ？」

「うん。だから、昨日きのう、会いに行った」

「リンダ先輩に？」

「うん。で、事情とか色々話して、もう、大だい丈じよう夫ぶ。……多た分ぶん」

「……ふーん」

　柳澤は、万里の目の底を覗のぞき込こむようにしていた視線を不意に窓の外へ向けた。丸い瞳ひとみの曲面が、一いつ瞬しゆんだけ、落日の瞬しゆん間かんの水平線みたいな黄金に光ったのを万里は見た。

「会いに行ったんだ。へー……」

　中性的にも思えるほどに優美なカーブを描えがいている彼の横顔の下した唇くちびるが、わずかに硬かたく尖とがったのも見た。

「やっぱサークルとかで、おまえはリンダ先輩と仲いいもんな」

　と、「そうだ、忘れないうちに」と柳澤はおもむろに尻しりポケットからガムのケースを取り出した。しかしガムは一つも入っていなくて、その中からなにか小さなものをそっとつまみ出して万里に見せる。

「なに？」

　それは小指の爪つめより一回りほど小さい、ガラス製と思おぼしき星型の綺き麗れいな物体だった。銀の金具がついていて、青白く透すけて輝かがやいている。

「チャーム」

「チャーム？　ってなに？」

「こうやって、チェーンとかに引っ掛ける飾かざり」

　柳澤は傍はた目めにも恭うやうやしく指先に力を入れて、フック状の金具部分に爪を引っ掛け、万里に開閉して見せた。

「これ、打ち上げのときにリンダ先輩がキーホルダーからぽろっと落としたんだよ。ちょうどその瞬間を見てて、ちょっと床ゆかを探したら発見したから拾っといた。そのときＮＡＮＡ先輩となにか話してたから、後で渡わたそうと思ってここにしまっといて、忘れて持って帰ってきちゃった。万里はリンダ先輩と仲いいじゃん。よく顔合わせるんだろ？　これ、おまえから渡してくれない？」

　ほい、と差し出されたその小さくも眩まばゆい、綺麗なもの。

　万里はしかし、受け取れなかった。声なきまま、二人ふたりの間に、星が光を放ちながらしばし揺れる。

　仲いいじゃん──そんな無む邪じや気きなひと言にも、万ばん里りの心臓は震ふるえるのだ。

　昨日きのう、あんなふうに別れたばかりのあの人と、まだどうやって顔を合わせればいいのかわからないでいる。もちろん二人ふたりで決めたとおり、何事もなかったみたいに、ただの先せん輩ぱいと後こう輩はいとして付き合っていくしかない。でも今はまだ、どうすればうまくやれるかわからない。もうちょっと、本当にちょっとでいいから、痛すぎる生傷を乾かわかす時間が必要なのだ。

「……いや、俺おれ、だらしないからそういうの、すぐ失くしちゃうと思う」

「そう？」

「やなっさんから渡わたしなよ。普ふ通つうに学校で会えると思うし。メルアドとかも知ってるだろ？」

　柳やなぎ澤さわは星のチャームを自分の手のひらに転がして、そのまましばらく見つめていた。なにをその内心に思っているのか、万里にはわからない。知ることはできない。

　やがて、

「そっか。じゃあ、そうするわ」

　大切そうにチャームをガムのケースに戻もどし、柳澤はそれを尻しりポケットにしまった。柳澤が住む町の最寄り駅まで、あと二駅だった。







　　　　＊＊＊







　ちょっとコンビニのＡＴＭに寄ったり、ドラッグストアで細こま々ごました柳澤の買い物に付き合ったりして、二人が魔ま窟くつに到とう着ちやくしたのは改札を出てから三十分ほどが経過してからだった。

「……」

　万里は、言葉もない。

　六ろく畳じよう間まに呆ぼう然ぜんと立たち尽つくし、本当に声が出ない。

　というかそもそも、この魔空間の酸さん素そを吸ってもヒトの肺って大だい丈じよう夫ぶなのだろうか──家や主ぬしはピンピンしているようだが。

「その辺に適当に座っといて。あ、そこの紙かみ袋ぶくろにまとめてあるのが売りたいヤツだから」

　美しき魔窟の支配者・柳澤は、トイレへと消えていく。居室とトイレを隔へだてているのはあまりにも儚はかない合板のドア一枚、すべての音声がダダ漏もらし。このアパートは、トイレでの行こう為いのすべてがあますことなく居室の人間にサウンドの形式でお届けされる仕様になっている。でも、そんなのは今いま更さらだ。前から知ってる。別にいいのだ本当に。それより、それよりも、そんなことよりも。

　わずかに爪つま先さき立った棒立ちのまま、万ばん里りはしみじみと思った。よくぞあいつ、ここで生きてんな……！

　魔ま窟くつは、万里が知っている魔窟状態よりもさらに魔の色合いを濃こくしていた。

　最初にここを魔窟と呼んだのは二に次じ元げんくんだった。一ヶ月ほど前、飲み会後のハイテンションノリのまま万里とともに訪れて、玄げん関かんに入るなり「うわ、ひでえ……」と。いきなり酔よいも醒さめたようなリアル顔で、「魔窟じゃんかよ。ひっでえなもう、なんとかしろよこれ。大家さんに見られたら追い出されるぞマジで」なんてお説教モード。そのとき万里は「あーっはっは！　やなっさん怒おこられてやんの！　部へ屋やがきたねえって２Ｄにマジで怒られてんの！　いひーっひっひ！」とゲラゲラ笑い転げて超他人ヅラ、そんな様よう子すを眺ながめていたのだが。

「……もう笑えねえよこれ……」

　そのときよりも、ずっとずっと、ひどくなっている。

　元から部屋が狭せまいのは仕方ない。全体的に古めかしいのも、壁かべ紙がみや床ゆかや建たて具ぐがいちいちボロなのも、柳やなぎ澤さわの責任ではない。ベッドやキャビネット、ローテーブルなど、最低限の家具だって生きていくには必要だろう。でも、なぜだ友よ。どうしてなんだやなっさん。

　なぜ、押おし入いれがフルオープン状態で衣類やタオルやシーツやなんだかよくわからない布類が雪崩なだれのように室内に崩くずれ落おちている。なぜ、半はん透とう明めいの衣装ケースが三段分全部引き出されてただの四角い邪じや魔まな物体となってそこらに置かれたままになっている。なぜ、意味不明のビニール袋ぶくろやらプラスチックの物体が部へ屋やの全コーナーに堆うずたかくこんもり山になっている。なぜ、中身が微び妙みように残っているペットボトルがそこらに乱立している。なぜ、中身が半はん端ぱに詰つまったゴミ袋がそこらに転がっている。なぜ使ったティッシュを捨てない。なぜ服を畳たたまない。なぜタオルが何枚も何枚もあちこちに落ちている。なぜドライヤー。なぜドライヤーもう一個。なぜパンの空あき袋ぶくろ。なぜゴミを片付けない……カップラーメンの蓋ふたを取っておいてなにがしたい！　その下にポケット六法！　漫まん画が！　雑誌！　スポーツ新聞！　百均のプラケース！　中身は空！　ていうかそれがいくつも！　ヘッドホンのケーブル！　ＣＤ！　ＣＤ！　ＤＶＤ！　キャビネットから溢あふれて床にもテーブルにもここにもそこにもディスクもの地じ獄ごく！　ゴミ！　紙袋！　ビニール袋！　箸袋！　ああぁぁぁ！

「やなっさ────んっ！　早く来てくれ────っ！」

　思わず叫さけんだその声に、地球人だけではどうにもならないピンチに陥おちいったクリリンばりの切せつ迫ぱく感かんが滲にじむ。

　ぐっちゃぐちゃにあらゆる物、あるいはゴミが散乱した室内には、一切の整せい理り整せい頓とんの跡あとが見られないのだ。キッチンのシンクまでもが物置化されていて、その奥おく底そこにはどんなバイオな地獄が蔓延はびこっているのか考えたくもなかった。

　万里だって決して几き帳ちよう面めんな性質ではないし、結構だらしなく暮らしているが、それでもこれには耐たえられない。まず単純に密度がやばい。空間の容積に占しめる物の割り合いが、常人の神経で耐えられる値を超えている。余白がない。酸さん素そが足りない。しみじみ、汚きたない。ほんっとうにひどい。あんまりだった。大家なら泣く。柳澤家の両親だって、こんな息子の暮らしぶりを見たらどれほどショックを受けるだろうか。

「なになに？　どうした？」

「……」

　そしてこれだ。これが、最大の謎なぞ。万ばん里りはトイレからちょっと急ぎ目で出てきたイケメンを振ふり返かえり、

「え？　マジでなに？　今万里、俺おれを呼んだだろ？　なにその目つき」

「……」

　再び、なにも言えない。その水際だって麗うるわしい美男っぷりを、万里はただただ見つめて呆ぼう然ぜんとする。

　涼すずしげに整った目鼻立ち。日本人離ばなれした、深い彫ほり。その美しさをきゅっと凝ぎよう縮しゆくするかのように、小さな顔。男から見ても羨うらやましいほどつるつるの肌はだ。すらりと伸のびた長身とそれに見合う長い手足。立体的に陰いん影えいのついた筋肉。あの肩。あの胸板。上腕二頭筋。デニムとＴシャツ、頰ほおにかかる伸びかけた髪、それだけで完かん璧ぺきに美しいこの男。鮮あざやかなオーラが光となって全身からゆらゆらと発せられているような若者の姿。

　……なぜなんだ、やなっさん。

　なぜなんだ神。

　こんなに汚い部へ屋やに住んでいて、なぜ、こいつは自分だけこんなにキラキラ！　サラサラ！　ピカピカ！　と、清潔感を漂ただよわせてイケメン然としていられるんだ……。

「ほんとにどうしたんだよ。なんか飲むか？　あ、そういえばその辺に昨日きのう開けたペットボトルのお茶が」

「ぃらないぃ！」

　失っていたはずの声がマッハの速度で喉のどから出た。命の危機だった、はっきり今のは。ドきっぱりと全力でお断り、万里は首がへし折れるほどに激しく横へ振って見せる。

「そうか？　ていうか、なんで突つっ立たってんの。とにかくその辺に座れって」

　きょとん、と不ふ思し議ぎそうに大きな瞳ひとみを瞬しばたたかせ、柳やなぎ澤さわはこんもり繁しげった散乱物の森みたいなベッドの付近を指差した。なにがその辺だこの野や郎ろう。不意に凶きよう暴ぼうな気分になって、

「どうやって座るんだよ!?　え!?　そこに、どうやって座れと!?」

　喚わめいた万里を見返す柳澤は、しかしここに至ってもまだ底なしにピュア。

「なんだよ？　大だい丈じよう夫ぶかよ万里、ちょっとおかしいぞおまえ。ほら、とりあえず座ろうぜ、な！　これでいいだろ？」

　そう言うなり、どっちゃりと寝しん具ぐもタオルも衣類もわけのわからない物体もねじくれあってゴンぶとの注連縄しめなわみたいになっているベッドの上の諸もろ々もろごと、いきなりシーツの端はしを両手で摑つかんで闘とう牛ぎゆう士しのようにベラァッ！　と引ひき剝はがす。どさっ！　がしゃっ！　ばさっ！　とすべてを床ゆかに放ほうり出だす。もわっ！　と埃ほこりが可視化され、万ばん里りの気道がきゅーっと締しまる。

　そうして空いたベッドに柳やなぎ澤さわは腰掛け、ポン、とその横を叩たたいて万里にゆったりと微笑ほほえみかけるのだ。連れ込んだ女相手に「来いよ……」とでも言うみたいに。

「来いよ……じゃねえんだよ！　やなっさん、なにしてんだよ！」

「は？」

「マジ、ひどすぎるだろ！　ていうか、『は？』って、なにをのんきな声出してんだよ！　そんな場合かこの魔ま窟くつは!?　自分じゃわかんねえのかよ!?」

「え？　ああ、部へ屋やが汚いってこと？　そうそう、そうなんだよなー、これ、ひどいよなー。俺おれってこういうの片付けるの苦手でさ。生活能力が低いっていうか」

　あはははー、と若じやつ干かんはにかみながら爽さわやかに笑うそのツラに、

「……低い、じゃねえだろ……!?」

　万里は我われ知らず、すごい形ぎよう相そうで獅し子し舞まいみたいに前歯からグリグリ詰つめ寄よっていた。

「……皆かい無む、だろ……!?」

　イライラするのだ。このひどい空間が、万里から冷静な思考能力をどんどん奪うばっていく。穏おだやかさやのんきさ、平和を求める気持ち、年上の余よ裕ゆう、それらをガツガツ削けずっていく。

「なんとかしろよこれ……！　本気で、これ、ちゃんとしろよ……！　こざっぱりしたツラしやがって……なんなんだよ!?　わかってんのかよ!?　ああん!?」

　さすがにそんな万里の様よう子すに気け圧おされたのか、柳澤も笑えみを引っ込めた。きりっ、と端たん正せいな面をシリアスめに引き締め、

「おまえが言いたいこと、わかってるよ。わかってるから、俺、『断だん捨しや離り』始めようって思ったんじゃん」

「……だぁんしゃりぃぃぃ……!?」

　俺、ダイナマイトで部屋ごとフッ飛ばそうって思ったんじゃん。と、同じレベルの妄もう言げんを聞いた気がする。寝ね言ごとは寝ねてから言え。いや、寝言だとしても許せないか。

「だからほら、おまえにも来てもらったんじゃん。そうだよ、あれあれ、見てくれよ。あれが全部手放すつもりのＣＤ！」

　柳澤がやや焦あせり気味に指差す方には、大きな紙かみ袋ぶくろが他のゴミに紛まぎれて鎮ちん座ざしていた。そう、今日きようわざわざ万里がこの魔窟に足を踏ふみ入いれることになったのは、柳澤が「ＣＤちょっと整理したくて、売ろうと思ってるんだよ。もしおまえが聞きたいやつあったら、売る前に持っていっていいよ」と言ってくれたからだった。

「ほら、ちゃんとみてくれ！　こんなにたくさんＣＤ売ろうとしてるんだよ！　これでかなり片付くぜ！」

　柳やなぎ澤さわは立ち上がり、慣れた足あし捌さばきの大おお股またで数歩、障害物を避さけて紙かみ袋ぶくろの方へ。取っ手を摑つかんで傾かたむけて、まだ突つっ立たっている万ばん里りに中身を見せてくる。確かにたくさん、五十枚ぐらいはありそうだった。しかし正直この魔ま窟くつから紙袋一つ分のＣＤが消えてそれがなんになるという。そういう問題じゃなくて、もっと大局的な見地から己おのれの部へ屋やのやばさをわかってほしいと万里は思うのだが、

「……あれ？　これも売るんだっけ？」

　柳澤は急に紙袋の中に手を突つっ込こみ、一枚、二枚とＣＤのケースを取り出す。鋭するどい視線でじっくりとジャケットを見つめ始め、

「待て待て、ちょっと待て。これ、そういえば最近ちゃんと聞いてなかったな……え、売っていいのかな。え、まじでちょっと待てよ……」

　座すわり込こんだまま本格的にＣＤを漁り出す。本人曰いわく断だん捨しや離りの第一歩、売うり払はらうと決めて分けた紙袋の中身をごそっとまとめて摑み出す。いやいやいや……いやいやいやいや。

「やなっさん！　それ売るって決めた分なんだろ!?　そうやって見始めたらまたキリがねえじゃん！　それは俺おれが見るからさあ、やなっさんはもっとこうデカい仕事を、」

「待って待って。万里は適当にその辺でのんびりしてて。ちょっとこれ、確かめないといけないから」

　だから、どこで、のんびりしろと……！　底なしの虚きよ無むにゆっくりとろーり落下し続けていくような感覚に襲おそわれて万里が半なかば失神し始めているのをよそに、柳澤はヘッドホンをすちゃっと装着。爆ばく発はつ物ぶつ処理班みたいに片かた膝ひざ立てたやたらとかっこいい体勢で、手にしたＣＤをシンプルなプレーヤーにセットし、ライナーノーツを開き出す。

「やなっさん……やなっさんってば！」

　盛大に音を漏もらしながら、柳澤は「うーん」などと首を捻ひねっている。万里の声などもはや届いちゃいなくて、完全に音楽の世界に埋まい没ぼつしている。ごちゃごちゃと整理も出来ずに散乱するあらゆる物の中に沈しずんで、彼もオブジェと化している。

　だめだこいつ──もう帰ったろかモードでふと首をめぐらせて、

「うっわあぁぁっ！」

　素すで悲鳴を上げてしまった。

　出会ってしまったではないか。シンクの壁かべをのんびり横切ろうとしておられる、黒くて、つやつやした、楕だ円えんの、でっかい、あのお方と。

　目が合ったまま、万里は中腰で動きを止めた。どうする。どうすればいい。仕留めるべきなのか。でもスプレーなど見当たらない。叩たたき潰つぶすのは生理的に嫌いやだ。見み詰つめ合あった敵方は丸々むっちり太った肥ひ満まん体たい、心なしか「ふう、ふう」と苦しげに息づいているような気さえする。

「……や、やなっさん……どうするよあれ……あれ！　どうしたらいい!?　スプレーとかねえの!?　ちょっと！　おい！」

　柳やなぎ澤さわはまったく気づいていない。目を閉じてギタリストにでもなりきり気分なのか、音おと漏もれに合わせて絶頂ヅラ、うっとりふわふわ首を揺らしている。「おぉい！」と万ばん里りが障害物を踏ふみまくりながら近づいてヘッドホンを奪うばってやると、

「んっ？　え、なんだって？　ごめん、聞こえてなかった」

「ばかやろー！」

　この渾こん身しんの脳天チョップは、神から下くだされたと思って欲しい。

「あいたっ！　えっ？　なんでなんで？」

　そうこうしている間にも、動きのトロいデブゴキブリはシンクに詰つまれたごちゃごちゃの山の中にもたくた歩いて消えていった。

「ゴキブリがあんなにトロくなるまで甘あまやかして飼育しやがって！　どうすんだよあんなモン！　見るからに栄養たっぷりのテッカテカじゃねえか!?」

「ゴ、ゴキブリ？　まさか！　確かに俺おれの部へ屋やは今、すっげえ散らかってるけど、それはいないから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　はいぃ……!?

　自信ありげに微笑ほほえむイケメンの言葉を聞きながら、万里は、空間がぐにゃりと歪ゆがむのを感じた。

「ほら、一匹ぴき見たら三十匹とか言うじゃないか。俺は、この部屋では見たことがない。見たのが０匹ならいるのも０匹！　そうだろ？」

　……どうしたらいいの？　この子、もうどうしたらいいの？　手に負えるの？　ていうか負わないといけないの？　なんで？　トモダチ？　その概がい念ねん、もうわからない。ワカラナイ、ワカラナイヨォ……半なかば恐きよう慌こう状態で万里は、

「いたからぁぁぁ……！　いまぁぁぁ……！　見たからぁぁぁ……！　俺ぇぇぇ……！」

　離り陸りくするカナブンみたいに必死に両りよう腕うでを振ふり上あげて喚わめく。きっとかの狼おおかみ少年だって、ラストの局面ではこれぐらい一いつ生しよう懸けん命めいになっていただろう。

「えー？　またまた。どこによ？」

「あそこ！　あそこに！　たった今、ふうふう、やっべえやっべえって汗あせかきながら丸々したのがとことこ歩いて、」

　万里がシンクの壁かべを指差そうとしたそのときだった。容量いっぱいのキャビネットがミシッ、と不ふ吉きつな音を立て、柳澤はそちらを振り返った。そして万里は、

「うっわああああ───っ！」

　本日二度目の大だい絶ぜつ叫きよう。腰を抜ぬかしてひっくり返りかけて、「はっ……この床ゆかに皮ひ膚ふを接せつ触しよくさせると命的な意味でやばい」と本能の動き、バランスを立て直す。ギリギリの和式便所ポーズ、腿ももの力だけで己おのれの全体重を支える。

　ゴキブリの恐きよう怖ふなんてふっ飛んだ。あれは所しよ詮せん虫だ。今のは人だ。──人がいた！

　人間！

　いた！

　万ばん里りの視界だけに入っていたベランダに出るサッシは、下半分が曇くもりガラスになっている。そこに人間の黒々としたシルエットがあったのだ。上半分の透とう明めいガラス部分からは、二つの目が室内を覗のぞき込こんでいた。

　絶対に見間違いなどではなく、その証しよう拠こに万里の絶ぜつ叫きようを聞いて、その人ひと影かげはさっと引っ込んで消えた。

　この部へ屋やは思いっきり覗かれている。ありえない。怖こわすぎる。さすがにこんなの異常事態すぎる。万里はとうとう不潔極まりない床ゆかに震ふるえる膝ひざをついてしまうが（でもセーフ！　膝の下には弁当屋の新メニューのチラシが！）、

「万里……おまえ、さっきから一人ひとりで大おお騒さわぎしてマジでどうした？　なんかちょっと心配な感じだぞ？　それに、こんなこと言いたくないけどさ、あんまり騒ぐと近所の人に怒おこられるんだよな……」

　柳やなぎ澤さわはまったく、本当に全然、この事態に気づいていないらしい。どこぞの貴公子みたいに現実味の薄うすい涼すずしげなツラをして、自分が暮らす魔ま窟くつのおぞましい散らかりぶりにも、ゴキブリにも、覗きにすらも気づいていないのだ。こいつは。

「や、やなっさん……頼たよむ！　俺おれの話をちゃんと聞いてくれ！　ちょっと、本気でこの部屋の有様はやばすぎるって！」

「ああ、わかった。わかったよ。ちゃんと掃そう除じ、するよ。ダンシャリアンになるよ俺」

「そんな遠い未来の話してんじゃねえよ！　今やろうよ、片付けようよ、俺がまた手伝ってやるからさあ！　なんなら業者入れてもいいレベルだぞ！」

「うんうん、とりあえず、落ち着け？　な？　そうだ、映画でも見にいこうか。最近おまえはずっと香こう子こにべったりだったし、本格的にメンタルの疲つかれが出てきてるのかもな。久しぶりに男同士、どっか出かけてのんびり遊ぶってのも」

「じゃ、なくて……！　今、そこに、いたんだ！　思いっきり覗きがいたんだよ……！　ゴキブリもいたし、人間にも狙ねらわれているんだよ……！　カオスな魔窟はこの世のリアル地じ獄ごくに続いているんだよ……！」

「覗き？　どこにだよ、いねえじゃん。え、やめろよそういうの。俺あんまり心しん霊れい的てきなネタとか乗れるタイプじゃないから」

　天然物のこの間ま抜ぬけは、もう手の施ほどこしようがないらしい。処置不能。

　万里はようよう立ち上がり、友が棲すむ魔窟を無力感たっぷりに見み渡わたす。なにもできなかった……。なにしろ本人の自覚がないままでは、万里が手助けできることなどありそうもない。

　それにしても、本当にひどい部屋だ。見捨てると決めてこのザマを改めて眺めまわせば、しみじみと悪夢。まるで荒あらされた後の犯罪現場みたいな──と思いかけて、

「ていうかさ……これ、本当に空あき巣すとか入って荒あらされてたとしてももはや見分けつかないよな。やなっさんは絶対気がつかないもんな。……いや、もうとっくの昔に、余よ裕ゆうで泥どろ棒ぼうされてそう」

「なに言ってんだよ。さすがにそれはないって。おまえはこの部へ屋や、すっごく散らかってるって思ってるだろうけど、でも俺おれにはちゃんとどこになにがあるか把は握あくできてるし」

「ああ、出た。出ちゃった。本当に、そういうこと言うんだ……」

「本当にそうなんだからしょうがねえだろ！」

「では問おう。爪つめきりはどこだ？」

「ふん、愚ぐ問もんだな。ちょうど俺は昨日きのう、俺の手足指オールスターの爪を切ったばかりなんだぜ。ほら、そこに……」

　確かに爪の短い人差し指で自信たっぷりにローテーブルの上を差して、しかし「あれ？」と柳やなぎ澤さわは首を傾かしげる。あれ、じゃない。そこに爪きりなど置いていない。呆あきれ顔がおで万ばん里りは続ける。

「第二問。耳かきは？」

「それなら確実、俺耳かき大好きっ子だからいつでも手に取れるように定位置はもう完全に……ん？　え？　なんで？　ないぞ？」

　テレビ台を指差し、再び不ふ思し議ぎそうに声を上げる。さもありなん、万里はため息交じりに友を見やる。こんなことだと思った。超ちよう絶ぜつ混こん沌とんどっちらかり部屋で、小物の位置など把は握あくできているわけがないのだ。

「ほら見ろ。やなっさんは、危き機き感かんなさすぎ！　だいたい素そ朴ぼくな疑問だけど、こんな嵐あらしが過ぎ去った後みたいなところで一体どうやってまともに寝ね起おきを、」

「ちょっと待て。待て。待て。いや……マジで。待ってくれよ……」

　いきなり柳澤は立ち上がり、目を見開いて自分の汚部屋をゆっくりと見回す。

　まるで異世界から召しよう喚かんされてきた王子が、「な、なんだこの空間は……!?」とでも言っているみたいな物もの腰ごしであった。剣けんと魔ま法ほうの王国から突とつ如じよ週末深夜の六ろつ本ぽん木ぎ交差点に放り込まれ、いかつい外人グループといきなり目が合ってしまったようなツラをして、柳澤は半なかば呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいる。

　魔ま窟くつのやばさにやっと気づいてショックを受けているのだろうか……受け止めろ！　自業自得だ！　などと万里は思うが、柳澤は障害物を蹴け散ちらしながらおもむろにキャビネットに近づいて、小ぶりなアルミのボックスを手に取る。開く。

「印鑑、パスポート、通帳、保険証、実家の鍵……ある。全部ある」

　それはどうやらカオスには絶対に巻まき込こめない貴重品入れだったらしい。

「……けど。俺、通帳にビニールのケース、つけといたはずなんだよな……」

　裸はだかのままの通帳を、柳澤は万里に振ふり返かえって見せた。

「ケース、なくなっちゃってんのか？」

　万ばん里りの問いに頷うなずいて、再び魔ま窟くつの中央に立たち尽つくす。

「なんか変だ。なんていうか……言われてみりゃ、なんか、いきなりすっげえ違い和わ感かん。はっきりなにがどうなってるとはいえないんだけど、なんかこう……とにかくなにかが、すごく変に思える。俺おれが覚えてる俺の部へ屋やの風景が、微び妙みようにちょっとずつずらされてるみたいな。間違い探しみたいな……」

　ようやく、柳やなぎ澤さわにも異常事態の渦か中ちゆうにあるという認にん識しきが生まれたらしい。そして気まずげに小さくぽつり、

「……これ、部屋に入られてるわ……」

　と。

　ぞわっ！　と改めて、万里の背中を恐きよう怖ふが這はい上あがる。

「こ、こわっ……さっきの覗のぞき、マジで空き巣だったのか!?　それとももしかして、ストーカー、みたいな……？」

　ストーカー。その言葉を発した瞬しゆん間かん、万里と柳澤の脳裏には恐おそらく同時、一人ひとりの人物のゴージャスなシルエットが「うふふふ……！」と浮うかんだ。しかしすぐにありえない、と口にはしないまま二人ふたりは揃そろって首を振る。ついさっき身軽に逃にげていった影かげがかの人物ならば、大学で別れてからずっと五分置きに「光みつ央おとなにしてるの？」「なにか食べるの？」「どこか行くの？」「おうちついた～！」「今日きようの猫ねこ～！」「今日の弟～！」「今日の部屋着～！」「今日のおやつのマカロン～！」と万里にメール＆写メを送ってきている人物は誰だれなんだ、という話だ。

「……その覗きって、ベランダにいたのか？　もう逃げてった？　顔は見えた？」

「全然見えなかった。ベランダにうずくまって部屋の中を見てて、俺と目が合ったらすぐにバッ！　て逃げちゃった」

　二人は目を見交わし、決然とサッシに近づいていく。ボロいサッシには無用心にも鍵かぎがかかっていなかった。

　ベランダに出ても、そこには洗せん濯たく機きとサンダル、物もの干ほし竿ざお、古い型の室外機が置いてあるだけで、もはや誰の姿もない。ただ夏の熱気がもわっと湿しめっぽく立ち込めているばかり。

　柳澤の部屋は二階にあり、外がい壁へきには「ココに足をかけてくださいね！」といわんばかりのしっかりとした配管が通っている。万里はちょっと下を覗きこんで見て「うーん……」と思わず低く唸うなる。その気さえあれば、一階のベランダの手すり伝いに誰でも簡単に忍しのび込こむことができそうだった。しかもちょうどいい感じに外の植しよく栽さいが伸びきっていて、表からも侵しん入にゆう者しやの姿は見えないだろう。

　柳澤を狙ねらう侵入者──万里の脳裏に、例の社長の姿がぼんやりと浮かぶ。……いや。いくら誰にでも忍び込めそうだといっても、あの重たげな肥満体の中年にはさすがに無理かもしれない。それにシルエットはもっと小さく、細身だった気がする。

「ん？　なんだこれ」

　そのとき、柳やなぎ澤さわがベランダの片かた隅すみに置かれた小さな紙箱を見つけた。落とした、という感じではなく、わざわざ壁かべ際ぎわに立てかけられていて、まるで見つけて欲しがっているかのように置いてあった。柳澤が恐おそる恐おそる手にしたそれを万ばん里りも覗のぞき込こみ、そして、

「……やなっさん。……社長に、住所教えたのか……？」

　ごく。と、息を飲んだ。

「……教えてねえ。ていうか、やめろ。よせ。今おまえ、なにかドぎつい想像してるだろ」

「だ、だってさあ！　これってやっぱ……」

「いやだいやだ！　考えたくねえ！　こええこええ！」

　恐おそらくは同じことを考えながら、牽けん制せいしあい、お互たがいそのえぐい考えを口には出せずにいた。覗いていたのは、やっぱりあの危ない社長なのだろうか。思い出してみればあのメタボ、踊おどり出したときにはやたらと敏びん捷しような動きを見せていた。カルバンクライン一丁で腹肉震ふるわせ、外人イケメンモデルにびったり張り付いて……。

　ベランダにぽつん、とプレゼントのように置いていかれた小箱は、ボラギノール坐ざ剤ざい──いわずと知れた、痔じ主ぬしの友、だ。







　　　　＊＊＊







「なんですって？　光みつ央おにストーカーの影かげが？」

　万里の話を聞いても、香こう子こはしかし優ゆう雅がな微び笑しようを絶やしはしなかった。

「それはなにかの間違いだよ！　だって私、なんにもしてないもの！」

　自信満々にそう言い放ち、万里の隣となりにぴったり膝ひざをくっつけてきて、「うふ！」と小首を傾かしげてみせる。お箸はしを片手にかわいこぶっている。今日きようのランチはたぬきそばで、ちなみに万里のはコロッケカレー。

　二限が終わって昼休み、万里と香子は学食のテーブルにわざわざ隣に並んで座って、いつものように他ほかの学生たちから「なんであんな美人があんな冴さえないヤツと付き合っているんだ……？」の視線を燦さん燦さんと浴びていた。付き合い始めて一ヶ月以上が経ち、どこにいても向けられるそんな目にも万里はもはや慣れつつある。見たいなら見ろ、と。文句があるなら言え、と。自分にだってどうしてこんな僥ぎよう倖こうが己おのれの人生に訪れたのか、いまだに全然わからないのだ。他人にはもっとわからないだろう。

　傍かたわらに座ってたぬきそばを上品に食べている万ばん里りの恋人は、今日も絶好調に完かん璧ぺきだった。

　艶つやめくダークブラウンの巻まき髪がみに、もはやあれが加か賀が香こう子こ本体なのでは、という説さえ出つつあるお約束のカチューシャ。今日はカメリアピンクのシルク。てろんとした生き地じのとろけるような白ブラウスに、ハイウエストのミニスカートを合わせ、ハイヒールは鉄の掟おきてで９センチ。鬼おにの美び脚きやくに、サンローランの新作バッグ。

　完璧な造作で整った美び貌ぼうに完璧な笑えみをゆったりと湛たたえ、香子は学食中に煌きらくような美女っぷりを惜おしむことなく振ふりまいていた。その学生離ばなれしたおしゃれも、ドラマチックな漆しつ黒こくのマスカラも、珊さん瑚ごパールの艶つややかなグロスも、すべては万里に見せるためだという。万里に綺き麗れいだと思われたくて、香子は毎日、完璧な容姿でいるのだという。

　そんな愛いとしい、キラキラ輝かがやく奇き跡せきそのもののような彼女だが、残念なことに前科持ちであった。関係者なら知る者も多いが、香子は元、数年越しのディープな柳やなぎ澤さわ光みつ央おストーカー……。

「いや、誰だれも香子が犯人だなんて疑ってないから。俺おれもやなっさんも、全然、疑ってないから」

　ほんの三秒ぐらいしか疑ってないから……というのはとりあえず口にしないでおく。

「ストーカーか、もしくは空き巣かなにかなのか、とにかく怪しいヤツがやなっさんの部屋を覗のぞいてたのは俺がこの目で確かに見たんだよ」

　え、と香子の眉まゆがわずかに顰ひそめられる。

「じゃあ万里、覗きに遭そう遇ぐうしちゃったの？」

「そう。ベランダにいるところばっちり目もく撃げきした」

「やだ、危ないじゃない。男だった？　女？」

「一いつ瞬しゆんだったからわからないんだけど……」

　万里と柳澤の間では、バイト先の例のメタボ社長が犯人では、という説がすでに濃のう厚こうになりつつあった。

　ただ、社長がどうやって柳澤の住所を手に入れたのかは謎なぞだった。リンダもＮＡＮＡ先せん輩ぱいも柳澤の部屋などそもそも知らないし、柳澤本人も教えた覚えはないという。単発とっぱらいの怪しいアルバイトで、万里ともども身分証明書の類たぐいは提出していない。封ふう筒とうに入った現金を仕事終わりに直接社長から受け取って、そのままイベントは打ち上げに流れたのだ。犯人は社長、と断定するには、ボラギノール一箱だけではまだ論ろん拠きよに乏とぼしい。

「とにかく、やなっさんは超びびりまくってて、今こん日にちに至るというわけ」

　ははーん、と香子は納なつ得とく顔がおでたぬきそばをつるっとすする。

「それで昨日きのう、光央は万里の部屋に泊とまっていったんだ？」

「そう。でもあのイケメン太郎、今日きよう提出のレポートを部屋に忘れてきやがって、朝に一いつ旦たん戻もどってからまた学校来るって別れたんだけど……大だい丈じよう夫ぶだったかな？　メールしてみよっかな。俺も心配だし、状じよう況きようがはっきりするまでしばらくうちに泊める約束したんだよ」

「ええっ!?」

　声を上げて、香こう子こは口に運ぼうとしていたかまぼこをボチャッとそばつゆに取り落とす。見るからに超不満顔、いきなりぶすっと唇くちびるを尖とがらせ、

「やだやだ！　そんなの大げさだよ！　絶対にやだ、万ばん里りのお部へ屋やでデートするたびに光みつ央おが座ざ敷しき犬いぬみたいにその辺に座ってるなんて、私いや！　そもそも全部ただの勘かん違ちがいかもしれないじゃない！　二に次じ元げんくんに聞いたけど、光央の部屋って相当な汚お部べ屋やなんでしょ？」

「汚部屋っていうか、まあ、魔ま窟くつですわな」

「魔窟なら当然、魔ま獣じゆうが棲すみ着ついているんだよ！　地じ獄ごくの番犬・ケルベロスがね！　光央も知らないままに慕したわれて、ペット的存在として傍かたわらに従っているんだよ！　あーらなんだか結構いい話じゃない、放っておくのが一番だよ！　ね、だからデートは二人ふたりでしよ？」

「いや、見ず知らずのケルベロスならストーカーの方がましじゃないか？」

「じゃあ万里の見間違い説に一票」

「それはない。絶対見たし。ていうか……実はほぼ犯人もわかってるんだよね」

「なら話は早いじゃない！　とっ捕まえちゃえばいいんだよ！　一体どこのどいつなの？」

　箱入りお嬢じよう様さまである愛いとしい彼女にはあまり聞かせたくなかった、イケメンを狙ねらうエグい社長とボラギノールの件を万里が恐おそる恐おそる説明し始めると、

「ボラギノール……？」

　話を聞きながら嫌いやそうに、かまぼこをちまちま前歯でかじっていた香子の顎あごの動きがいきなり止まった。やっぱり香子お嬢様にこんな話題はふさわしくなかっただろうか、と万里は口を噤つぐむが、

「……それ、その『社長』がストーカーじゃないかも。思い当たることが、実は、ある……かもしれない……ていうか、ある」

　でもー、そのー、もう昔の話なんだけどー、時効なんて私が言えたことじゃないから言えないんだけどー……などとらしくもなくモジモジ前置きしつつ、気まずそうに今度は香子が語り出す。

　高校時代、柳やなぎ澤さわがあまりにも女子たちにモテてモテてモテまくるのに香子は業ごうを煮にやし、とある噂うわさを入念に広げたのだという。「柳澤光央はああ見えて、スーパーイボ痔じの哀かなしい脱だつ肛こう状態なんだって！」……と。その甲斐あって、二人が通っていた高校ではすっかり全校生徒的に、特に女子の間には確実に、柳澤光央といえばお尻しりの不具合、超かわいそう、というやや残念なイメージが定着していたのだという。本人の耳にまでそれが届いていたかどうかは定かではないが──多た分ぶん、柳澤は知らないだろう、と。

「香子……」

「……反省してるよ、今は」

「……人を呪のろわば穴二つって知ってるか？　そのミニスカの中のケツは大だい丈じよう夫ぶか？」

「今のところは大だい丈じよう夫ぶだけど、これからどんなトラブルが起きても、呪のろいと思って受け止める覚かく悟ごはできてる。まあ、それでも光みつ央おは結局モテまくり続けてたんだけど……」

「おお、さすがやなっさん！　だからといって呪いから逃のがれられると思うなよ？」

「どんとこいだよ。でも、これでわかったよね。『社長』とやらはシロ。ボラギノールプレゼント犯は、うちの高校の関係者だよ。今の住所だって、光央は高校時代の友達には教えてるだろうし、そこから情報が漏もれたんだ」

　きっぱりと言い切って、しかし香こう子こはふと首を傾かしげる。

「でも、どうして今いま頃ごろ？　光央が一人ひとり暮ぐらしを始めてから今までずっと放置しておいて、最近になっていきなりストーキングを開始したわけ？　それとも、春からずっと光央が気づかなかっただけ？」

「その可能性も否定できないけど、お土産みやげを置いていかれたのはとにかく確実に初めての出来事だって言ってた」

「……ふーん……」

　香子は綺き麗れいに描えがかれた片かた眉まゆを跳はね上あげ、バッグからおもむろに携けい帯たいを取り出した。細い楕だ円えんに整えられたネイルもなんのその、両手使いのものすごい速さで検けん索さくワードを打ち込んで猛もう然ぜんと何事か調べ始める。ページを読み込んでいる間に忙せわしなくたぬきそばを口に運び、また検索してはたぬきそば。お行ぎよう儀ぎはかなり悪いが、

「なにを調べてるんだ？」

　携帯を操る速度には凄すさまじいものがあった。さすがストーカー気質、日々の鬼おのメールで鍛きたえられているだけのことはある。

「人間が動くには必ず理由があるの。人間を動かす理由が存在するなら、その痕こん跡せきは大たい抵ていネットにも残ってる。そういうものなの。──ほら、あったよ」

　これ読んでみて、と香子が見せてきた画面には、とある女性のブログ。

「この人はテレビにも出てるし、著作も多数。『イケメンハンター』を自じ称しようしてる、半タレントみたいな女子向け有名ブロガーだよ。万ばん里りはこのブログ、見たことない？」

「ないなあ。あ、でも前にこの人がテレビに出てたのは見たかも……」

　最新の更こう新しんはおとといの日付で、万里は思わず「おお!?」と声を上げた。『お友達のバースデーパーティーで確保ぉ～！』というタイトルで、長めの記事が載のっている。いくつか貼はられた写真を見るに、それは万里たちがバイトしていた、あの夜のパーティなのだ。

　かなりくだけた文章とともに、そのブロガーが友人らしい男性たちと大おお騒さわぎしている写真がかなりの枚数アップされている。モデルのなんとかくんだとか、ＤＪのなんとかくんだとか、誰だれ々だれのだんな様（はあと）だとか、そのすべての背景にははっきりと見覚えがありすぎた。そして、

『さて、そろそろみんなお待ちかねだよね!?　お待たせしました！　今日きよういちばんの獲え物ものがご登場ですよ～！　打ち上げでゲットした、ダンサーのみつおく～～～ん!!!』

　口に含ふくんでいたコロッケカレーを噴ふきかけた。

　ダンサーて……！　いや、そうじゃなくて！

　爽さわやかな笑顔えがおでグラスを片手にした立ち姿を撮とられていたのは、柳やなぎ澤さわ光みつ央おその人であった。一応服は着ているが、髪かみはラメオイルでオールバックのまま。肌はだにもオイルが光っていて、ツヤツヤの頰ほおがいかにも若々しく写っている。

『みつおくんは昼間は法学部の学生さん！　しかも本人曰いわく、現在彼女は募ぼ集しゆう中ちゆうらしい（ま、まじかよ……）！　出しゆつ没ぼつエリアは○○、キャンパスの近くで一本で行けるから便利なんだって。超～爽やかな笑顔で、癒いやされまくりのひと時でしたぁ！　あーん、今日きようも眼がん福ぷく☆』

　さっ、と万ばん里りの手から携けい帯たいを取とり戻もどし、

「きっかけは、多分これだよね。このブログを見た子の中に、高校の関係者がいたんだ。光央のことを知っていて、彼女がいないということは、ずーっとへばりついてたウザい私がついに手を引いたってわかったんだ。それで今になって光央の周りをうろつきだした……」

　香こう子こはたぬきそばをラストまで片付けにかかる。伸のびてしまっただろうそばを口に運びながら、手て癖くせのようにまだちょこちょこ携帯をいじる。

「まあでも、私にはもう関係ないよ。手を引いたのは事実だし、今はれっきとした万里の彼女だし。きっかけがわかってすっきりしたってだけ。後は光央の問題だよね。光央一人ひとりで片をつければいいんだよ。というわけで、万里の部へ屋やに泊とめるのもなし！」

「いやいや、きっかけがわかったところで、結局なんの解決にもなってないじゃん」

「解決？　犯人を突つき止とめて捕つかまえるってこと？　そこまではさすがに無理だよ、ぶっちゃけこうなったら警察にでもなんでも……」

　肩をすくめてそう言いかけ、香子はいきなり「ん？」と目を見開く。片手の箸はしもお盆ぼんに置いて、携帯の画面に目が釘くぎ付づけになる。

「なに？　どうした？」

「……一応、このブログのタイトルとかＵＲＬとかで適当に検けん索さくかけてみてたんだけど……そしたら、そしたらこれ……」

　呆ぼう然ぜんと香子が顔を上げ、万里も画面を覗のぞき込こんだ。

　ＵＲＬを貼はったツイートが検索に引っかかってきたらしい。その下にはリプライがずらずらと連なっていて、

『これって柳澤先せん輩ぱいだよね!?　すごくない!?　やっぱりかっこよすぎー！』

『彼女いないとか言ってる～ほんとかな？』

『やっぱり例の病気のせいで？』

『今の住所わかればボラギノールお届けできるのに～』

『それ、私調べられるかも！』

『ていうかあの激痛のスカルプＢは、大学まで追っていって結局爆ばく死ししたんだね』

『ぷっ！　悲ひ惨さんすぎ』

『まあ当然でしょー中学のときから相手にされてなかったし』

『スカルプＢってなに？』

『整形ケツアゴロンリーパラノイアババアに決まってるじゃん』

『Ｓ（整形）Ｋ（ケツ）Ａ（アゴ）Ｌ（ロンリー）Ｐ（パラノイア）Ｂ（ババア）で、スカルプＢ』

『あー香こう子こ先せん輩ぱいか』

『痛いよねあの人』

　……。

　万ばん里りは、恐おそる恐おそる、香子の表情を見た。

　女の子が──いや、ひとが、こんな目をするのを見るのは初めてだった。

　わたしの、わたしの、わたしのなまえが、ていうかわたしのこと、スカルプＢって、わたしのこと、わたしの……喉のどの奥おくで低く繰くり返かえし、香子は綺き麗れいな二重を見開いたまま硬こう直ちよくしているのだ。その目はどこを見ているかわからない。真っ黒に塗ぬり潰つぶされた穴みたいに瞳どう孔こうがばっくり開き、瞳ひとみからは光がなくなって、その表面だけが異様にギラギラと濡ぬれ光っている。獣けものだ。これは獣の目。

　やがて顎（確かに割れている）がわなわな震ふるえながら横方向にガクッ！　とずれ、頰ほおから額、こめかみ、目元、胸元までいきなり真まっ赤かに紅潮し、しゃくれ気味に呻うめく。そして、

「整形なんか……してねえ、って、いってんのにぃぃぃ……！」

　上下の前歯全見せで、香子は切れた。

　カチューシャをむんずとむしりとり、見たこともない雑な手つきで顔まで垂れる長い髪をばさっとかきあげる。たぬきそばのお盆ぼんを荒あら々あらしくテーブルの隅すみに避よけて、ツイートしている恐らくは後こう輩はいたちのアカウント名を凄すさまじい顔で睨にらみつけ、

「あああだめっ！　だめだめだめ、だめだよ！　こんなアカウント名なんかじゃ個人特定できなーいっ！」

　吠ほえた。近くのテーブルにいた学生たちがぎょっとしたようにこちらを振ふり返かえってみる。慌あわてて万里は全方位に小さく頭を下げ、

「あ、すいません、発作なんです……」

　取とり繕つくろおうとするが、

「どうしたらいいの!?　ああん万里、どうしたらこいつら揃そろって血祭りに上げて、未来を丸ごと永遠に奪うばって人生墓穴に突つっ込こんでやれる!?　ねえ一いつ緒しよに考えて！」

　香子は真っ赤な顔に涙なみだ目めで万里の胸むな倉ぐらをグラグラ摑つかみにかかる。

「こ、香子……とりあえず落ち着いて……！　うっ、くるし……！」

　普ふ通つうに首が絞しまっている。

「いやっ！　落ち着いてなんかいられないよ！　だってこんなのひどすぎる！　ていうか万ばん里りは悔くやしくないの!?　万里の彼女がこんなふうにネットでこそこそ悪口言われまくってるんだよ!?　ちゃんと取とり締しまってよ！　そして地じ獄ごくで血のおもてなしをしてやってよ！　万里は私の彼氏でしょ!?」

「……う、うんうんっ、そうねっ、そうだけどっ、そうなんだけどっ、俺っ、血ちのおもてなしなんてしたことないしっ……っていうか、息が……っ……まじ……っ」

「じゃあ初めて体験してみてよ！　私のために吠ほえてよケルベロ───ス！　わああぁっ！」

　香こう子こが両手を離はなしてくれて、やっと酸さん素そが脳へ届いた。万里は膨ふくらむ肺の圧あつ迫ぱく感かんに悶もだえながら、それでも香子の背中にそっと手をやり、よしよししてやる。

　さあ、とても難しいことになってしまった。確かにひどい言われようだとは万里も思うが、そもそもこちとら単なる静しず岡おか人じん、ケルベロスなどではないのだ。ここまでブチ切れて錯さく乱らんした香子をどう宥なだめていいものか迷うが、そのとき、

「あっ！　やなっさんだ！　ほらほら香子、やなっさんだよ！」

　学食にふらっと入ってきた柳やなぎ澤さわの姿が目に入った。とりあえず様よう子すを尋たずねなくては、と手を振ってテーブルに呼ぶが、

「もう、ほんとに、最悪なんだけど……！」

　柳澤は柳澤ですっかり生気を失っていて、真っ青な顔をして崩くずれ落おちるように二人ふたりの向かいのイスに座すわり込こんでしまった。

　昨日きのう、万里の部へ屋やにしばらく泊とまることを決めた柳澤は、とりあえず着き替がえだけは済ませ、貴重品ボックスを持ってあの魔ま窟くつを出た。それが夜の八時前のことで、レポートを取りに一いつ旦たん魔窟に戻もどったのが朝の八時頃。

　その十二時間の間に、誰だれかが確実に侵しん入にゆうしたのだという。

「レポート８枚、確かにクリップしておいたんだよ。でもバッグにしまう前に確認してみたら６枚しかないの。見たら３ページと６ページが抜ぬかれてんの。パソコンにテキスト残ってるからプリントアウトし直して事なきを得たんだけどさ……昨日、２ページ抜いて盗ぬすんでいったヤツがやっぱりいるんだわ」

「うわ、マジかよ！　気づいてよかったっていうか、そもそもなんでレポートなんか……」

「そうなんだよ。他にもなにか盗とられてるかもと思って、一限出るのやめて、確かめられるだけ確かめたら、結構あれこれ……まああんな部屋だから単に埋うもれてる可能性もあるけどさ、しょうもないモンばっかり選んだみたいにいくつかの物がやっぱ消えてんだよな。金にはならないような、たとえばインナーイヤホンの先っちょとか、塩の内うち蓋ぶたとか、こないだのバイトでもらったラメパンツとか……そういうの他にも色々……」

　うあぁぁ……と深く深く落ち込んで、柳澤はそのままテーブルに突つっ伏ぷしてしまう。謎なぞの侵入者の存在が、彼の神経を限界まで追い込んでいるのだ。

「やなっさん、大だい丈じよう夫ぶか？　とりあえず、なにかランチを……」

「食欲なんかねえよ、怖こわすぎるよ。もうどうしよう……。引ひつ越こしする金なんてねえし、警察に行くったって盗とられたモンがしょぼすぎだし、もし本当に犯人が社長だったとしても、証しよう拠こもねえから捕つかまえるのも無理っぽいし」

　メンタルどん底状態でテーブルに押し付けたその頰ほおを、

「聞いて、やなお。……混ざったわ、もとい、光みつ央お」

　いきなりくいっと摑つかむなり、持ち上げて、

「私には未来が見える。光央は私に感謝して、跪ひざまずいて嬉うれし涙なみだを流すことになるよ！」

　高らかに宣言したのは香こう子こだった。これが錯さく乱らん状態の行き着く先なのだろうか。あまりにも突とつ然ぜん、やたらと自信満々に立ち直って、幼おさな馴な染じみの顔を引っつかんだまま世にも恐おそろしい笑顔をギラギラと魔ま界かいの太陽みたいに輝かがやかせている。

「……俺おれが……おまえに感謝？」

「そうだよ。ストーカーは社長じゃないの。私たちの高校の後こう輩はい女子の誰だれかだよ」

「え!?」

「あのツイートしてた連中……絶対に怪あやしいもの。あの中に犯人がいるんだよ。この私が魔ま窟くつ侵しん入にゆう犯はんを突き止めてあげる。そして学校にも警察にも通報して、社会的に息の根止めてあげる。ここまでするなんて調子に乗りすぎのやりすぎ、お仕置きが必要だよね。先せん輩ぱいとして、しっかりこの手で躾しつけし直してあげる。いい計画を思いついたんだ。ね、万ばん里り。もちろん協力してくれるよね？」

　とりあえず万里は舌を出して、へっへっへっへっ！　しておいた。ケルベロスって、こんな感じでいいんだろうか……。







　　　　＊＊＊







「……やっぱその格好、目に入ると笑っちゃいそうなんだけど……」

「しっ。耐たえて。目立っちゃだめ。どこで見られてるかわからないんだよ」

　さっそくその日の夕暮れ時、万里と香子は柳やなぎ澤さわのアパートへ向かうために連れ立って町を歩いていた。

　万里は入学式のときに着ていたスーツ姿で、上着を手に持ってネクタイは省略。クールビズの若いサラリーマンにでも見えていれば成功だ。一方、その隣となりを歩く香子の姿は大変ひどい。

　百均で手に入れた安っぽい黒くろ縁ぶち伊だ達てメガネで目立ちすぎる美び貌ぼうを隠かくし、万里の部へ屋やにあった季節感皆かい無むのニット帽ぼうに綺き麗れいな髪かみを全部ひっつめて押し込め、服は万ばん里りの部へ屋や着ぎ。だるだるに首が伸のびて色いろ褪あせた無地Ｔシャツに、毛玉にまみれたハーフパンツ。靴くつは万里のベランダ用サンダル。手にはバッグ代わりにスーパーのビニール袋ぶくろ。そこには財さい布ふと携けい帯たいが入っている。
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　一日ずっと寝ねててさっきやっと起きてーそしたらちょうどリーマンの彼氏が帰ってくるっていうから駅で待ちあわせして買い物してきたーｂｙ地元のヒマな女、の、扮ふん装そうであった。

　とはいえ、こんな格好ながら、よく見れば一応ちゃんと美人の片へん鱗りんはある。メガネの太いフレームで無ぶ粋すいに隠かくされた頰ほおは透すけるように真っ白すべすべだし、ヒールがなくてもふくらはぎはほっそりしている。でもとりあえず、この姿ではどの知り合いが見ても「加か賀が香こう子こ」だとは思わないだろう。香子の扮装はかなりうまくいっていると言えた。

　やがて二人ふたりは柳やなぎ澤さわのアパートに、さも住人であるかのような顔をして入っていく。そのまま二階と三階の間の踊おどり場ばにしゃがみこんで身を隠す。もうすこし間をおいてから、柳澤が一ひと人りで帰ってくる手はずになっていた。

　香子の立てた作戦は、こうだ。

　万里と香子は無関係の住人のふりをして、アパート内に隠れる。柳澤は一人で帰ってきた体ていで、二人をこっそり魔ま窟くつに入れる。もちろんカーテンはきっちり閉めて、部屋の内部は覗のぞけないようにしておく。そして二人は魔窟の押おし入いれに隠れ、柳澤は再び一人で出て行く。柳澤が一人で帰宅し、一人で外出するのをどこかで見ているはずのストーカーは魔窟が留守だと思い込んで侵しん入にゆうしてくる。その現場を、万ばん里りと香こう子こが写真にばっちり押さえる。できれば身み柄がらも確保する。

　犯人の学校の先せん輩ぱいである香子は元より、昨日きのう柳やなぎ澤さわと一いつ緒しよに行動していた万里も顔が割れているだろうから、二人は変装しているのだ。

「きた、やなっさんだ……」

　柳澤が一人で階段を上がってくる靴くつ音おとが聞こえた。外から姿を見られないように万里と香子は身を屈かがめ、コンクリの壁かべ際ぎわにこそこそと隠かくれながら柳澤が開いた魔ま窟くつへ続くドアの内側へ滑すべり込む。

「ふー……誰だれにも見られなかったか？」

　カーテンの隙すき間まを気にしながら、先に上がっていた柳澤は声をひそめて二人の方を振ふり返かえった。香子はメガネを指先で押さえながら頷うなずき、サンダルを脱ぬいで、

「多分だいじょ……ひぃぃっ！」

　いきなりその身を震ふるわせた。魔窟の全ぜん貌ぼうが視界に入ったのだ。

「こ、こんなところに平気で生息してて、よくストーカーが怖こわいなんて言えたよね!?　万里、どうしよう！　私いま初めて光みつ央おが怖い！」

「まあまあ、その話はまた改めて……とりあえず、お邪じや魔ましまーす」

「ていうか今ふと思ったけど、この魔窟の有様を知っていてもなお光央のことが好きだっていうなら、それはそれで結構すごくない？　なんかちょっと認めざるを得ないっていうか……」

　香子は素す足あしで本当に嫌いやそうにへっぴり腰、時折なにかを踏ふんでしまっては「ひっ……！」と甲かん高だかく戦慄わななきながら魔窟の奥おくへ歩いていく。あのやなっさんが絶賛甘あまやかし飼育中のＬＬサイズゴキブリと出会ってしまったら、香子はそのまま死ぬかもしれない。

「なんだよ、大げさに嫌がりやがって」

　家主の言葉に、万里と香子はそっと目を見交わす。ああ、ほんとだ……重じゆう症しようだ……。

　万里はとりあえず、これから二人して身を潜ひそめる予定になっている押おし入いれの中身をマタドール方式でやや遠えん慮りよがちに引き出してみた。どさっ、と荷物が落ちてきて、ただでさえ荒あれ果はてて狭せまい居住スペースがついに腰の高さまで埋うずもれる。香子の頰ほおが愕がく然ぜんと引きつる。

「ここに入るの……？　え、私が……？　うそでしょ……？」

「この作戦を立てたのは香子だぞ」

　香子は虚うつろな目をして、万里と押おし入いれを交こう互ごに見やっているが、

「上げるんだろ、ストーカーを血祭りに」

　万里の言葉に、再び怒いかりのパワーを取とり戻もどしたらしい。きっ、と眦まなじりを吊つり上あげていつもの勢いでモデル立ち。

「……そうよ！　そうだよ！　血祭りだよ！　私、がんばる！　たとえこの不潔極まりない押入れ空間で万里と折り重なるようにして息絶えたとしても後こう悔かいはしない！」

「あ、なんか飲む？　確かその辺におととい開けたペットボトルのお茶が」

　柳やなぎ澤さわの声に、万ばん里りと香こう子こは競い合うような速度で「ぃらない！」と返した。その死に方はとってもハードそうなので、とりあえずお断りしておきたかった。







　魔ま窟くつに異変が起きたのは、柳澤が一人ひとりで外へ出て行って十分ほどしてからのことだった。

　この世でも指折りの「人として滞たい在ざいしたくないゾーン」であろう魔窟の押入れに、カップル二人は息をひそめてこっそりと隠かくれ、「でもこれ、隠しカメラとかで見られてたら全部意味ないよね」「女子高生がそこまでするかよ」「え？　しない？」「し、しないでしょ……？」「なんで？」などと香子の天然ストーカー体質発言に万里が震ふるえていた、そのとき。

　柳澤は、ベランダに誰だれかが現れたら万里と香子にそれが見えるように、魔窟を出る際にカーテンを開けておいてくれた。

　細く開けた押入れの襖ふすまの隙すき間まから覗のぞいた、サッシ越しのベランダ。そこに、一人ひとりの人物の影かげが現れたのだ。

　驚おどろいて身じろぎした香子に指で「しっ！」のサインを送り、万里は息を飲みつつ携けい帯たいを構えた。香子も同じく、それぞれの携帯を縦に並べるようにして３センチほどの隙間に押しあてる。

　謎なぞの人物の二つの目が、ガラスの向こうから魔窟を見ていた。留守なのを確認し、おもむろにサッシを開こうとする。そういえば、柳澤は鍵かぎを開けておいたのだろうか。というか、毎回犯人はどうやって鍵を突とつ破ぱして……と万里が思っているその目の前で、なんなくサッシは開かれる。ガッ、ガッ、と何度か外から力を込められただけで、古いクレセント錠じようはあっけなく外れてしまったのだ。

「……ぼっろ……！」

「これって管理不行届きじゃない……？」

　思わずコソコソ囁ささやき合あってしまった二人の目の前に、ついに恐きよう怖ふのストーカーが姿を現す。

　白い半はん袖そでシャツに、紺こんのベスト。グリーン系の上品なタータンチェックのミニスカート。紺のハイソックス。靴くつはローファーで、履はいたまま。髪かみをショートカットにした女子高生であった。着ているのは、香子が言っていた通りの制服。犯人は本当に、香子たちが卒業した高校の後こう輩はいだったのだ。

　香子の耳元に「知ってる子？」と短く訊たずねると、香子は首を横に振ってみせながら携帯のカメラの角度をあれこれ変えている。うまくピントが合わないらしい。万里も同じだった。侵しん入にゆうしてきた女子高生はこちらの都合どおりにうまく静止していてくれないのだ。なんなら、このまま飛び出して現行犯逮たい捕ほするか──万里は一いつ瞬しゆんそう思うが、あんな細身の女子高生にいきなり摑つかみかかって押おし倒たおしでもしてしまったら、魔窟侵入よりもその方が犯罪度が高い気がしてしまう。かといって、香子にそんな荒あら事ごとをしてこい、というのも気が引けるし。

　思ったようにはうまくいかず、焦じれる二人ふたりには気づかぬまま、障害物を身軽に飛び越えて女子高生は玄げん関かんの方に歩いていく。やがて、がちゃっ、と鍵かぎを開く音がして、女子高生は携けい帯たいを耳に当てながらまた部へ屋やの内部へ戻もどってくる。

「こっちもオッケー、中から開けたよ。やっぱ楽勝だった」

　そうしてクスクス笑うのだ。一体どういうことだ。首を傾かしげる万ばん里りの肩に頰ほおをくっつけるようにして、香こう子こも瞬まばたきを繰くり返かえしている。その息が万里の二の腕に温ぬくく触ふれている。

　狭せまい空間でぴったりと触れ合った体温は息の温度とほぼ同じ、ほわん、と薔ば薇らのトワレの香かおりが優しく万里の鼻先に揺ゆれて、ああ、俺おれたち付き合ってるんだからこのままこのくんにゃりとして柔やわらかな、華きや奢しやな身体からだを抱きしめてもいいんだよな～、あ～なんて幸せ～……とか、思っている場合でもなく、

「イエーイ！　再上陸ー！」

　いきなり聞こえてきたのは、別の少女の声だった。それも一人ではなくて、

「しっ、騒さわぐのはまずいって……」

「うっわー、やっぱきったねー！　受けるんですけどー！」

「今日きようはなにいただいちゃおっか」

「つか絶対気づかれてないよね、この部屋だもん」

　続けて何人もの同じ制服の女子高生たちが、玄関から堂々と遠足みたいにわいわいと楽しげに入ってくるのだ。

　えっ、えっ、えっ!?　と万里は恐きよう慌こうに陥おちいる。勝手に相手は一人だと思い込んでいたのだ。香子もさすがに驚いたのか、万里の顔を見上げて口をパクパクさせている。

　写真。とにかく、写真だ……。万里は再び襖ふすまの隙すき間まに携帯を押し付けるようにしてカメラを構えるが、女子高生たちはとにかく動きを止めることを知らない。キャビネットを物色しては「なにこれー!?」と笑い、バッグの中を何人かで漁あさっては笑い、ＣＤの中身を入いれ替かえては笑う。「今日もまた、どこかにボラギノールあしらっておこうか？」「天使からのプレゼント～」などと言い合ってはそこらを勝手に歩き回る。

　柳やなぎ澤さわ光みつ央おの魔ま窟くつは、いまや、女子高生どものひそかな遊び場に成り果てているのだった。思っていたよりも、ずっと事態は深刻だ。万里はとにかく証しよう拠こ写真を撮とろうとうまく写せそうな角度を探すが、

「ば、万里、ちょっとそれ、痛いよ……！」

「あ！　ごめん！」

　細い隙間に二人して腕を伸のばしているために、気づけば香子の肘ひじを逆固めするみたいに体重をかけてしまっていた。慌てて身を離そうとして、

「うっ……！」

　ソックスが、足元に広がっていたシーツに引っかかってしまう。その上に座り込んでいた香子をテーブルマジックの失敗版みたいにシーツごと荒あらっぽく引っ張ったみたいになってしまい、

「わ……っ！」

　香こう子こは思い切り、バランスを崩くずした。慌あわてて支えようとした万ばん里りもろとも、脆ぜい弱じやくなボロ襖ふすまに倒たおれ掛かかってしまう。十九の男と十八の女、二人ふたり分ぶんの体重に、このボロ襖が耐たえられるわけがなかった。コントのようにゆっくりと、襖が外れて室内へ倒れた。

　一いつ瞬しゆんの間──

「……わ、ああ～～～っ!?」

　驚おどろいて悲鳴を上げたのは女子高生たち。魔ま窟くつの床ゆかに大学生二人は無ぶ様ざまな体勢で転がり出てしまい、

「やだやだやだっ、どうしよう万里どうしよう!?」

「ええい慌てるな！　かくなる上は一人ひとりでもいいから捕ほ獲かくするんだ！　くそっ、おまえらよくも俺おれの友の魔窟を踏ふみ荒あらし、俺の彼女のハートをも傷つけてくれやがったなぁ！　その代だい償しよう、支し払はらってもらおうか！　……決まった！」

「きゃー！　万里かっこいい！」

　万里と香子は破れかぶれ、女子高生との直接対決の覚かく悟ごを決めた。二人して手近な一人を捕つかまえるべく身体からだを起こそうとするが、

「きゃああやっばーい！　なんなのなんなの！」

「早く閉めてー！」

　人数の上で、圧あつ倒とう的てきに不利であった。倒れた襖ごと二人は押おし入いれの中へ無理やりに押おし戻もどされて、

「やだー！　超こわいんですけど、なんなのこの人たち!?」

「ていうかあたしら見られたよ、これやばーいっ！」

　外から何人かの体重で襖を立てて押さえつけられているらしい。

「早く逃にげなきゃ！」

「でもここ離はなしたらまた出てくるよ！」

「じゃああのキャビネットで塞ふさいじゃおうか!?」

　──恐おそろしいことを言っている。乱暴に押おし戻もどされた空間には湿しめっぽい布団ふとんが詰つまったままになっていて、万里も香子も変な体勢、ろくに呼吸もできないのだ。これで本当にキャビネットなんかで出入り口を塞がれてしまったら、ついに本気で生命の危機だ。

「あたしたちここ押さえてるから、それ、動かせる!?」

「やってみようか！　せーの……」

　どさどさどさ！　となにかが落下する音。きゃあきゃあ騒さわぐ少女たちの声。「く、くるしぃぃー！」と泣き出しそうな香子のくぐもった悲鳴。万里にはもはや選ぶ手段もなく、幸運にも手に持ったままだった携けい帯たいを必死にプッシュ、柳やなぎ澤さわに電話をかける。

『おう、もしもし？　無事にミッションは成功したか？　どうだった？』

「ひ、非常事態だ、やなっさん……っ！　女子高生がいっぱいだーっ！　もう俺おれらにはどうすることも……ぐええっ！」

　もがく香こう子この肩がみぞおちに食い込み、それ以上は喋しやべれなかった。襖ふすまの外からは、さらにすごい音声が聞こえる。あの容量いっぱいの重いキャビネットを二人ふたりか三人で動かそうとして、室内で無茶なことをしているらしい。重いものが倒たおれるような音、そして破は壊かい音おん、悲鳴。万ばん里りはここにきて妙みように安心する。こんな大騒ぎを起こして近所の人が気づかないわけがない。閉じ込められてそのまま、なんてことには最低限、なりそうにない……というかむしろこの状じよう況きようで本当に危ないのは彼女たちの方だろう。

　そこへ、

「てめえらこのやろぉぉっ！　ふざっけんじゃねえぞクソガキがぁ！」

　ついにブチ切れた怒いかれるお坊ぼつちゃまが帰き還かん──した声だけが恐おそろしい響ひびきをもって押おし入いれの中まで届いた。

「きゃあああああ───っ！」

「柳やなぎ澤さわ先せん輩ぱいだぁぁ！」

「ベランダベランダ早くっ！」

「逃にげっ、あっ、きゃー！」

「やばいやばいきゃあああ！」

　甲かん高だかい少女たちの悲鳴がキンキン響いて、不意に襖が再び部へ屋やの中へ倒れる。万里と香子はそのままもつれあうように押入れから転がり出て、そしてその筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい光景を見た。

　サッシは倒れかけたキャビネットでふさがれてしまって脱だつ出しゆつ不可、玄げん関かんから入ってきた柳澤が不法侵しん入にゆう女子高生たちを怒ど声せいの勢いでじりじりと魔ま窟くつのコーナーへ追おい詰つめ、

「一体なにがしてえんだぁ!?　んああっ!?　おめえら俺になにがしてえんだっ!?　こるぁ!?　いってみろっつってんだよっ！」

　悲鳴飛とび交かう中、巻き舌でオラオラ迫せまっていく。そして、

「なにがボラギノールだこのやろー！」

「だ、だって私たち先輩のお尻が心配だったんですぅ！」

「はあ!?　ケツ!?　俺のケツに用事があんのか!?　そんなら見やがれ、見たい放題にみやがれ！　あん!?　見ろっつってんだろうが！　ケツでもなんでも好き勝手にみたいだけみてみろっつってんだよ！　ああん!?」

　本気でブチ切れた男というものは、ここまでおかしくなってしまうものなのだろうか。完全に我われを失った柳澤は、着ている衣類をどんどん脱ぬいでいく。ぎゃあああ！　いやあああ！　とお嬢じよう様さまたちが絶ぜつ叫きようするのをＢＧＭに、

「こちとら今いま更さら失うものなんかねえんだよぉぉぉっ！」

　最後の一枚に手をかける。

　万ばん里りと香こう子こには尻しりの上半分ほどが、噂うわさと違って実際には健康極まりない柳やなぎ澤さわ光みつ央おの尻の割れ目の上部だけが、ぷりっとむき出しに見えかけている。万里は必死に声を張り上げ、

「よせやなっさーん！　それはそれで犯罪になるぞぉーっ！」

　友を最後の一線の「こちら側」へ呼よび戻もどす。はっ、と柳澤が動きを止めたところで香子はすかさず携けい帯たいをすちゃっと構え、

「……地じ獄ごくの光景だよね、これ……」

　いまだ大パニック中の、こんなことをしでかしている割に実は純真だったらしい女子高生たちのツラをじっくりカメラで撮とっていく。動画でしっかり証しよう拠こを採取しているらしい。幼おさな馴な染じみの美しい半ケツも、図らずもフレームインしてしまっているが。

「ああ、だってここは魔ま窟くつだからな……そりゃあなんだって起きるだろうよ……」

　そうだ。カオスな魔窟はこの世のリアル地獄への通い道──露ろ出しゆつ魔まだって、出しゆつ没ぼつするのだ。
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　本当に、申し訳ありませんでした。

　二度とこんなことはしません。

　悪ふざけが行き過ぎてしまいました。

　──結局、犯行グループ全員が生徒証を持たされてマグショットみたいに写真を撮られ、素す直なおに平謝りの終幕となった。

　中学生の頃ころから柳澤にずっと憧あこがれていたと言いながらぐすぐす泣き出してしまう子もいて、その子供丸出しの真っ赤な泣き顔に、万里の胸はさすがにちょっと痛んだ。香子も怒いかりを削そがれたようで、計画していたように即そく通報、という気にはなれなくなったらしい。

「どうする、光央。これで許してやる？」

　邪じや魔まな伊だ達てメガネを外し、ニット帽ぼうを脱いでしまうと、絵本に描えがかれた夢の世界のプリンセスみたいに綺き麗れいな長い髪かみがふんわりと広がった。そこに至ってやっと、

「うわ……！　加か賀が香子……先輩、だ……」

　女子高生の一人ひとりが気まずそうにその名を口にする。ふん！　と香子は両手を腰に当てて顎あごを突つき上あげ、

「いっておくけど、この格好は私の趣しゆ味みでしているわけじゃないの。か、れ、し、の、ふ、く、を、借りているの。ねっ！　だよね、万里！」

　えへっ！　といきなり甘あまったるい照れ笑いを万里に向けてくる。万里も思わずそんな顔を見て、へらっ、と笑い返してしまう。女子高生たちが今どんな目をして自分たちを見ているか、わざわざ確認しなくてもわかるとも。どうせいつもの、あの目だろう。好きなだけ俺おれたちを見るがいい！　と万ばん里りは堂々と香こう子この笑顔を眺ながめ続ける。

　そして被ひ害がい者しやである当の柳やなぎ澤さわも、

「本当に反省してんなら、もういいよ。証しよう拠こはこっちが持ってるってこと忘れんなよ。マジで二度とすんじゃねえぞ。普ふ通つうにこんなのバレたら退学モンだし、おまえら相当危ないことしてるんだぞ。一人ひとり暮ぐらしの野や郎ろうの家に忍しのび込こむなんて、親にも学校にも言えないようなことをガキだけでやってんじゃねえよ」

　ちゃんと服を着直して腕組み、彼女たちをこれで許してやるつもりらしい。しかしいきなり強い口調になって、

「とにかく、盗とってった物は返せ。全部」

　ずいっと手を差し出してみせた。

　気まずそうに一人ずつ、バッグの中からちょっとしたものを柳澤の手に返していく。爪つめきり、耳かき、通帳のビニールケース、塩の内うち蓋ぶた、レポートの３ページと６ページ、ポケットティッシュ、ドラッグストアのポイントカード、カップラーメンに添てん付ぷされていて使わなかったらしい七しち味みの小こ袋ぶくろ、インナーイヤホンの先せん端たん部分、ラメパンツ、クリップ、ヘアワックス……それらを一つ一つ確認して、

「……まだあるだろ。返せよ。下らないモンに見えたって、俺にはすごく大事なんだよ」

　柳澤は最後の少女の鼻先に、さらに手を強く伸のばす。

　その少女は、おずおずとガムのケースをバッグから取り出し、柳澤の手のひらの上にそっと乗せた。

　カラン、とその中身が、ガムとは思えない硬かたい音を立てたのが万里の耳にも聞こえた。

　柳澤は、それを一度ぎゅっと手の中に握にぎりこんで長い息をついた。宝を取とり戻もどして安心したみたいに、そのまましばし背を丸め、逞たくましい肩を低く落とす。三秒ほど固く目を閉じて、

「……いいよ。もう帰りな」

　最後に先せん輩ぱいらしく「勉強頑がん張ばれよ」と付け加えて、わずかに笑えみを見せながら手まで振ってやっている。侵しん入にゆう犯はんどもを相手にサービス過多では……と万里は思うが、それが柳澤光みつ央おなのだった。どうしても、この男は結局そんなヤツなのだった。

　すいませんでした、と女子高生たちが悄しよう然ぜんと玄げん関かんから出ていき（彼女たちは最後まで靴くつを履はいたままであった）、そして、

「……はあ。……ったく、なんだこれは……一体、なんだってんだ……」

　呻うめく柳澤、そして万里と香子は、凄すさまじい状態になった魔ま窟くつに取り残された。

　外れた襖ふすま。倒たおれたキャビネット。散乱した物でもはや床ゆかなどこれっぽっちも見えない。元より無残な汚お部へ屋やだったのが、まるで巨大な手がこの空間を外から摑つかんで思いのままに上下左右へシェイクした後みたいな状じよう況きように成り果てていた。あらゆるものはなぎ倒たおされ、ぶちまけられ、叩たたき壊こわされ、形あるもので無事なものなど今やここには一つもなかった。

　さすがにここまでくると片付けるとか片付けないとかの問題ではなく、魔ま窟くつの王子もカオスの只ただ中なかに立たち竦すくむことしかできないらしい。だらんと腕を下ろし、ぼんやりと目を見開いたまま、

「俺おれをなんだと思ってんだよ……マジで……なにをされても俺なら平気みたいな、そういうことなのか……？　俺がなにかを惜おしんだり、悲しんだりなんかするわけないって……？　俺にそんな一丁前の感情なんか、あるわけがねえ、って……？」

　破は壊かいしつくされた空間に弧こを描えがく背中のラインが哀かなしいほどに美しい。がっくりとそのまま、膝ひざを折り、柳やなぎ澤さわは座すわり込こんでしまった。

「俺の人生は、ずっとこうなのか……？　こういうことが続くのか？　俺が人並みに心や感情を持ってるってことを、普ふ通つうに尊重してくれる女はいないのか……？　やっと、やっとのことで、こいつを、」

　ぐりっと首を回転させて、柳澤はいきなり香こう子こを見た。

「こいつを卒業させたのに……？」

「うわわわ……み、光みつ央お！」

　当の香子はいきなりビクついて妙みような声を上げる。そして、

「大変、大変だよ……超大変だよ……！　万ばん里り、光央が大変……！　これ見て！」

　ゴミを跨またぎ越こえて幼おさな馴な染じみに近づき、いきなりその髪かみをぐっと上げ、半ば抱かかえ込こむようにした頭部を万里の方へ見せ付ける。一体なにが、と万里はその側頭部に目を凝こらし、

「ああっ……！」

　気づいて震ふるえた。

「え、なに？」

　香子に頭を抱えられたまま、柳澤が不安そうに万里の目を見上げる。答えていいのか、いけないのか……いや、隠かくし通すことなどできないだろう。早めに真実は伝えてやろう。万里はそう決めて、友にゆっくりと語りかける。

「やなっさん……いいか、落ち着いて聞いてくれ。そこに、百円玉ぐらいの……」

「えっ……？　な、なに？　百円玉ぐらいのなに？　なんなの？　はっきり言ってくれ！」

「は……。げ……。が……」

「えぇぇ……っ？」

　そこに手をやり、柳澤は指ざわりを確かめ、そのままあらゆるものを踏ふみ壊こわしながら洗面所へ駆かけ込こんでいく。

　やがて、長い長い悲鳴が、狭せまい魔窟に響ひびき渡わたった。







　今回の件の心労で、あっという間に百円ハゲができてしまったのだろう。

　哀あわれ極まりない柳やなぎ澤さわは、洗面所で倒れた。そしてそのまま立ち上がることすらできなくなって、万ばん里りと香こう子こで重い長身を抱かかえ上あげ、なんとか物を避さけて魔ま窟くつ内部へ運び、ベッドに寝ねかせてやったのだ。

「かわいそうに……相当メンタルに来ちゃったんだな、これ」

「私、失神した人間って初めて見たかも」

　柳澤を気き遣づかって小声で低く話しつつ、万里と香子は倒れたキャビネットをベンチ代わりにして並びあって座っていた。

　カーテンの向こうに、暮れかけた空の淡あわい光が透すけている。電気をつけていない魔窟は、まるで青い水の中に沈しずんだようだった。散らかりきった空間が暗い静けさに満たされて、難破船が眠ねむる海底の夜を思わせた。その永い永い闇やみを想像して、万里はふと物悲しくなる。沈んだ難破船の片かた隅すみには、美しい友が、キラキラ輝かがやく宝を懐ふところいっぱいに抱いだいて、声もなく目を閉じて横たわっている。

「……こんなにイケメンに生まれついて、本当なら誰だれよりも恵めぐまれて、極楽みたいな日々を送っていていいはずの人材なのに。なんでこう、やなっさんの人生はなかなかうまいこと進んでいかないんだろう」

「それは……要するに、美形すぎるのかも」

「ほう？」

　斬ざん新しんな意見を述べて、恐おそらくは現在、柳澤光みつ央おの人生の最大の破は壊かい者しやである香子は、したり顔で自分の髪かみを指で梳すき下おろしている。闇の中でも艶つや々つやと零こぼれる、その綺き麗れいな長い髪。

「あまりにも『かっこいい』が行き過ぎてて、絵に描かいた餅もちっていうか……現実離れしちゃうっていうか。人間っていうよりみんなのおもちゃ、って感じになっちゃうのかもよ」

「ああ、一人ひとりの男、ってよりは、みんなのイケメン、って？」

「そう。なんていうのかな……こう……アイドル感？　誰かのモノにはならないで、ずっと公共の財産であってほしい……みたいな」

「なんかわかるなー、それ。やなっさんて、生々しい男って感じが薄うすいんだよ。このルックスのせいでもあるし、また性格も上品なおぼっちゃんじゃん。いやらしい男の臭くさみが全然しないんだよ」

「ね。だから超音波にもいまいち異性として意い識しきしてもらえないのかな」

「それよ。そうなんだよ多た分ぶん。同感。望みのものをゲットするぜ！　っていう、いかにも男なハンター感が全然ないから相手も油断して、結果、ダルダルなことに」

「むしろ光央は狩かられる対象だよね」

「そうそう！　やなっさんの周りには肉にく食しよく獣じゆうがいっぱいうろついてんのに、本人は全然ぼさーっとしてて危機感ゼロ！　そして、好きな子がいても、俺おれってどう？　どうかな？　って相手の出方を窺うかがうばっかで、こっちから狩かり、攻せめる、っていう姿勢が見られないんだよ！」

「わかるわかる！」

　気がつけば、仲良しカップル二人ふたりは柳やなぎ澤さわ光みつ央おという男へのダメ出し大会へと突とつ入にゆうしていた。本人がそれを聞いていたなら、もちろん、

「悪かったな……！」

　というしかないだろう。それはもう。

　イケメンはむっつりと秀ひいでた眉まゆをひそめ、万ばん里りと香こう子この顔を恨うらみがましくも交こう互ごに見つめている。

「うお!?　起きてたのかよ!?　ど、どこから聞いてた!?」

「結構長く、聞いてたよ！」

　薄暗い魔ま窟くつに封ふうじ込こめられたこの夕暮れ、ひそやかな薄うす暗くらがりの中で気まずさもマックス。万里と香子はこっそり目を見交わし、やべ、と肩を同時に竦すくめる。ただでさえ弱っていたこの男を、さらに傷つけてしまってどうする。

「そりゃー言われなくてもわかってるよ！　俺には、なにかが確かに欠けてる！　自分が一番わかってる！　俺だって嫌いやだよ、ずっとこんな扱あつかいされ続けるのは！　でもどうしようもねえんだよ！」

　荒あれ果はてた空間に無理やり作ったエアポケットみたいなベッドの上、柳澤は悲しげに片手でハゲたあたりをそっと摩さすりながら喚わめく。

「……そりゃ、俺だって！　もしも、そうするべき相手が見つかったら……どうしても欲しくて欲しくてたまらない、そんな相手を見つけられたら、そしたらこんな俺でも腹決めて、」

　と。

　泣き言をグズグズ紡つむいでいた形良い唇くちびるが急に黙だまりこくる。沈ちん黙もくが、三人の間にぽたりと落ちる。万里と香子はその続きを静かに待っているのだが、柳澤の視線は、不意に二人の肩越しに窓の外へ向いた。瞳ひとみを見開いて、そのまま時が止まったようになる。

　一体柳澤はなにを見ているのだろうと、万里も窓の方を振ふり返かえって見た。カーテンの隙すき間まから、ちょうど星が一つ、瞬またたいているのが見えた。キラキラと、その瞬きは脈動にも似て力強い。広い宙そらにたった一ひと粒つぶ、奇き跡せきみたいに輝かがやいているあの光は……金星だろうか？

　香子にも見せてやろうと、万里が隣となりの肩をつつこうとしたそのとき、

「──決まるときゃ、一発、なんだな。ちゃんとわかるんだな。その瞬しゆん間かんは」

　独ひとり言ごとのように柳澤が呟つぶやいた。

　意味がわからない万里と香子を魔窟の底に置き去りにして、一人ひとりですべてが腑ふに落ちたような顔をしていた。

「……やなっさん？　どうしたんだ？　なにがわかったんだ？」

　万ばん里りの問いかけに、とうとう柳やなぎ澤さわは返事をしなかった。

　これだから、愛すべきイケメン・やなっさんこと、柳澤光みつ央おの人生について、万里が知っていることは実はそれほど多くない。







　二度と暮らせないだろうと思われるほどに破は壊かいしつくされた魔ま窟くつは、しかしその後、一週間ほどで見違えるほどきっちりと整理し直された。社長のバイトを続けて、柳澤の付き合いが悪くなるのは、それからさらにしばらく経ってからのことだった。
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　網もう膜まくから脳天まで突つき抜ぬけるような濃こいブルーの空に、入道雲が力強く立ち上がる真夏のとある日、昼下がり。

　耳をつんざくような蟬せみ時雨しぐれをバックに従えて、その不ふ審しん人物は錦きん糸し町ちようの地に降り立った。

　女王蜂みたいなラインで抉えぐれる極細のウエストを悩なやましく捻ひねり、住宅街のド真ん中で傍はた迷めい惑わくにモデル立ち。ツルツルとした薄うす手での黒地に青い花はな柄がらのミニワンピースの胸元は攻こう撃げき的てきな曲線でぷりっと盛り上がる双ふた子ご山やま。そのボリューミーな膨ふくらみを両サイドからもっちりむっちり寄せて上げて圧あつ迫ぱく感かんたっぷりに張はり詰つめた谷間に、斜ななめ掛かけにしたジバンシィのポシェットのストラップが埋うもれて見えなくなるというエロ事象も引き起こされている。どさっ、と細いハイヒールもセクシーなストラップサンダルの足元に下ろしたボストンバッグもジバンシィ。

　なにより彼女を不審人物たらしめているのは、その首から上の状態であった。

　一応本人の意い識しき的てきには、中学生の頃ころから愛して止やまない映画「シャレード」のオードリー・ヘプバーンをまんまパクった隠おん密みつスタイル。

　これはお洒落しやれなんだ！

　──という確信の下に、三角折にしたスカーフを頭から頰ほお被かぶりにして顎あごの下で結び、小顔の上半分は、これもジバンシィの大きめサングラスで隠かくしてみた。しかし60年代の名作映画の中でならともかく、21世紀の墨すみ田だ区くにおいてはその姿はあまりに奇異。浮きまくっている。

　端はたから見れば、世を忍しのぶ女優コスプレか、もしくは世を忍ぶ愛人コスプレ、あるいは夫の浮うわ気きを探る本妻コスプレ……なんにしてもなにかのコスプレをソロ活動にて楽しんでいる人。はたまたなにを引ひき換かえにしてでも顔面に紫し外がい線せんを食らいたくない系の人……。

　不審人物というのも控ひかえめな表現で、はっきりいうなら街ではかなり出会いたくない部類に属する、相当危ない見た目であった。強いて言うなら、ゴルフのキャディさんに最も近い。

　路地に佇たたずむ場違いキャディさんならぬなりきりヘプバーンは、偶ぐう然ぜん通りがかってしまったご近所さんがその姿を見るなり物もいわずに進行方向を変えたことにまだ気づいていない。

　彼女の行く手には、二十三区内の一いつ軒けん家やにはありがちなペンシル型三階建て住宅が建っている。確かめるみたいにその一軒家を見上げると、兜かぶとみたいなシルエットで肩まで広がるスカーフの裾すその下から、ふんわりと巻かれたゴージャスな長い髪かみが双子山のなだらかな麓ふもとまで艶つややかに流れ落ちた。

　やがて、カツッ、とヒールの音も高らかに鳴らしながら一歩を踏ふみ出だし、シンプル過ぎて素そっ気け無い門柱の呼よび鈴りんに人差し指を押し付ける。そうしてひと言、

「I' ll be back……！」

　ピンポーン。

　チャイムを鳴らしながら思わず唇くちびるを衝ついたのは、ヘプバーンならぬターミネーターであった。あら、と小首を傾かしげる。……なぜかしら。なぜ私は、いきなりシュワルツェネガーに。この、ややいかつめのサングラスのせいだろうか。それとも時を超えて全ぜん裸らでここへ転送されてきて、股こ間かん隠かくしポーズでうずくまっているせい？　……なーんてね。

　人様の家の玄げん関かん先さき、彼女は脳内で一人ひとり、全裸で逞たくましくうずくまる自分の姿を想像してみて「ぷふっ……！」と笑う。完全に、現在真しん剣けん交際中のアホな男の影えい響きようである。毎日毎日その男とアホ時空をべったり一いつ緒しよに過ごしているうちに、そいつのほぼ脱だつ線せんと凡ぼんギャグのみで構成される思考パターンに自然と似てきてしまっているのだ。

　とはいえ、そんな下らない冗じよう談だんを口にしても笑ってくれるアホは今ここにはいない。そもそも、それは来たときじゃなくて去るときに呟つぶやくべきセリフでは──などと突つっ込こみ入れてくれる声もあればこそ、の単独行であった。

　インターホンから「はいはーい、今開あけるねー」と過か剰じように甘あまったるい、わざと幼く作ったような高い声が返ってくる。

　その途と端たん、ほとんど反射。サングラスの下の形良い唇くちびるがむすっと不ふ愉ゆ快かいそうに噤つぐまれた。いまだにこのアニメ声には慣れることができずにいるのだ。







　これは、挙きよ動どう不ふ審しんな女子大生・加か賀が香こう子こが体験した、彼氏の多た田だ万ばん里りも預かり知らぬこの夏の物語である。







　　　　＊＊＊







「いっや～、今日きようもあっついねえ！　こんな暑い中、よく来たねえ！　エアコン強めにしといたよ」

「しっ……！」

　玄げん関かんドアが中から開かれると、香子は素す早ばやく辺あたりを見回した。誰だれにも目もく撃げきされていないのを最終確認、身体からだを斜ななめにして素早く玄関の中へ入り込む。即そく座ざにドアを閉じ、足元からひんやりと這はい上あがってくるようなクーラーの冷気にやっと一息ついた。

　実は暑くて暑くてたまらなかったスカーフをむしりとるように外して髪かみをかきあげ、熱が籠こもって汗あせまみれの首筋を冷ます。

「んで、一体そのナリはどういうコンセプトだったの？　日焼け防止？」

「隠おん密みつ行動だからだよ。これは世を忍しのぶ姿なの」

「……うーん、忍しのんでるかねえ、余計目立ってる感ありありだけどねえ……まあいいや、とりあえず上がって上がって」

「て、い、う、か、あんた。言っておくけど」

　サンダルを脱ぬいで裸足はだしで家の中に上がりこみつつ、香こう子こはスチャッとサングラスを外す。女優みたいな仕草で腕うで組ぐみしながらその弦つるでパールピンクのリップラインをなぞり、上から目線丸出しの決めポーズ。目の前の、自分よりも小さな生き物を意地悪い視線で見やる。

　その生き物の名は、岡おか千ち波なみ──「にゃんすか」などとふざけつつ、体に悪そうなブルーの棒アイスに行ぎよう儀ぎ悪くかぶりついて舌を真まっ青さおに染め、やたらと機き嫌げん良さそうに腰を左右にクネクネさせて出で迎むかえに降りてきた、女。現在、この家のただ一人ひとりの住人。

　香子にとっては、こいつは本来、天敵とも呼ぶべき人物であった。

「……私が今日きようここに来たこと、誰だれかに喋しやべったら許さないから」

「なんで」

「決まってるでしょ。あんたと仲良くお友達付き合いして、自宅にまで一人で遊びにいったなんて誤解されたくないからだよ。死んでも絶対にね」

「えー、またまた照れちゃってー。ほんとは遊びに来てくれたくせにー」

「違う」

「おうちで遊んじゃうなんて、もはやどう見てもお友達だよねー」

「ちっ、がっ、うっ！」

「そうはいっても傍はた目めにはあたしたちってばもう完全にあれだよあれ、ほらあの、あれ、なんだっけ、あの、Ｂ、Ｂ……Ｂ、ＳＥ……」

「……あんたが言いたいのはＢＦＦ！　Best Friends Forever!　あんたが言ったのは牛海綿状脳のう症しよう！」

「それそれ、ＢＦＦ！」

　うふぇっへっへっへっへえー！　と千波の妙みような笑い声が玄げん関かんに響ひびく。

　香子の嫌いやがりようを楽しんでいるのが丸わかり、アイスを食いつつ腹を抱かかえて本当に楽しげに笑うそのツラは、やっぱり今日も張はり倒たおしたい。

　なんでこの憎にくたらしい奴やつが、「宇宙一ピュア」の名を欲しいままにしているのだろうか。

　いや！　宇宙一ビューティなのはもちろん香子だから大だい丈じよう夫ぶだよ！　と彼氏の万ばん里りはいつも言ってくれるのだが（ていうかなにが大丈夫なんだろう……）、それにしても宇宙はこいつに好き勝手されすぎているのではないかと香子は思う。

　子供みたいにつるっつるなすっぴん素す肌はだ。小さなレースの襟えりがついたクラシックな袖そでなしのコットンブラウスに、あえてミスマッチに合わせた古着のデニムのショートパンツ。潔いさぎよくアクセサリーは一切なしで、ナチュラルな黒くろ髪かみは一本の三みつ編あみにして、背中にいかにも適当っぽく垂らしている。

　女の子同士で会うんだしさー、腕とか足とか出してもいいよねー？　自然体のー？　ゆるい感じでー？　自分らしくー？　みたいな感じでいこうよー？　リラックスモードでー？　みたいなー？　とかいってー？

　うるせえ、と。

　香こう子この目には、その策略、手て練れん手て管くだのすべてがとっくにお見通しであった。

　通常、人間はのんべんだらりとただ生きていては、そんな赤あかん坊ぼうのような美び肌はだは手に入れられない。袖そでなしブラウスが子供っぽくは見えないのは、襟えりの詰つまり方と短めの丈たけが洗練されすぎずもっさりともせずの計算され尽つくした絶ぜつ妙みようなバランスを保っているから。デニムの「あえて」度合いは今いま更さら説明するまでもないし、なにより指し摘てきしたいのはその三みつ編あみ。

　ただ、長い黒くろ髪かみを一本の三つ編みにしただけではどうしようもなく生活に疲つかれた臭しゆう、あるいは宗教っぽさが漂ただよってしまうものだが、千ち波なみの三つ編みは「フィッシュボーン」なのだ。通常の三つ編みよりも編み目が細かく、またわざとところどころ毛先をつまみ出して目を乱し、太さのボリュームを増している。腰まである長い髪をあんなふうに編み込むのに一体どれほど時間がかかっていることか。

　そして足だって腕だってむくみ一切なし、たるみ一切なし。ストイックよりも半歩だけ華きや奢しや寄りの、驚きよう異いの引ひき締しまりっぷりを見せ付けてくれる。

　……要するに、全然ナチュラルなんかではないのだ。ましてピュアでなんか、あるわけがない。岡おか千波の見た目は、恐おそらくは自分と同じぐらいに涙なみだぐましい努力と血の滲にじむような無理の賜たま物もののはずなのだ。

　だというのに。

　この女は恐ろしい、と香子は思う。

　へらへらと脱だつ力りよくしきってまだ笑っている千波は、まるで骨すら持たずに海を漂う想像上の生き物のように見える。無ぶ様ざまで必死な舞ぶ台たい裏うらは決して誰だれにも見せない鉄の守りで、今日きようも「あたし、宇宙で一番ピュアっ！」な笑顔えがおはあまりにフリーダムかつ隙すきだらけ。大口開けてアイスにかぶりついている様よう子すは無む邪じや気きそのもの。

　そして考えたくもないことだが、これでもしも本当に、真実、こいつがピュアな天然物なのだとしたら──そうだとしたら！

　玄げん関かん先さきに脱ぬぎ散らかされた、いかにも楽そうな千波のビルケンのサンダルをちらりと見やって、香子は上うわ唇くちびるをピキーン、と右みぎ斜ななめ上45度の角度で引き上げる。

「……あんたなんか、友達じゃない。絶対に違う」

　こいつのことを、今よりももっと、もっともっと！　もっとっ！　ずっとっ！　嫌きらいになれる、自信があった。

　本当に天然で、ピュアで、見た目どおりに無理も努力もなしにその外見を手に入れているとしたら、そんなのずるすぎる。ずるい女は好きにはなれない。

　こっちの無理と努力はどうしてくれるのだ。宇宙一ピュアと宇宙一ビューティ、同じ宇宙一でありながら自分にだけはこの苦行か。不公平すぎるではないか。

　９センチハイヒールで毎日爪つま先さきビキビキ言わせて時には流血さえしているのだ、こっちは。鬼おにに骨こつ盤ばん摑つかまれているみたいなきついウエストニッパーで月に三度は貧血を起こしているのだ。トマトが肌はだにいいと聞いてはトマトばかりを一心不乱に食べ続けて意味不明なほどおなかを壊こわし、自宅のトイレで半ば気を失い、パンティーフリーなスタイルで脳裏に決けつ壊かいするダムの映像を見たのだ。……あれはすごかった。もう、ブワーッと！　ドバドバーッと！　凄すさまじい水圧で、ダムの壁かべがドッブワァーッと崩ほう壊かいして！　為なすすべなく吹ふき飛とんで！　後には廃はい墟きよ！　真空みたいに静かなる死の世界が残されて！

　そこまでやって、得た評価は同じ宇宙一かよ!?　と。

　ひそかに、（私の人生は一人ひとりＳＭ大会だ）と香こう子こは思っている。

　自分が自分に対してＳ。自分が自分に対してＭ。そこまでやって、やりたくて、やられたくて、望む完かん璧ぺきな外見を手に入れている。そんな虚むなしいプレイの日々の価値を、丸ごと覆くつがえされるようではないか。

　このもやもや感、不公平感。ずるい感。こいつきらい感。「大だい丈じよう夫ぶだよ！」なんていう万ばん里りの軽いひと言でまるめこまれたフリをしきれるものでもない。

　千ち波なみはそんな香子の気も知らず、片かた頰ほおだけをぷくっと無む邪じや気きに膨ふくらませて、「なによぅ」と顔を近づけてくる。もちろんそんなもん、ひょいっと華か麗れいに避よけてやる。

「そーんなに思いっきりあたしを拒きよ否ひしなくたっていいじゃん。そう言いつつもうちまでせっかく来てくれたんだし、あたしは嬉うれしく思ってるよ？　今日きようは仲良くしようよー」

「い！　や！」

　つーん！　と首がねじ切れるほど、そっぽを向く。窘たしなめる万里の目がない分、いつもより角度きつめ。

「絶対、仲良くなんてしたくない。第一あんた、まだわかってないの？　散々説明したように、今日は確実に達成するべきミッションがあるの。私がわざわざここまで来たのは、のんきなお遊びなんかじゃないの。だいたいあんたはいちいち私に対して馴なれ馴なれしすぎるし、分をわきまえていないし、ていうかそもそも前も聞いたかもしれないけどどうしても気になるからまた聞くけど、あんたのその声、一体何次元から発せられてるわけ？　そんな声で喋しやべることに関してご家族の理解は得てるわけ？　ひょっとして遺伝なわけ？　あんたの一家は全員その声で喋ってるわけ？　だとしたらお母様はともかくお父様は相当──」

　そのとき、香子の脳裏にある人物のシルエットがはっきりと浮うかび上がった。はっ！　と思わず息を飲む。向き直り、まじまじと千波の顔を見つめる。似てはいない。似てはいない、が、しかし……

「もしかして、あんたのお父様ってあのサーカスの……？」

「へ？　サーカス？」

「ほら、あの……安やす田だ大だいサーカスの……？」

「クロちゃんじゃねーよ！」

　千ち波なみの左手がつっこみいれようと肩の辺あたりに迫せまるのを、これも当然華か麗れいに回かい避ひ。千波は標的を失ってコケかけながら、

「まーとりあえず……わかった！　わかったから、上いこ！」

　階段の方を思いっきりアイスの先で差してみせる。

　気がつけばその顔はいきなりどっと疲れ果て、香こう子こを出で迎むかえた瞬しゆん間かんよりも二歳分ほど老ふけていた。祝・成人。勝った……と謎なぞの感かん慨がいが、香子の胸を熱くする。

「ここに突っ立ってても暑いし、加賀さんもアイス食べるよね？　持っていくからあたしの部へ屋やで待ってて」

「何味があるのよ」

「えーっと、ミルク、いちご、小豆、レモンと、あとなんだったかな」

「あんたが食べてるそれはなんなの」

「おお、そうだそうだ、ブルーハワイがあった」

「青い食品ってほーんと食べる気しないよね。私ミルク」

　じゃあなんで訊きいたのさ……と呟つぶやきながら、千波は先に階段をとたとたと上がっていく。

　現在千波が一人ひとりで暮らしているこの家のキッチンは二階にある。千波の部屋は三階の二つある部屋のうちの南側。

　香子は千波の後に続いて、狭せまい階段を三階まで上がっていく。この階段を上がりながら、二階の踊おどり場ばを曲がってキッチンに消えていく千波の後姿を見るのは二度目だな、と思う。

　前回のときは、万里と二に次じ元げんが一いつ緒しよにいた。この家に漂ただようただならぬ空きよ虚む感かんに皆みなうすうす気づきながら、そこに触ふれることができずにいた。そのときはまだ誰だれも、この家がこんなにも「からっぽ」な理由を知らなかった。

　やがて知って、そして、みんなで決めたのだ。海へ行こう！　と。この夏を、たった一度の今年の夏を、ちゃんと楽しく過ごすために。

　その約束の日はもうすぐ、目前に迫ってきている。

　ドアを開け、香子は一人、先に千波の部屋へ入る。その鼻先をふんわりと淡あわい墨すみのような香かおりが迎むかえた。前回の訪問の際に、万里がうっとり夢心地でさも嬉うれしげに肺の奥おくの奥まで吸い込んでいたあの香りだ。（おっわぁ～……岡おかちゃんのにおいだぁ～……ぽわ～ん……）と、万里の鼻の下あたりに書いてあった。もちろん、香子はそのツラをきっちりチェックしていた。

　というか、万里がいつも冗じよう談だん交まじりに千波をかわいいかわいいと愛めでる様よう子すも、セクハラめいたセリフでめんこいめんこいといじり倒たおす様子も、いちいちその場ではなにも言わずとも、香子は常にチェックしている。

　思うところは当然にある。そりゃもう、思いっきりある。

　それでもその場でなにも……ほとんどなにも言わないのは、胸のうちのすべてを正直に口にしていたら、好きな相手にどう思われるか。それが予想できる程度の客観性は培つちかわれてきているからだ。

　かつて幼おさな馴な染じみをしつこく追い回した結果、己おのれの身に負った深手の痛みはまだ忘れていない。もはや生傷ともいえないが、痛みを知らなかった頃ころと同じ自分でいられるわけもない。

　ラグにボストンバッグを置き、香こう子こはおもむろに長い巻まき髪がみを摑つかんで左肩にまとめ、ワンピースの背中に手をやる。ファスナーを摘つまんで、一息に引き下ろす。

　……そう、だから、万ばん里りには言えない気持ちがたくさんある。

　言えないからこそ、「見せたい」と思うわけだ。

　自分の想いを。

　本気を。

　今度。

　海で。

「はーい加か賀がさん、ミルク味ね。あと麦茶も飲……むっ!?」

　千ち波なみが盆ぼんを片手に部へ屋やに入ってくるのと、香子のワンピースがすとん、と素す足あしの足元に脱ぬぎ落とされたのが同時であった。

「うぅ……!?」

「見て。ちゃんと、見て」

「うぇ……!?」

「目を逸そらさないで。私を見て。そして率直に答えて。あんたに見せるために、ワンピの下に着てきてたの。さあ！　これが第一候補だよ！」

　いきなり自分の部屋で同性の半はん裸らを見せつけられて、千波は明らかに動どう揺ようしていた。まあ、半裸というか──水着だ。

　しかし事前に「今日きようは海に着ていく水着を選んでもらう」とはっきりミッションは伝えてあったはずだし、そこまで動揺されるいわれもない。

　香子は堂々と片手を腰にモデル立ち、片手を本ほん棚だなについてポーズを若じやつ干かん変えてみせる。

　どうよっ！　と言わんばかりの、我わながら女め豹ひようなキレキレの腰つき。勢い余って前方へ飛び出す勢いで膨ふくらんだ、ぷりぷり揺ゆれつつはち切れそうなＥカップ。ちなみに先日のダム決けつ壊かいが幸いして、下腹は自分史上最高の引ひき締しまり方をしている。

　麦茶のボトルとグラスの盆をとりあえずローテーブルに置いて、千波はしばし言葉を忘れたみたいに跪ひざまずき、ポカーンと香子の凹おう凸とつくっきりな勇姿を見上げていたが、

「……いやあ……い、いんじゃない……の？」

　ようやくひねり出した感想がそれか。それっぽっちか。

「もっと建設的な意見はないわけ？　わざわざここまで足を運んだ私に対して」

「ていうか……人んちに来て早々、いきなり脱ぬぐかね……」

「なに引いてるの。水着見せるって最初から言っといたでしょ。あんた、本当にちゃんと見たわけ？　ちょっとなんていうかこれ、愛人っぽくない？」

　香こう子こが第一候補とした水着は、ホルターネックの、ワンピースの白。真夏のビーチで誰だれよりも眩まぶしく、太陽よりも熱く輝かがやくための、純白。

　ビキニではないが胸の谷間はこれでもかというほどに全開で、かなりセクシー寄りな一着ではあった。

「愛人っぽいっていう判断基準、あたしにはないんだけど……ううん、まあ、言うなれば……若じやつ干かん、マリリン・モンローっぽいかもしれない……？」

「マリリン・モンロー!?」

「と、とりあえず、アイス……溶けちゃうからさ」

　差し出されたミルク味のアイスバーを受け取りながら、香子は自分の水着姿を見下ろす。マリリン・モンロー？　地下鉄の風が下からぶわぁー！　スカートふわぁー！　わーお！　の、あのマリリン・モンロー？　……想定外だった、その感想は。でも、

「言われてみれば、確かに……」

　白のホルターネックがそれっぽいかもしれない。

「いやあ、ありかなしかでいったら、全然ありだとは思うけどね」

「万ばん里りを悩のう殺さつできる？」

「悩殺？　は、できると思うよ。つか瞬しゆん殺さつでしょ。一いつ瞬しゆんで殺すから瞬殺！　……とはいえ、う～ん、まあ、18ですでにしてモンローまでいっちゃっていいのか……っていう問題はあるよね。ていうか加か賀がさん、万里を悩殺したいんだ？」

「そうだよ。私、万里を悩殺したいの。今度の海で完かん璧ぺきな私の水着姿を見せたいの。そして完璧に落としたいの」

「そーんなもん！　とっくに落ちてると思いまっせ！　わかってるくせに！」

　むひひ！　と千ち波なみがわざと前歯を出してブサイクに笑うのを見やりながら、こいつは人の気も知らないで、と香子は仁に王おう立だちになる。百ひやく獣じゆうを従えし女王の如ごとく堂々とした立ち姿に反して、心中は実際のところモヤモヤなのだ。

「落ちてないの。全っ然、悩殺が足りてないみたい。半殺しにもできてない気がする」

「え～!?　加賀さんと付き合ってて悩殺が足りないなんて、人としてありえないって！　ていうかなんでまたそんなふうに思うわけ？」

「……なんでもどうしてもないんだよ。とにかくそうなの。だからあんたも、もっと真ま面じ目めに考えて。万里を悩殺できるかどうかが唯ゆい一いつにして絶対の判断基準だよ。こんなグズグズやってたら日が暮れちゃうじゃない、候補はまだまだあるんだから」

　香こう子こは屈かがんでジバンシィのボストンを開き、たっぷり詰つめてきた水着を摑つかみ出だして千ち波なみに見せた。

「おう！　ほんとにいっぱい持ってきたね！　しかし衣装持ちだなー、一体何着あるの？」

「さあね。とりあえずこれ全部着るし、見せるし、あんたの水着も全部チェックさせてもらう予定だよ。のんびりしてるヒマは本当にないの」

「えっ!?　あたしも水着ショーするの!?」

「当然でしょ。色も形もかぶりたくないもの。もしも被りかけた場合には、当然あんたが引くことになってるけど」

「おお……な、なんか一気にいろいろめんどくさく……」

「でもやるのよ」

　海に行く日は迫せまれど、どうしても水着が決められなかった。思うところがありすぎるのだ。口に出せないことが多すぎる。口に出せない想いは見せつけるしかないから、今度の海は、香子にとっては重要なイベントだった。絶対に万ばん里りを悩のう殺さつしたい。

　悩殺したい、理由がある。

　だから香子は、千波に水着を選ぶのを手伝わせようとこの家まで乗り込んできたのだ。それなのに、

「なにその顔」

　千波の顔には、はっきり「だりー！」と書いてある。自じ慢まんのロングヘアをジェルネイルを施ほどこした指先でかき上げながら、香子はそのツラを冷たく睨にらみつけてやる。

「言っとくけど、あんたには私の水着を選ぶぐらいのことはしてもらうだけの貸しがあるんだからね。忘れたとは言わせないよ？」

「貸し……？」

「師し匠しよう」

「ああ！　師匠！」

　目を見開いて掌てのひらにポン！　と手を打って、千波は完全に忘れていたリアクションだが、

「いや、それは忘れてない。忘れるわけないって、あんな騒さわぎ。……いやあ、なんていうかひどかったよねあれは……」

「しみじみしてる場合なの？　絶対忘れてたでしょ？　ていうかあれ、ほとんどあんたの責任なんだけど」

　少し溶とけかけたアイスバーを唇くちびるに含ふくむと、ミルクの濃のう厚こうな甘あま味みが冷たく口の中に広がった。しかし香子の脳裏に蘇よみがえるその事件の記き憶おくは、忘れがたいほどに苦々しい。

　千波にとってもいい思い出であるわけもなく、

「だからそれは謝あやまったじゃんか……うん、でもマジ、大変だったよなあ……」

　ぺったり座すわって麦茶を飲み、ぼんやりとブルーな回かい顧こモード。女子二人ふたりの間にしばし沈ちん黙もくが訪れる。







　　　　＊＊＊







　話は時を少々遡さかのぼる。







　万ばん里りが『師し匠しよう』と知り合ったのは、春の終わり。

　大学生活が始まって、しばらくの日々が過ぎていた。学部棟とうのあるビジネス街の狭はざ間まにはまだ桜の花もちらほらと残っていて、しかしぬるい雨が降るごとに、花の薄うすピンクと葉の緑の割合が逆転していっていた頃ころだ。

　履り修しゆう登録も無事に済んで、万里の月曜の一限は英語のクラスに確定していた。

　月曜日の、朝っぱらから語学。

　講こう義ぎが開始されてしまったら途と中ちゆうからは教室に入れず、遅ち刻こくにもカウントしてもらえず、欠席がつく語学。欠席が二割を超えたら問答無用に「不可」の語学。毎回全員がランダムに数行ずつ訳を発表させられて、どこが当たるかも事前にはわからず、予習ができていなければ教室から追い出されて、その回は欠席がついてしまう、語学……。

　──選んだのは自分ながら、本当にこれで一年いくのかとリアルに思えば、あまりにも厳しいスケジュールであった。

　そう思っているのは万里だけではなく、入学したてのノリとテンションで思わずこの講義をとってしまった誰だれもが同じ気持ちでいたらしい。三十人にも満たない英語クラスの面々の結束は、開かい講こうしてから早々に強まりつつあった。

　結束の強さは、次のような形で現れた。

　たとえば、予習していないところを当てられてしまった奴やつが挙きよ動どう不ふ審しんに俯うつむけば、近くの席から訳が書かれた誰かのノートがこっそりとその手元に回されてくる。

　あるいは、寝ね坊ぼうして全力疾しつ走そうで学部棟に向かう者があると知れば、誰かが教室の手前で講こう師しに話しかける。質問する。複数人で取り囲む。講師がその相手をしている隙すきに、開講までの時間稼かせぎを図る。

　そんなふうにして持ちつ持たれつ、助け合いの精神で、この月曜一限語学クラスは卒業に絶対不可欠な外国語の２単位をゲットするべく一年間の航海に漕こぎだしていた。

　そんなある日の開講時刻、寸前。

　窓際の最後方の席に電子辞書とテキストを放ほうり出だして陣じん取どっていた万里は、窓の下の通りを必死にダッシュしてくる綺き麗れいなミルクティー色の頭を見つけた。それはこの講こう義ぎではっきりと見覚えのある、サラサラのアッシュに仕上げた肩下までのミディアムヘアであった。

「みんな！　一人ひとりくるぞ！」

　すでに着席していた全員が、はっ、と声を発した万ばん里りの方を振ふり返かえった。「今どこにいるんだ!?」「あ、あれか！」「下の通りを走ってくる！」「しっ！　……足音だ！」ぴたりと揃そろって口を噤つぐむ。

　コツン、コツン、とスローペースで廊ろう下かを歩いてくる、聞き慣れつつある足音。それはかなり高こう齢れいの老ろう紳しん士しである講こう師しの靴くつの音に他ほかならない。徐じよ々じよにこの教室へ近づいてくる。

　絶望的な空気がたちまち満ちた。もうだめだろう。今あんなところにいるのでは到とう底てい間に合わない。

　この教室の窓から見える下の通り、というのは、ちょうど学部棟とう入り口の逆側にあたり、外周をぐるりと大回りしてこなければ建物の中に入れないのだ。あの地点から２階のこの教室までは、どんなに本気でダッシュしてもあと数分はかかる。

「私、おじいちゃんに話しかけてくるよ！」

　勇気ある女子の一人が決然と立ち上がるが、「だめだ！」「今日きようはやめておけ！」「やりすぎると今後にも響ひびくぞ！」と周囲の声が彼女を止める。実は前回も一人を救うために十分近くも引ひき伸のばし作戦を展開したばかりで、おじいちゃん（と、皆みなは親しみを込めて老講師を呼んでいる）からは「質問はできるだけ講義の後にするように。それと、あまり私の私生活に立ち入るような質問は控ひかえるように」とお達しがあったばかりなのだ。

　為なす術すべなく、おじいちゃんの足音はゆっくりながら近づいてくる。万里は思わず、窓の下の人物を見やった。疲れてしまったのか、それとももはや諦あきらめかけているのか、腕うで時ど計けいを一度見るなり足を止めてしまったその目と万里の視線が合う。

　大きな、深みのある不ふ思し議ぎな光を宿したような瞳ひとみだった。

　真っ白な雪のような肌はだ。華はなやかに整った目鼻立ち。遠目に見ても胸を打たれるような、彫ほりの深いその美び貌ぼう。

　やはり見間違えではなしに、このクラスの仲間だった。

　そしてその人物は、以前、予習をちゃんとしてこなかった万里が黙だまってしまったときに、そっと訳を書いたテキストを回してくれた人物でもあるのだ。「さっきはありがとう」「ううん、お互い様だから」とそのときは微笑ほほえみあっただけの仲だが、思わず万里は窓を開け、身を乗り出して、

「まだ諦めるには早いぞーっ！　俺おれに任せろ！　走れ走れーっ！」

　三塁コーチみたいに腕をグルグル回しながらそう叫さけんでしまっていた。

　その声に元気付けられたように大きく頷うなずいて、恩ある仲間は再び猛もう然ぜんと走り出す。アスファルトを蹴けるそのヒールの音が、カツカツカツカツッ！　とここまで高らかに響いてくる。

「ちょっとちょっと！　走れっつったって、もう間に合わないだろ」

「どうするつもりなんだよ？」

　周囲からかけられる声に、

「俺おれに一つ、考えがあるんだ」

　万ばん里りは身体からだを捻ひねって振ふり返かえりながら語学クラスの連中の顔を見回し、指を一本高く上げて立てて見せた。ついサタデーナイトフィーバーみたいなポーズになってしまったが、ふざけているわけではない。リーダーシップを発揮するべき場面だと思って、このポーズ。

「今から俺たちは、時間旅行に出発する！　船長はこの俺、法律学科一年、多た田だ万里！　俺を信じてどうかついてきてくれ！」

　きっぱりと宣言する万里の声に、はあ……？　と誰だれもが黙だまり込こむ。

　説明するより行動だとばかり、万里は素早く教室の後ろへと走り、壁かべにかけられた時計とけいを背せ伸のびして外した。ネジをくりくり回して四分ほど巻まき戻もどし、元に戻す。これが時間旅行だ。しょぼいなんて言わないでくれ。

　我われながらあまりにしょうもない思いつきであった。

　こんなの無理かもしれないが、でも思いついてしまった。やってみようと思ってしまった。どうせダメ元だ。それに仲間のためだ。

　マジかよ……とクラスの面々が目を見交わして絶句する中、万里は大おお股またで飛び込むように自分の座席に戻った。全員が着席するのと、クイーンズイングリッシュの使い手たるおじいちゃんが前方ドアから入ってきたのがほぼ同時。

「諸君、Good morning!　それではさっそく今日きようの講こう義ぎを開始しよう。テキストブックの17ページを」

「おじいちゃーん！　……じゃねえー！　先生ー！」

　万里は、失言しつつもすらりと片手を上げて立ち上がった。ん？　と銀ぎん縁ぶちのノーブルな眼鏡めがねを捻って、ツイードのジャケットスタイルが今日も上品なおじいちゃんは万里の方を見た。さあ、時間旅行の始まりだ……。

「こ、講義の時間にはまだ少々早いようなんですが！」

　万里が堂々と指し示した教室の時計を見て、

「おや？　その時計は、少々遅おくれているようだ」

「いえ、遅れていません！　自分の携けい帯たいもその時刻であってますから！　なあみんな！　そうだよな！」

　子供のように声を張り上げて必死に畳たたみ掛かける万里の声に、一同「うんうん！」と激しく頷いてみせる。壇だん上じようからそんな学生たちの顔を見回して、怪け訝げんそうにおじいちゃんは自分の腕時計を見やる。首を捻ひねっている。しかし、ここまで来てはもはや引けない。万里は座席から身を乗り出すようにして必死におねだりヅラを作ってみせる。

「講こう義ぎが始まる時間まで、先生のロンドン時代の逸いつ話わをまた聞かせてくださいませんか！」

「ふむ？」

　わあ、聞きたい聞きたーい！　おじい……先生！　ぜひお願いします！　と他ほかの面々からも追おい討うちのように声をかけられて、おじいちゃんはまんざらでもなさそうに口元の白いひげを触さわって微笑ほほえむ。

「では時間まで、先日話した下宿のくだりの続きを少々ご披ひ露ろうしようか」

　待ってましたぁ！　ひゅー！　さっすがおじ……先生！　と、拍はく手しゆの嵐あらし。いきなりなぜか宴えん会かいじみたテンションで一同は盛り上がる。

　そうしておじいちゃんの口から戦前のロマン溢あふれるロンドンでの若き日の暮らしが語られて数分ほどが経った頃ころ、一人ひとりの人物が何気ない素そ振ぶりでそっと教室に入ってきた。

　それに気づいて、おじいちゃんは時計とけいを見た。教室の時計では、ちょうど講義開始時刻ジャスト。

「おお、講義の時刻だ。それでは諸君、続きはまた今度。皆みなが揃そろったところで始めようか」

　万ばん里りは、隣となりの席に滑すべり込こんできたその人物に向けて、そっと親指を立ててみせた。はあ、はあ、と荒あらい呼吸に肩を上下させながら、隣から同じポーズが返ってきた。

　月曜一限語学クラスの面々とおじいちゃんは、こうしてこの日、４分間の時間旅行に地味に成功したのだ。







「さっきはどうもありがとう」

　講義の後、万里が教室の時計を外して正確な時刻に戻もどしていると、ミルクティ色の髪かみをしたその人物がすぐ背後に歩み寄ってきた。

　振ふり返かえると、少々気き恥はずかしそうにさっき万里がしたよりも控ひかえめに腕をグルグル回して見せて、

「これのおかげで、間に合ったよ」

　はにかんだように笑う。

　つられて万里も笑顔えがおになって、

「いいっていいって。こないだは俺おれが訳、見せてもらったし」

「あれ、そうだったっけ？　あれって、そっか、君はえーと……」

「多た田だ万里、法律学科」

　自分を指差しながら改めて自己紹しよう介かいすると、「多田くん」と微笑んで、その唇くちびるからさらに白い歯を零こぼす。「万里でいいよ」と返しながら、ひそかに内心、おおーう……、と思う。

　近くでこうして落ち着いてみれば、この人物、やっぱりものすごく美形なのだ。率直にいって、相当に綺き麗れいだ。美人さん。

　透とう明めい感かんのある冴さえ冴ざえとした白い肌はだに、すっと細く高く通った鼻筋。花びらみたいな薄うすい唇くちびる。濡ぬれたように光る大きな瞳ひとみは妙みように印象が強くて、こんな距きよ離りで目が合うと思わずどぎまぎしてしまう。じっくり覗のぞき込こむことなどできないが、ひょっとして深い紫むらさきか紺こんのカラーコンタクトでも入れているのだろうか。その眼まな差ざしの底には、神秘的な藍あいを孕はらんだ色しき彩さいがゆらゆらと光って揺ゆれているようにも見える。

　胸の開きが深い白のＶネックニットに、細身のパンツ。ヴィトンの手提げバッグに、高めのヒールも大人おとなな革かわ靴ぐつ。さらりと零こぼれる繊せん細さいなストレートヘアを押さえるほっそりした指には、ボリュームのあるシルバーのリング。その中央に漆しつ黒こくのオニキスがキラキラと輝かがやいている。

　身に着けているもののどれもが、どこかミステリアスなその雰ふん囲い気きに本当によく似合っていた。
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　すごくおしゃれなんだな、と万ばん里りは思う。おしゃれとは程遠い「そこらの店で適当に」次元を生きる万里にも、この人が髪かみの先から爪つま先さきに至るまで、己おのれの全身の隅すみ々ずみにまで気を配っているのがよくわかった。

　ただ、この歳としにしてすでにあまりにもルックスの完成度が高すぎて、印象としては少々……いや、かなり、ものすごく、近寄りがたい。

　しかしそんな「そこらの学生とは別物」オーラをビンビンに発している割に、

「法律学科の人と知り合ったの初めてかもしれない。ていうか、元々まだあんまり友達っていないんだけど……サークルとか入らなかったから」

　恥はずかしそうに呟つぶやく声は、どこか頼たよりなくもある。

　やや俯うつむいたその顎あごのラインもやたらと寂さびしげ、伏ふせた睫まつ毛げも心細げで、万ばん里りは不意に、別のとある人物のことを思い出した。

（光みつ央おに避さけられているの。とことん嫌きらわれちゃった）

　──悲しげに眉を顰め、グロスで煌きらめく唇くちびるをきゅっと嚙かんでいた、かの薔ば薇らの女王。誰だれより綺き麗れいで、誰より麗うるわしくて、それ故ゆえにどこにも混ざることができず、キャンパスで異物感もたっぷりに浮き上がったような存在になってしまっていた完かん璧ぺきな美女。

　加か賀が香こう子こ。

　目の前にいるこの人物と加賀香子は、どこか似ているような気がしたのだ。そこらの学生などびびって近寄れないような孤こ高こうのオーラと、寂しげな素すの表情の落差。そしてなにより、こんな自分なんかにいきなり無防備も丸出しに接近してきてくれる辺りがそっくりだった。

　オニキスのシルバーリングが光るその手に摑つかまれたテキストの裏表紙に、サインペンで記名してあるのに気がついた。学がく籍せき番号の後に続いて、『政治学科　羽野紫生』と。

　羽野紫生。

　どう読むのだろう、と目を凝こらした万里に気がついたのか、にこっと「羽野紫生」さんはさらに微笑ほほえんで、テキストの裏表紙を向けて名前の部分をはっきりと見せてくれる。

「こっちも呼び捨てでいいよ、万里」

「あー……？」

　しかし、紫生と書いてあるのはばっちり見えるが──呼び捨てでいいよと言われても、どう読めばいいのかわからない。むらさき……いや、それはさすがにないか。

　し。し、し……

「……ししょう……？」

「……っ……!?」

「ししょう、って呼べばいい？　……あれ？　違う？　え？　違うの？」

「……っ、……っ」

　紫生さん、は、顔を斜ななめ下にいきなり俯うつむけるなり、左手をしなやかな腰にかけて唐とう突とつなモデル立ち（こんなポーズも彼女に似ているが、閑かん話わ休きゆう題だい）。そして右手のテキストで伏ふせた顔を隠かくすようにしながら、なぜかふるふると震ふるえ始めた。くっ、くっ、と時折、苦しげな嗚お咽えつのような声も漏もらしている。あからさまに様よう子すがおかしい。

「ししょう？　どうした？　おい、ししょう！　ししょうったら！」

「くっ……くくっ……っ……くくくっ！」

「ししょう、ししょう、ししょーうっ！　大だい丈じよう夫ぶか!?　しっかりしてくれ！」

「……ち、違うから……っ！」

　ぷるっぷる震ふるえながら、ようやく上げて見せてくれた顔は鮮あざやかな朱しゆ色いろに染まっていた。眉み間けんに皺しわを寄せ、耳たぶから胸元までほんのりといきなり発はつ汗かんしつつ真まっ赤かにして、

「ししょう、じゃないからっ！　しお、だからっ！」

　万ばん里りの肩にがしっと両手を伸のばし、すがりつくような体勢で必死にそう言ってくる。

「あ!?　そうなの!?　ごごごめん！」

　今度は万里の顔に血が上る番だった。間違った名前で幾いく度ども連呼してしまったではないか。

「はの、しお！　そんなししょうししょうって……師し匠しようと弟子じゃないんだから……！」

　くくくっ！　あっはっはっはっ！　と、「ししょう」ならぬ「しお」さんは、大だい爆ばく笑しようしていたのだった。せっかく綺き麗れいに整った顔をくちゃくちゃにしてしまって大口を開け、苦しげに細身を悶もだえさせてまだ笑っている。

「ああでも受ける、すっごい受けちゃった！　そんな呼ばれ方、いまだかつてしたことないよ！　なんか妙みようにツボに入ったよ、いいよ、もう、師匠で！」

「じゃあ師匠で！　おっす師匠！　おはようございます師匠！」

「うははははははっ！」

　一体なにがそんなに受けてしまったのだろう。

　とにかく羽は野の紫し生お──師匠、は、くねくね身を捩ねじりながら今もなお死ぬほど大笑いし続けている。万里は自分の軽けい妙みようなトークが受けたような気になって、つい調ちよう子しに乗って、

「師匠、そんじゃ今後ともよろしくお願いします！　あっ、師匠、お荷物お持ちします！」

　ふざけて激しく頭を下げながらヴィトンの手提げに手を伸ばしてみる。師匠は笑いすぎて咳せき込こみながら「やめてそれ！」と必死に喘あえぎ、弟子プレイを存分に楽しむ万里の手をぴしっと叩たたく。その目元は真っ赤になって、ほんのすこし涙なみだまで零こぼしている。

　やがて指先で濡ぬれた目の縁ふちを拭ぬぐい、

「ったく……あーもう、久しぶりにすっごい笑っちゃったよ。大学入って初めてかも、こんなにしっかり腹筋使ったの」

　ふー、とやっと長く息をついて、乱れてしまった髪かみを指先で整えた。そんな言い方に、さっき師匠が自みずから語った「まだあんまり友達いないんだけど」の部分がやおらくっきりと真実味を帯びてくる。

「師匠、政治学科のツレとかは？」

「いやあ、なかなか。必修の講こう義ぎでも人数多すぎて、個人的に誰だれかと仲良くなる機会ってそんなになくて。やっぱりサークル入らないとだめなんだなって実感してるところ」

「普ふ段だんつるんでる奴やつとかって？」

　ふるふるふる、と師匠はそのまま首を横に振ふってみせる。友達はあんまりいない、どころではなくて、どうやら正確に言えば皆かい無む、らしい。あらら、と万里はその整った面差しを思わず覗のぞき込こむ。

　しかしこんなに人目を引く美形が、孤こ独どくに放っておかれてるなんてことがありえるのだろうか。加か賀が香こう子この場合はどっぷり浸つかったストーキング片想いに必死で、そもそも柳やなぎ澤さわ以外の人間が眼中にないようなところがあったが。

「ちなみに……付き合ってる人は？」

「それは、うん。まあね」

　見つけてしまった。香子との決定的な相違点。

「ほほう！　ってことは、その人は高校の頃ころからとかの？」

「まあ、そんな感じ。今は違う大学行ってるんだけど」

「はあー！　さっすが師し匠しよう！　だよなー、それだけ美形だもん、そりゃ付き合ってる人とかいるよな。なんか超ちよう素す敵てきだもん。宇宙一神秘的！　って感じ」

　師匠はふっ、と軽く口元をすぼめて見せた。そしてサラサラの前まえ髪がみをすっと指先ですき下ろし、穏おだやかな微び笑しようを含ふくんだ横目で万ばん里りと視線を合わせ、軽くひと言。

「そう？」

　とだけ。

　その睫まつ毛げの長さよ。唇くちびるの、淡あわい血色よ。麗うるわしく傾かたむけた美び貌ぼうの角度よ。

　万里は改めて、師匠と加賀香子はやっぱりそっくりだと思う。冗じよう談だんは冗談としても、それでも己おのれの美しさをちゃんと知っている人間に特有の余よ裕ゆうの物もの腰ごしがそっくりだ。

　だって否定などできないでしょ？　事実、綺き麗れいなんだもの──な、ノリ。誰だれもが認める本当の美形だけに許される、このグルーヴ感。どこから見たって客観的に美しいのだし、それを否定しなかったからって嫌いや味みにもなりはしない。誰が見たって赤いものが赤いと言われて、いえいえー！　自分白いですからー！　全然白いですからー！　そちらこそ赤いっすよー！　自分より全然赤いっすよー！　最近かなり赤いって噂うわさっすよー！　とか必死に答えるような、見苦しい謙けん虚きよさなんて求めちゃいない。正々堂々、「そう？　綺麗に見える？　ええ！　見ての通りこの顔は美しいけれど！　それがなにか？」であってほしい。

　万里は全然、嫌きらいではなかった。むしろ好きなタイプだった。

　まあ、そもそも自分は加賀香子のことが好きなのだから、この「男版」加賀香子とでも呼ぶべき師匠の印象だって悪いはずがないのだ。

　……そう、師匠は紛まごうことなき、日本男子。

　とってもおしゃれで、目を引く美形で、ややナルが入っていそうな気配もあったが、でも話してみれば楽しくて、友人としては付き合いやすい、きっといいヤツに違いないと万里は思った。







　こうしてこの日以来、万里と師匠は友達関係を結ぶことになったのだった。

　香こう子こが、晴れて万ばん里りの彼女となってからも師し匠しようの姿を見たことすらなかったのは、単に月曜一限という時間帯に居合わせることがなかったのと、法律学科と政治学科では微び妙みように必修もかぶらず、同じ講こう義ぎも受けていなかったからだった。

　さっきまで師匠といた、だの、師匠とちょっとメシ食ってくるね、だの、師匠と朝マック食ったんだ、だの、師匠からメールだ、だの、万里の口から師匠の名を聞く機会は、なんだかんだと少なくはなかった。

　師匠って誰だれ。と、思うこともあった。

　しかしその呼び名の印象からして、香子は勝手にデカくてワイルドな男を想像していた。いつも柔じゆう道どう着ぎで、瓦かわら割わりが趣しゆ味みで、素す手でで牛を捻ひねり殺ころすのが食事で、とりあえずガハハ！　みたいな。

　割と親しくしているようだから、いつか私のことを彼女として紹しよう介かいしてもらいたいな、と思ってもいたが、まあ『師匠』だしな……と。そんないかつい野や郎ろうとたとえば三人で食事に行ったりしても、あまり盛り上がる要素はないに決まっている。私、共通の話題なんて見つけられないだろうな。服に牛の血が飛んでもあれだしな。そんなふうに想像して、まあ、別にすぐじゃなくてもいいか……いつかそのうち、って感じでいいか……などと、ストーカーらしくもなく考えていた。

　ちなみに、普ふ段だん万里と男三人組で行動していることが多い香子の幼おさな馴な染じみも二に次じ元げんくんも、師匠と会ったことはないと言っていた。ある日の学食にて、そのメンツで万里を待っているときに、思いついて話の水を向けてみたことがあったのだ。

　幼馴染の方は「万里が語学で仲良くしてる師し匠しようって、あれだろ？　白はく髪はつのポニテ爺じいさんでチャイナ服なんだろ？　普段は酒ばっか飲んで飄ひよう々ひようとしているけど、いざとなったら凄すさまじい闘とう気きを発して敵を圧あつ倒とうするも、結局は弟子の万里をかばって死ぬんだろ？」と。二次元は「見た目は７歳の美幼女、実じつ年ねん齢れいは２千歳の拳けん闘とう術じゆつの使い手だろ？　語尾は『ですの！』で、ローゼンメイデンみたいなドレスで普段はわりとつっこみ系のキャラ、でもいざ戦闘となったらババアの貫かん禄ろくばりばりの無感情無む慈じ悲ひキャラ全開、肉体なぞ衣ころもに過ぎぬわ！　って感じで人体の形状無視のグログロバトルが展開されるんだろ？」と。

　俺おれの師匠の方がいい！　いや、俺の師匠の方がいい！　そっちの師匠は加か齢れい臭しゆうがきつい！　いや、そっちの師匠の方が加齢臭きつい！　やるか!?　おう力比べだ！　などと言い合って、幼馴染と二次元は突とつ然ぜんガチの腕うで相撲ずもうを始めていたが、香子は「すっごいバカなんだな……」と思い、他人のふりをしてそっと距きよ離りをおいた。師匠は汗あせ臭くさい柔道着の牛殺し（角刈り）に決まっている。

　それぞれの師匠観が、この頃ころ、熟成されながら固まりつつある時期だったのだ。







　　　　＊＊＊







「は？　万ばん里りがキスを避けた？」

　千ち波なみが聞き返してくるのに、香こう子こは無言で頷うなずいてみせた。すぐに千波には見えていないことに気づき、声に出して「うん」と返す。

　再び真夏の某ぼう日じつ、千波の部へ屋や。

　万里は、私との間にわざと距きよ離りを置こうとしているの。ちゃんと「恋人」として私の存在を欲しがってくれているとは思えないよ。その証しよう拠こに、すこし前、おうちデートの帰り道にキスを避けられたし。

　──背中合わせの体勢でそう話してしまってから、香子はその奔ほん放ぽうに膨ふくらんだ胸にじわっと後こう悔かいの風味が広がるのを感じた。こんなことを千波に知られるのは、かなりの恥はじだったかもしれない。己おのれの女子としての価値の低さ、ポンコツさを物語るエピソードを、自みずから進んで披ひ露ろうしてどうする。

　でも、つい、言ってしまった。真夏の勢いと密室のノリで喋しやべってしまった。

　ラグの両りよう端はしに別れて背を向けあったまま、千波はまだのんきな声で、

「それって加か賀がさんの勘かん違ちがいじゃないの？　ていうか、着き替がえた？」

　事態をわかってくれてはいない。

「……勘違いなんかじゃないよ。着替えた」

「あたしも着替えた。じゃあとりあえず見せ合おうか。いっせーの、」

「せ」

　くるり。

　二人ふたりしてタイミングを合わせて振ふり返かえり、「……」「……」沈ちん黙もくが数秒。

「えー……」

　と、これは千波。

「はあ？」

　これは、香子。

　お互たがい納なつ得とくいかない表情で小首を傾かしげてキューピーみたいなポーズ、向かい合って立つそれぞれの水着姿を眺ながめ合あう。しばし間合いを窺うかがうような沈黙があって、口火を切ったのは千波だった。

「……変！」

　ひと言、ズバリ。

　出会いがしらの辻つじ斬ぎりに袈け裟さ懸がけにやられたような気分で香こう子こは「うっ！」と胸を押さえる。変、て。言うに事欠いて、変、て……。

「変だよ加か賀がさん！　それだったら、絶対さっきのモンローの方がいいってば！　それはエロ過ぎる！」

「い、一応、健康的路線のつもりなんだけど……ラテンなノリって感じで？　夏だし、やだ、私ったらにわかにレゲエ入っちゃった？　みたいな……」
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「いやいやいや！　とりあえず露ろ出しゆつしすぎ！　そもそもレゲエなんて加賀さんのキャラに全然あってないもん！　肌はだも真っ白だし、それでそんなノリって難易度高すぎでしょー！」

「そんなにだめ……？　まったくだめ……？」

「だめだめだめ！　一いち分ぶの隙すきもなくだめ！　擁よう護ごできない！　それを擁護したらあたしの信用に関かかわるよ！　ぶっちゃけそれね、超、センス悪い！　ファッショニスタの名が廃すたるよ！　ていうかちょっと後ろ向いてみ!?」

　言われるがままにくるっと回転し、

「うひー！　出た！　Ｔバック！　無理すぎ！　絶対にない！」

　いまさらソフト目に誤ご魔ま化かしてくれる気き遣づかいもないらしい豪ごう速そく直球のアニメ声で、凄すさまじいダメ出しを背中と尻しりに受ける。これが世に言うフルボッコ……マリリンモンロー水着に続いて着き替がえた香子の第二候補は、散々な言われようであった。

　確かに第一候補でこそなかったが、自分ではこれが次点のつもりだった。ここまで「だめ」な予定などなく、ヘルシーさを狙ねらったつもりだったのだ。ましてセンス丸ごと否定されるとは思ってもいなかった。

　この水着は、面積が小さめの三角形のビキニで、紐ひもを首の後ろで結んで着る形。ニットを編あんだような素材で、陽気な赤黄緑のラスタカラー。ポイントは、ビキニの下、ショーツの方だ。腰に紐を結ぶ形のニット水着はかなりの極小サイズで、その下に、黒のくいこみぴっちりＴバックのＴの字部分を見せるようにして履はいて重ねるデザインになっている。Ｔ部分の交差点には、キラキラ光る麻あさの葉型のラインストーンつき。かわいいではないか。かわいい。……と、思った。……のだけれど。少なくとも自分は。買ったときには。

　意い気き消しよう沈ちんしつつ向き直る香こう子こに、

「でもよかったよ加賀さん、それ着てくる前にあたしに見せてくれて。盛大に事故ってみんなの記き憶おくに残っちゃう前に止められたもん」

　千ち波なみはやたらと上から目線であった。聖母みたいに両手を広げ、慈じ愛あいに満ちた表情でゆったりと微笑ほほえんでみせる。

「……着てきてから、現地でこれどう？　って見せたら、あんたはどう反応したわけ？」

「いやあもう目を逸そらして曖あい昧まいな誤ご魔ま化かし笑いで『あ、ああ……？　い、いいんじゃない……？　あは……』おどおど、内心、だっせぇぇ～……！　加賀さんどうしたぁ……！　だよ。虚うつろな操あやつり人にん形ぎようの目になってたよ。口のとこ、線入ってたよ」

　香子は唇くちびるを少々尖とがらせて、まったく受けなかったレゲエ水着を見下ろす。

　まあ確かに、挑ちよう戦せんではあった。新境地開かい拓たく、ぐらいのつもりだった。現状を打破しなくては、と、あせりが出た。

　千波の鬼おにのダメ出しを受けて改めて見れば、確かに水着は小さすぎて、はみ出た横乳下乳狭はざ間ま乳のくっきりラインは色気過か剰じようだったかもしれない。千波が言うとおり、自分の肌はだの色にも合っていない。そもそもレゲエを聴きいたことがない。高校時代の一時期、幼おさな馴な染じみがロッカーの扉とびらの裏にボブ・マーリーのポスターを貼はっていたことがあって、その人物が誰だれかを調べた結果、どうやらレゲエの大物だとわかった。……それが香子の知っている「レゲエ」のすべてであった。その程度の女が、ラスタカラーを着こなそうなんてやっぱり無理だったのだ。納なつ得とく。結論。これはなし。

　とはいえ、しかしだ。

「ていうか、あんたの方こそ相当事故ってるんだけど」

「え？　あたしが？　うっそぉ」

　香子から見たら、千波もひどかった。それはないだろう、とはっきり思う。レゲエを否定された仕返しにではなく、率直な気持ちで。

　おまえはどどーんと突つっ立たつ土管か、と。眩まばゆいビーチになにをそそり立たせようとしてるんだ、と。

　灰色の、よく見れば淡あわい小こ花はな柄がらが散るむっちりと分厚いタンクトップのようなものを千ち波なみは着ていた。その下に、同じ色味の無地のシャカシャカ素そ材ざいのまったくサイズの合っていない膝ひざ丈たけパンツみたいなものも履はいている。

　香こう子この目には、それは到とう底てい水着には見えない。薄手の肉にく襦じゆ袢ばん……？　衝しよう撃げき吸収素材……？　あんたはなに……？　パソコンかなにか……？　というか、本当によくわからない。

　なんだあのボトムスの両りよう腿もも前方のでかいポケットは。魚でもつかみ取りしてそこに入れろということか。それとも暇ひまつぶしの任天堂ＤＳでも入れておけということか。右腿左腿にそれぞれ一台ずつ、あわせて二台入りそうだ。友達の分か。そしてマジックテープつきの黒ベルトが六本ぐらいいたるところからぶら下がっているのも意味不明だ。シートベルトみたいに締しめられるようだが、果たしてどことどこを連結して締め付けるためのベルトなのか。ウエストはマジックテープ。トイレに行くたびバリバリ！　か。そしてずどーんと全体にでかいシルエットのわりに裾すそだけ微び妙みようにすぼまっているのは、着る者の体型の良さを完全に殺すための恐おそるべき罠わななのだろうか。

　上半身も、だぶだぶの分厚い生き地じが胴どう体たいに贅ぜい肉にくみたいに余りまくってまとわりつき、胸の膨ふくらみの真下までを不ぶ恰かつ好こうに覆おおい尽つくしているせいで、その凹おう凸とつのすべてが死んでいる。ほっそり華きや奢しやなラインを描えがいているはずの千波の身体からだは、いまや灰色の土管コスプレに成り果てている。ビーチにずぅぅ……ん、と現れれば、その寸ずん胴どうのラインはさぞかし安定感ある旧時代の建造物っぽさを醸かもし出だすことだろう。The　エンタシス！　って感じで。

「それは……なんなの？」

「これは水着です」

「……どういう意図でそれを着ているの？」

「かわいいと思ってです」

「……なぜ……？」

「なぜって。ん～、なんていうかなあ。女女しちゃうの、あたしあんまり好きじゃないんだよね～。これだとほら、色気ゼロ、あたかも部へ屋や着ぎみたいな感じで安心！　でしょ？　おうちにいる感覚でビーチもお散歩できちゃうんだよ。なんなら一見、あれれー、地元の子が普ふ段だん着ぎで浜はま辺べをブラブラしてるのかな？　みたいな～」

「女女しちゃうっていうか、今、あんたは土管土管しているけど？」

「……でも、ショップのお姉ねえさんは『フランスのビーチで生まれて初めての海を見て、びっくりしている女の子のイメージなんです』って」

「土管だよ？」

「……でも、デザイナーさんの意図としては、あくまでもこれはフレンチテイストの、ちょっとこう、enfant、みたいな」

「日本だよ？」

「……でも……うん、日本……だね」

　そう、ここは日本。

　基本的な事実に二人ふたりして改めて直面し、エロレゲエ女とフレンチ土管はしばし再び黙だまり込こむ。やがて、

「……やめ、だね」

「やめ。次」

　首を振ふりつつまたくるりと背中を向け合って、着き替がえタイムに再さい突とつ入にゆうしていく。第三候補を掘ほり出だすべく、しゃがみこんだ香こう子こがバッグの中をまさぐっていると、

「そういえばさー」

　千ち波なみに声をかけられた。振り返る。

「さっきのキスを避けられた、の話だけど」

　千波は香子の方を堂々と見ながら土管タンクトップから腕だけ抜ぬいて、妙みような腹はら巻まみたいな状態でいる。下の謎なぞシャカパンも前のバリバリ全開の脱ぬぎかけ。下着のパンツが普ふ通つうに見えているが、この格好で会話を再開するつもりらしい。

　香子はビキニの紐ひもを解きかけていた手を思わず止め、緩ゆるんだ胸の三角形を押さえる。同性に見られて減るものでもないが、なんとなく、毒舌モードも絶好調に入ったっぽい千波の前に己おのれの乳首を堂々と開かい陳ちんする気にはなれなかった。いくらこいつがこんな珍ちんなナリでいたとしても、同レベルには落ちたくないものだ。

「加か賀がさん的には、万ばん里りが距きよ離りを置こうとする、キスも避ける、だからもっと本能を刺し激げきして悩殺しなきゃ！　ならばよし、エロ水着だ！　……っていう思考回路を辿たどって、そのＴバックに至ったわけ？」

　なんとなく、むかつくその物言い。ムッ、と香子は唇を尖らせる。

「……そんな単純な話にされたくないんだけど」

「でも万里を完かん璧ぺきに落としたいんでしょ？　さっき加賀さん言ったじゃん、セクシーな水着で万里を悩殺したいんだ、って」

「言ったけど！」

　そんな、ただエロい格好で男を釣ろうとしているみたいな言い方をされては──と言い返そうとして、自分のエロレゲエ水着姿を思い出す。露ろ出しゆつ過多の、やりすぎセクシー。やっていることは、まんま千波の言ったとおりのことだ。でもそれを指し摘てきされると、こんなにも決まりが悪くてたまらない。

　──要するに、ものすごくちぐはぐなことをしているのだ。自分は、今。

　それを自覚するといきなりなにもかも恥はずかしく、香子は思わず両手で自分の胸の辺あたりを覆おおって隠かくす。確かになんだ、Ｔバックって。なにを履はいているんだ、自分は。

「……もっと精神的な話、なの。ただエロさを見せつけて、いたずらに万ばん里りの興こう奮ふんを喚かん起きしたいわけじゃないの」

「あー、お預けプレイみたいな？」

「……違う」

「ということは、思わせぶりに期待させて価値を吊つり上あげるー、的な恋愛テクで？」

「ちーがーう！　そうじゃないの！　そんな駆かけ引ひきとかじゃなくて、万里は、私が万里のことを好きってこと、ちゃんとわかってるのかな、みたいなことだよ！」

「ふうん？」

「だって！　だってなんか、なんていうか、なんか……なんかね、なんか、なんか、万里は……万里って……」

　……その先が、続かない。

　言葉にしてあの男のことをはっきり表現したい、という気持ちだけが先走って、香こう子こは口を虚むなしくぱくぱくさせる。

　香子にも、よくわからないのだ。

　あの、多た田だ万里という男。

　香子が今付き合っている、大好きでしょうがないあの恋人は、「香子が俺おれと付き合ってくれてるだけで奇き跡せきだし、ここにいてくれるだけで俺は本当に幸せだから、無理しなくてもいいんだよ」みたいなスタンスでいる。だいたい、いつも。

　それ以上はなんにも求めないから！　だから、大だい丈じよう夫ぶ！　みたいな。

　──あれは一体、なんなんだろうか。

　とにかく万里はいつだって、そんな調ちよう子しなのだ。自分に対してなにかを求めることを妙みように恐おそれているような気がする。現状で満足だから、もうここまででいいから、みたいな顔をして、香子が万里への想いを表現しようとするのをものすごく必死に「制止する」。

　それはまるで、拒きよ絶ぜつされているのにも似ているような──いや。それも違うか。違うということまでは自分にもわかる。わかるけれど、

「……あー……」

　長く呻うめいて、香子は深く項うな垂だれた。千ち波なみのラグの毛足の中に、手よりも派手目のデザインにしている自分の足の爪つめが埋うまっている。ラメたっぷりの、シルバーのグラデ。切って、塗ぬって、いじって、光らせて、心配事や不安から逃とう避ひするにはうってつけの十個並んだ小宇宙。

「……なんていったらいいのか、わからない……」

「複雑なんだ？」

「とってもね……」

　はあ、とため息をついて、香子は足の爪から視線を外し、ぼんやりと顔を上げる。千波の部へ屋やの天てん井じようを見る。岡ちゃんの部屋の天井、顔いっぱいあったね、と万里はのんきに言っていたっけ。

『寝ねる前とかに顔見つけちゃったら、怖こわくなって眠ねむれなくなりそうだよな。小さい頃ころとか、そういうのよくありそう』

　そう言って万ばん里りは笑っていたけれど。

（でもあなたにはわからないでしょう？　だってあなたには、小さい頃の記憶なんか残っていないんだもの）

　……それをいっちゃあおしまいよ。

　香こう子こは強く一度、目を閉じる。

　好きな人のことを知りたい。なんでも理解したい。深く寄より添そいたい。全部わかりたい。丸ごと欲しい。そうして一番の、たった一人ひとりの、大事な存在になりたい。

　そう思うのに、肝かん心じんの万里には、「全部」がないのだ。万里の「丸ごと」は、もうない。

　今あるのは、多た田だ万里という人間の十九分の一……おまけして、二。残りの「大半」はどこかに消えてしまって、万里自身にももうわからない。

　わかりようもないその「大半」が、今、二人ふたりの間に横たわり、のっぺりと隔へだてる障害物みたいに思えてしまう。触さわれないし見えないし、形も匂においもわからないのに、でも確かにある。「加か賀が香子にはわからない部分」として、そこにあることを意い識しきせずにはいられない。

　──なんて、いきなりなんの事情も知らないはずの千ち波なみに言えるわけもなく。

「……とにかく」

　香子は首を何度か横に振ふり、目を開く。千波はきょとんと小首を傾かしげ、黙だまったままで香子の表情をじっと窺うかがっている。

「とにかく、私は、海に行くのをきっかけに、万里が変わってくれたらいいのにって思ってるの。それだけ」

　えー、と、千波は首を捻ひねって声を上げた。

「一日どこかで遊んだからって、人間、なにか変わったりするかぁ？　なんか加賀さん、万里に妙みようなプレッシャーかけてない？」

　ちょっと驚おどろいて、香子は千波の顔を見返した。この話はいい感じにまとめたつもりだったのだ。こんなふうに言い返されるなんて思ってもみなかった。かけてないよ、と答えながら、かけてるのかも、と思う。いや、でも。

「……そんな、なにも人格とか性格をどうこうしたいわけじゃないったら」

「じゃあなにが変わってほしいの？　万里がどうなれば加賀さんは満足なの？　万里になにを期待してるの？」

　う。と、香子は返事に詰つまる。

　あれこれと複雑に考えて、煮に詰つまりかけていたところにいきなりシンプルに問いかけられてしまった。

「……考え、っていうか……私への見方を、変えてほしいだけだよ」

「見方って？」

「……万ばん里りに、万里のことが好き、っていう私の気持ちを、とにかくわかってほしいの」

「えーでもさー、加か賀がさんと万里は今実際に付き合ってるんだから、そこが伝わってないなんてことはないでしょー？」

「でも、伝わってない気がするんだもの！　……万里には、完かん璧ぺきにセクシーな水着姿を見せたいって思ってる私の気持ちを、ちゃんとわかってほしい。この女心を……っていうか、本気を、私はとっくに真しん剣けんなんだよってことを、その目でちゃんと見て、確かめて、理解してほしい。そしてちゃんと、まっすぐに、受け止めてほしいの」

「つまりそれが、完かん璧ぺきに落としたい、悩のう殺さつしたい、ってこと？」

「……そう」

　千波は納得したみたいに腕組みポーズ、「なるほどー」と深々と頷うなずいて見せて、

「つまり、『ムラムラしてごらん！　野や獣じゆうのように私を求めてごらん！　性欲の赴おもむくままに襲おそってごらん！　私抵てい抗こうしないから！　カマーン万里！』ってことだぁ」

「はあ……っ!?」

　いきなりのご乱心であった。そうとしか思えない。こいつが殿とので私が従者なら斬きり殺ころさないといけない、藩はんのためには今ここで。香こう子こはほとんどわなわなと、どん引きもいきすぎて実際に後ずさり、

「……あ、あんた……なんなの……!?　その声ならなに言ってもいいと思ってるの!?　下品すぎるよ!?」

「んじゃあ上品に言うと、抱だいてぇぇーッ！　って」

「ばっ……ばかなんじゃないの!?　やだもうなんなの!?　あんたなに!?　怖こわいよ!?　そういうことじゃないでしょ!?　そうじゃなくて！」

「じゃなくて？」

「ただ、私結構傷ついてるんだから！　ってだけのことだよ！　……うっ……!?」

　──私、結構、傷ついてるんだ。

　言い切って、その瞬しゆん間かん。

　ずーん！　とビキニの胸に、自分が発した言葉がものすごく痛く、重く、致ち命めい的てきに響ひびいた。そのまま硬こう直ちよくして動けない。

　傷ついていたのか、自分は。……そうか。傷ついていたんだ。傷ついていたかも。そうかも。……なんて認めてしまえば余計に痛くて、香子はほとんど息さえ忘れた。

　距きよ離りを置こうとする彼氏。（香子はいてくれるだけで奇き跡せきなんだから、そこまでしてくれなくていいよ）

　過去がないから、今までの思い出さえも共有することができない彼氏。（俺おれ、十八歳までの記き憶おく、全部飛んでるから）

　距きよ離りがあるのをきっとわかっているくせに、縮めるためのアクションを起こしてくれない彼氏。（じゃあ、おやすみ！　またあした！）

　なんなんだろう、と思うたび、香こう子こは傷ついていた。

　なぜ、万ばん里りは自分の万里への想いを現実よりも低く見積もるんだろう。なぜ、自分が万里への想いを表現することを恐おそれているんだろう。奇き跡せきなんて言い方は、「ありえない」のが前提条件なのに。自分が万里の前から消えるのが、去るのが当然だと思っているのだろうか。たとえそうなっても、万里は構わないのだろうか。「いるのが奇跡だったんだから」と納得して、あのままの万里でいるのだろうか。万里にとって自分は「その程度」の存在なのだろうか。

　そして──いつか、行ってしまうのだろうか。あの足取りで、ポケットに両手を突つっ込こんだあの猫ねこ背ぜで、余計な荷物を持つのが嫌きらいなあの肩で、いつもくしゃくしゃなあの髪かみのままで、ぺたくたと。この手の届かないところへ。追いかけようもないほど痕こん跡せきを残さずに。ぶつり、と人生が途と切ぎれるみたいに。万里がかつて、そうしたように……今度は自分を置き去りにして、また、新しい世界へ行ってしまうのだろうか。

　そうやって万里が行ってしまうとしたら、この手には、彼を摑つかんで引き止める力がなかったということだ。

　為なす術すべなく手て離ばなしてしまって、からっぽになったこの指で、その先一体どうやって、一体なにを摑めばいい。

　なんにもない。なんにもなくなってしまう。なんにも……

「加か賀がさん……急に黙だまっちゃったけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……」

　いきなり強烈な落ち込みモード。

　『落ち込み』と顔に書いてある猿さるのような生物に背後から襲しゆう撃げきされ、重たくずっしりのしかかられて、首でも絞しめられている感覚が香子の身体からだをほとんど麻ま痺ひさせる。……どうしよう、振ふり返かえってそいつを見てみれば、万里にそっくりのツラをしてたら。やーい悩んでやんの！　俺おれに惚ほれてるなさては！　苦しめー苦しめー！　きーひっひっひーっ！　みたいな……。

　言葉もうまく出なくなって、香子はぺたりと床ゆかに座すわり込こんだまま深く項うな垂だれる。髪の束がばさり、と前方に零こぼれ落おちる。

「加賀さんってば……おっぱい、おっぱい」

　はっ！　と慌あわてて顔を上げる。いつの間にかビキニの紐ひもが解けて、べろんと裏返ってはがれかけていた三角形を危いところで押さえる。

　千ち波なみはしかし、ひょっこり覗のぞきかけていた乳首など見てはおらず、真正面から香子の顔を、大きな瞳ひとみでじっとまっすぐに覗き込んでいた。ちょっと香子の方がたじろいでしまうような、静かに凪ないだ漆しつ黒こくの眼まな差ざし。

　だがその妙みように長老風の悟さとりきったような深みはただの（※これはイメージです）だったらしく、

「……もしかして、加か賀がさん、なんだかんだでその水着、実は結構気に入ってたとか？　あたし、ディスりすぎた？　それで傷ついちゃった？」

「……は……？　……い……ぃ……？」

　背中にのしかかる落ち込み猿ざるが、仲間を呼んで群れを形成したみたいな──この、どっさり加減。ずっしり状態。

　疲ひ労ろう感かんと、徒労感と、あとはなんだろう……とにかくがくっと香子はさらに深く、この床ゆかに顔面からめり込むほどまで崩くずれ落おちたくなる。岡おか千ち波なみ……。本当にこいつは……岡、千波……。天然かどうかはさておいて、とりあえず、宇宙一のアホなのかもしれない……。

　そんな香子の目の前で、千波はぱちくりと大きな瞳ひとみを瞬しばたたかせてみせる。男たちが天使だ妖よう精せいだとこぞって褒ほめ称たたえる、きらきら星みたいなその両目。

「でもね、これは正直な気持ちなんだよ。マジ、やばいから。エロレゲエ、それ、事故だから。まあ、それでももしも加賀さんがどうしても着たい、どんな大だい惨さん事じになってもいいから着たいっていうんだったらあたしはもう止めはしないけど、一応『あたしは止めたから！』っていう事実だけはそのでっかいお胸にとどめておいてほしいなぁ」

　違う……！　違うから……！　と、首を振ってみせつつ、香子は自分の胸のうちを探り、必死に言葉を探した。このド見当違いのピュアなるアホ子に、微び妙みような気持ちを正確に伝えられる適当な表現はないものか。

「……この水着はね、もう、どうでもいいのよ……！」

「うん？」

「……要するに、今の心境を簡単にいうと……！」

「うんうん」

「私って、もしかして、そんなに魅み力りよくないのかな……って。だから万ばん里りもああなのかな、みたいな……」

「え～？　本気でそれ、思ってるぅ？」

　にっやぁぁぁ～！　といきなり笑いながらそう言われ、

「思ってるよ！」

　一いつ瞬しゆん、とうとう本気でむかついた。いまだ土管を脱ぬぎかけの変な格好で正座している千波の顔をクッションでぶっ叩いてやろうとするが、しかしすんでのところでキャッチされ、さらに聞き返されてしまう。

「そもそも改めてだけどさ、キスを避さけられたって、一体どういうシチュエーションだったの？　それ、加賀さんの誤解なんじゃないかなあ？」

　その興きよう味み津しん々しんの目。知ったかぶりな口ぶり。こいつのすべてがやっぱり腹立たしいが、誤解などではなかったことをどうしても証明したかった。

「……この前、万ばん里りの家で手料理デートをしたの」

「ほう！　加か賀がさんが料理したの？」

「したの。カレー焼きそばをね」

「へえー！　いいねえ、意外性！」

　エアだけどね、というのは話が長くなるので省いて、香こう子こもラグに体育座りの体勢になって千ち波なみの正面に座すわり込こむ。

「その帰り道だよ。十時近かったかな、確か。静かで、人気がなくて、涼すずしくて風も気持ちよくて、かなりいい雰ふん囲い気きだったと思うの。手をつないでおしゃべりしながら歩いてて、万里もちょっとくっついてきたりして、私は思ったわけよ。あ、これ……ついにきた。って。ここから一気にラブラブモードで、なんなら『やっぱり今日きようは帰したくない！　香子、うちに泊とまれよ！』的な展開が、ついに、ついにきたのかも！　……ってほどの空気だと、そのとき私は思ったの」

「うんうん！」

「だったらもうね、ぃよっしゃあー！　最初はこっちから仕し掛かけたろうかあ！　って勢いで、私は繫つないでた手をね、こう、グッと握にぎって引っ張りつつ、背せ伸のびしたの。こっちは『ん～』ってキス顔だよ完全に。唇くちびるの距きよ離りはもはや衝しよう突とつまでわずかに２センチ、万里がちょっと俯うつむいたらキス！　ってところで、」

「うんうんうん！」

「……避さけられたの。普ふ通つうに。『スッ……』だって」

　そのときの万里の様よう子すを的確に再現するために、香子はあえて無表情を作ってから上半身だけを後ろに平行移動してみせる。再現してもやっぱり虚むなしい、その動き。

「盛り上がってたのは私だけだったの。万里はもう、凪なぎ。完全に無風」

「……う、う～ん……!?」

「独ひとり相撲ずもうだよ。完かん璧ぺきに私は間ま抜ぬけ。なんとかその後は普通に取とり繕つくろったけど、内心はボロボロだよ」

　千波は脱ぬぎかけ土管を腹に巻いたままで顔を盛大にしかめ、難しそうに腕組みをして首を捻ひねり、何事か思案しているようだった。

「ていうか……その前にさ、自宅デートの時点ではどうだったの？　ていうか、ていうか……君らはなんなの？」

「なんなの、とは？」

「二人ふたりでいつもなにをしているの？　いっつもべったり一いつ緒しよにいて、何時間も万里の部へ屋やに二人っきりでこもってて、いわゆる、そういうムードになったりはしないの？」

「それよ」

　びしっと人差し指を千ち波なみの鼻先につきつけ、香こう子こは抱かかえ込こんだ自分の膝ひざ頭がしらに顎あごの先をくっつける。

「問題は、まず、それ」

　と、いきなり千波は香子の顔の前に掌てのひらを突き出し、ちょっと待ったのポーズで立ち上がる。

「あたし、アイスもう一本いっときたい！　カロリーいりそうだよ、その話……加か賀がさんもいくよね!?」

「……いちごで」







　　　　＊＊＊







　再び時は遡さかのぼる。







「実家もさ、全然通えない距きよ離りじゃないからさ、こうなったら一いつ旦たん帰ってもいいかなって思うんだけど……」

「うん、うん」

「でも向こうももう意地みたいになっちゃってて、『一人ひとりここに取り残されても出ていかないから。ずっと居座るから』って。部へ屋や明あけ渡わたして変に立てこもられちゃったら、その後どうすればいいんだろうって感じで、それも怖くて……」

　はぁー……。

　悩なやましく深いため息をついて、師し匠しようは鼻先にはらりと零こぼれてしまった長い前まえ髪がみを中指一本ですいっとかきわける。そのどこか貴族的な、綺き麗れいな仕し草ぐさを見つめながら、

「意味わかんねえなあ、困ったよなあ……どうしたもんかなあ」

　万里も一つため息をついた。テーブルを挟はさんで向かいに座った師匠の苦く悩のうが伝染したのだ。

　腕を組み、シックなロイヤルブルーのサマーニットでさらりと決めた師匠は前傾。ちゃちなイスの背に寄りかかって、ヤシの木とパイナップルとウクレレ柄がらのご陽気なＴシャツ姿の万里は後こう傾けい。しばし二人ふたりは重たく黙だまる。

　二人の姿は、月曜一限──ではなくて、珍めずらしく木曜四限の学食の片かた隅すみにあった。

　この時間帯の学食には学生たちの姿もまばらで、遅おそい昼食か早い夕食をとっている奴やつがぽつりぽつり、なにか書類を書いているスーツ姿の四年生が一人、あとは随ずい分ぶん離はなれたところで飲み物を片手におしゃべりしている四人組の女子のグループがいるぐらいだ。

　時は七月。

　前期試験をすこし先に控ひかえて、それさえ済めば長い夏休みに突とつ入にゆうできるタイミング。それは日本の大学生たちの多くが、一年で最も浮うき足あし立だっている頃ころでもあった。

　バックパック担いで海外旅行に出る計画をしていたり、短期留学の予定があったり、バイトに命を賭かける所存だったり、サークル活動に燃える覚かく悟ごを決めていたり、田舎いなかの実家で布団ふとんが溶とけるほど眠ねむりこけると決意していたり。あとはワーホリ、ボランティア、恋愛に遊び、就活セミナー、実験・研究漬づけ、論文の準備、あるいは暇ひまつぶし……大なり小なり、この夏の支し度たくにそれぞれ取り掛かる時期なのだ。

　そして師し匠しようの今年の夏は、とってもブルーな気配でどんよりと幕を開けていた。

　ブルーもディープに極まって、師匠は語学の友・万ばん里りをメールで呼び出した。ちなみに件名は「ヘルプミー！」、書き出しは「はなし聞いてもらっていい？（泣）」であった。それを女々しい、なんて笑うことは万里にはできなかった。師匠はこの件でここ一ヶ月ほど、ずっと深刻に悩なやみ続けていたのだ。

　白けた蛍けい光こう灯とうの光の下、師匠は長い睫まつ毛げを伏ふせたままで、唇くちびるだけでもなんとか笑えみの形に作ろうとしている。麗うるわしくも健気けなげなその心遣い。

「……下へ手たに半はん同どう棲せいなんて状態になっちゃってたから、盛り上がってるうちはその安定感が幸せだったけど、いざダメになるとただ別れることがすっごく難しく複雑になって。こっちは精神やられまくりだよ。流動性を失うがゆえのリスクをまんまかぶっちゃったみたい」

　妙みように含がん蓄ちく溢あふれる師匠の言葉を、万里は頷うなずきながら聞くほかない。日常生活まで深く結びつくような深い恋愛関係においては、それが破は綻たんしてしまえば、メンタルヘルスの元本だって保証などはされないのだ。

　高校生の頃から付き合っていた師匠と彼女の仲が微び妙みようになったのは、先月の始めのことだった。

　裕福な東京の家庭で育った師匠は（こんなところもやっぱり香こう子こに似ているのだが）、大学進学を機に、実家の持ち物であった都心に近い便利なワンルームマンションの一室を与えられていた。

　一人ひとり暮ぐらしを始めるなり、師匠とは別の大学に進んだ彼女が遊びに来るようになり、やがて朝帰りするようになり、それが普ふ通つうに翌日夜まで滞たい在ざいする宿しゆく泊はくになり、一泊が二泊、二泊が三泊になり、彼女の化け粧しよう品ひんだの寝ね巻まきだの下着だの部へ屋や着ぎだの、なんだかんだの持ち物が目に見えて増殖していき──「はっ！」と師匠が気づいたときには、彼女は「ただいまー」と部へ屋やに帰ってくるようになっていたという。

　少なくとも週に五日は師匠の部屋で寝ね泊とまりしていたとかで、万里はそれを聞いたときに、半同棲どころか八割同棲じゃんと突つっ込こみを入れた。

　そんな話を聞いた頃はまだ、師匠も「そうだね。えへ」と照れながら微笑ほほえんでいたし、万里も「さすがだぜ！」と一つ年下ながらお泊りも当然なアダルト交際をしている師匠に憧あこがれていた。呼び間違いから始まった友情だが、師し匠しようは師匠と呼ぶにふさわしい男だったぜ！　などと。それに引ひき換かえ自分のふがいなさよ、などと思ってもいた。

　せっかく付き合えることになった香こう子ことの仲は、いまだに清い関係を保っていたのだ。それが二人ふたりのペースだからと納なつ得とくはしていたが、それでも万ばん里りの目には、師匠とその彼女の関係はすごく大人で世慣れしている感じもあって、憧あこがれと羨せん望ぼうの対象として映っていた。

　しかし、一度歯車が狂くるいだすと、その後の展開は師匠にはいきなり厳しいものとなった。

　他ほかの大学に通う師匠の彼女は、入学してすぐからスポーツ系のサークルに所属していた。

　異性との連れん絡らくも毎日頻ひん繁ぱんだし、しばしば遅おそくまでの飲み会もあるし、師匠は特に何を疑っているわけでもなかったが、心の片かた隅すみで少々おもしろくない思いはしていた。

　そもそも師匠がサークルに入らなかったのは、大学が別れてしまった彼女との時間を確保するためだったのだ。最初は彼女の方もそうする約束だったのが、「うっかり」友達に新しん歓かんに連れていかれてしまい、先せん輩ぱいたちに「強引に」勧かん誘ゆうされてしまい、「断りきれなかった」──のだ、そうだ。

　でも、文句を言ったりはしていない。しなかった、と師匠は言う。

　早く帰れだとか、男と飲みに行くなだとか、連絡もなしにオールするなとか、彼女を束そく縛ばくするようなことは師匠は一切言わなかった。男版香子の要よう素そをたっぷり持つ師匠であったが、このあたりは本家香子とは違って、余よ裕ゆうのある対応を心がけていたのだ。が。

　たった一度だけ。

　いつものように飲み会に出かけた彼女は、その日、なぜか深夜にサークルの仲間たちとともに師匠の部へ屋やへ帰き還かんしてきた。

　もう寝るつもりでベッドに入っていた師匠のワンルームに、男女混合八名の酔よっ払ぱらいがいきなり突とつ入にゆうしてきたのだ。

　わーわー！　ぎゃーぎゃー！　うーひゃひゃひゃ！　あーうけるー！　ねてるー！　ほんとにいけめんだー！　おきろー！　おふとんはぐぞー！　おれここにねころんじゃうー！　あたしもー！　あーこいつらあやしいあやしいー！　うえあははははー！

　下着姿でベッドから放ほうり出だされて、「……ちょっと勘かん弁べんしてほしいんだけど」とだけ、師匠は言った。

　そして、彼女は、「私の友達を否定すんの!?」と、切れた。

　それは酔っ払い特有の論理の破は綻たんだったのか、単に虫の居所の問題だったのか、なにか計り知れぬ事情があったのか。とにかく「言いたいことがあるなら二人のときにはっきり言えばいいのに、友達がいるときにわざわざ言うなんて、私に恥はじをかかせようとしてるんだ!?　ずっとタイミングを窺うかがってたんだ!?　モラハラだモラハラだ！　そうやって私の自尊心を損なおうとする！」と、いきなり大泣きを始めたのだという。七人の酔っ払いを従えて。

　率直に、頭がおかしいんじゃないか、と万里はそれを聞いて思ったが、師匠もそのときはそう思ったらしい。

　酔よっ払ぱらいどもを相手に意味をなさない押し問答を繰くり返かえし、やっとお引取り願える段になったのが二時間後。

　この子を一人ひとりでここに置いて帰って大だい丈じよう夫ぶなのかな!?　すっごく心配だよ！　本当に、大丈夫なのか!?　なにかあったら俺おれらがすぐ駆かけつけるからな！　ちょっと彼氏さん、その子になにかしたら俺らが黙だまってないかんな！　朝一で必ず連れん絡らくいれるんだよ！　……などと口々に喚わめきながら酔っ払いたちが退散し、しかしその後も師し匠しようの彼女は泣き、喚き、責め、一度は泣きながら走って玄げん関かんから出ていこうとしたのだが、思わず師匠が引き止めずにそのまま見送ろうとすると、Ｕターンしてきてトイレで吐はいた。そのまま部へ屋やに戻もどってきて、また泣き、喚き、寝た。

　翌朝、ご近所からは管理会社を通じて親に深夜の騒そう音おんの苦情が行き、目覚めは親からの鬼おに電でん。そして彼女の脳内では「私は彼氏に昨夜、ひどく傷つけられたのだ！」というストーリーが構築されていた。

　なにがなんだかよくわからないけどもうなにもかもがどうしようもない。──というのが、師匠が一連の出来事を最初に万ばん里りに語ったときの締しめのセリフであった。

　学食のテーブルに手を伸のばし、常に潤うるんでいるようにも見える澄すんだ暗紫の瞳ひとみをわずかに伏ふせて、

「……別れたい、早く」

　師匠は悲しげに学食のお茶を一口飲み、しみじみと低く継つぐ。

「一刻も早く、無関係の人間になりたい……とか言っちゃう自分は、冷血？」

　万里の顔を、そっと見やる。万里は大きく首を横に振る。

「まさか！　師匠は冷血なんかじゃないよ、当然の感覚だろそれ。嫌きらいになっちゃうだろそんなの普ふ通つうに」

　師匠はこっくりと頷うなずいて、しょぼい湯飲みをテーブルに置いた。

「嫌いになんて、なりたくなかったけどね。一応初めての彼女だし。それなりに色々積み重ねてきたつもりだったし。……でももう嫌いだ、正直」

　その夜の一件以来、師匠の心は急速に冷めつつあった。さもありなん。

　一方彼女は、謎なぞの被ひ害がい者しや意い識しきがバリバリであった。

　それでもしばらくは、嫌いにはなりたくない、という一心で、師匠はひとまず距きよ離りを置きたいと思ったのだという。距離さえ置けば、この波立つ感情も一いつ旦たんは平静に落ち着くかも、と。

　とにかく、明けても暮れても寝ねても醒さめても、すぐ目の前にむっつり押し黙って不ふ機き嫌げんにピリピリしている女のツラがデデーン！　とあるのはきつい。意味不明なことで、ずっと怒おこっているし。ずっと責めてくるし。話しかければ無視だし、放ほうっておけば「無視する！」と泣くし、明るく振ふる舞まえば「よくそんな顔ができるね！」、暗く押し黙っていれば「このままでいいと思ってるの!?」──どうすりゃいいんだ、と。

　しかし、距きよ離りを置きたいから出ていってほしい、しばらく来ないでほしい、という師し匠しようの提案に、狂くるえる彼女が頷うなずくことはなかった。こんなになってもまだ。

　追おい詰つめられた師匠は次第に食欲もなくなり、身体からだも薄うすくなり、いっそう儚はかなく物もの憂うげ、その美しさだけは倍々ゲームのように深みを増していったが。

「学校には行くんだけど、帰って来るんだよね。意い気き揚よう々ようと、また戻もどって来るの。どうも、こっちが一方的に向こうを捨てて、清々したがってる、みたいな話を脳内で作ってて。そんなそっちの都合よく捨てられてたまるか、とか言ってるの」

「もうそんなの部へ屋やに上げんなって」

「合あい鍵かぎあるからさ」

「鍵換かえちゃえよ。オートロックとかだと勝手に換えたりできないかもだけど」

「……そうだよね。親に訊きいてみる」

「それかいっそ、夜よ逃にげみたいに電でん光こう石せつ火かで引ひっ越こしちゃうとか。まあ実家は知られてるだろうけど、今の状じよう況きようからは逃げられる」

「……最終的には、そうするしかないって思ってる」

　アンニュイに瞳ひとみを翳くもらせて、師匠はつるりとヒゲの剃そり跡あとも見えないなめらかな顎あごのあたりを無む意い識しきの手つきでゆっくりと撫なでる。

「ただ、ほんとのところ、そこまでしたくないよ」

「あー、刺し激げきしたくない、みたいな？」

「それもあるし、敵対、みたいなことはしたくないんだ。また今までどおりに付き合うなんて無理だけど、でも、嫌きらいあって憎にくみあって、みたいなのはいやだ。できるだけ穏おだやかに、平和に別れたいよ」

　最近はよく眠ねむれないと言っていたが、そのせいか、師匠の目の下はうっすらとクマが浮ういていた。万ばん里りは同情たっぷりに、それでも綺き麗れいな美び貌ぼうをそっと見やった。

　こんなに平和主義の穏やかな師匠をここまで弱らせるなんて、彼女さんは──なんて呼ぶのももう違うか。向こうの人は、一体どういうつもりなんだろうか。師匠に対してあんまりな仕打ちではないか。

「……元気出せ、師匠」

「うん。でもさすがに、相当参った。どうしようかな、もう、ほんと……」

「とにかく俺おれは味方だからな。師匠がなにか行動するとしたら、なんでも手伝うから言ってくれよ」

「サンキュ」

　そのとき、万里の視界の隅すみを、なにかものすごくかわいいシルエットが横切っていったのに気がついた。

　学食の入り口すぐのところに設置されたゴミ箱に、その人物はペットボトルを分別して捨てようとしていた。キャップを外し、外装のビニールを破ろうとして立ったまま爪つめでカリカリやっている。

　遠目に見ても死ぬほどかわいいその生き物は、長い黒くろ髪かみを頭のてっぺんで大きなお団だん子ごに結い、シンプルなコットンのシャツをうまい具合に重ね着して、ビルケンでボーイズみたいなデニムを履はきこなしている岡おか千ち波なみであった。相変わらず真っ白な肌はだが、もはや発光しているかのようにぴかぴかつやつやと輝かがやいているのがここからでもわかる。炊たき立たての新米みたいなそのほっぺた。

　がばっと背負った無ぶ骨こつなリュックさえも愛らしく見える妖よう精せいじみたその容姿に、思わず目が釘くぎ付づけになってしまったが、そんな万ばん里りの視線に千波も気づいたらしい。きょとん、と目を見開き、ぴょこっと小さな顔を上げ、

「あれ？　おー、ぐうぜーん！」

　本当にかわいく笑うのだ。今日きようもこの生き物は半はん端ぱない。

　ふにゃん、と目め尻じりが垂れてしまって、赤ちゃんみたいに無防備な笑顔えがお。あんな笑顔ビームを照射されたら誰だれだって、そう、弱りきった師し匠しようだって癒いやされるに違いない、と万里は思った。

「おーっす岡ちゃん！　師匠、あれ友達の岡千波。ヘイ岡ちゃん、カモン！　ヘイ！」

「どうしたの万里、この時間空きだっけ？　加か賀がさんは？」

「香こう子こはフラ語。岡ちゃんこそ空き？」

「休きゆう講こうくらっちった。ていうか、こんにちはー！　初めましてだよね！」

　あはー！　と岡ちゃんは天てん下か無む双そうのギガプリティスマイル。初見の師匠に手を振ふってみせる。師匠はちょっとはにかんだように小さく手を振り返し、会え釈しやく。

「岡ちゃん、こちらは師匠」

「あ!?　師匠!?　あの、語学の師匠!?」

　千波のいう「あの」の意味はよくわからなかったが、そう、あの師匠、と万里は返しておいた。

「ていうかさ、岡ちゃん、実はこの師匠も二文字の会なんだよね」

「え、そうなんだ？　わーい、ようこそようこそ！」

「『二文字の会』ってなに？」

　万里の隣となりにそのまま千波も座すわり込こみ、三十分ほども三人は世間話に花を咲さかせていただろうか。師匠も人の子、かわいこちゃんが嫌きらいなわけもなくて、結構楽しげに話していたと万里は思う。

　このひと時が、すこしでも師匠の心を癒したならばいいのだが。先に帰っていった師匠のすらりとした後姿を見ながら、万里はついついまた一つ、ため息をついてしまった。

　部へ屋やに帰ればまた向こうの人との神経戦が待っているのだ。師匠のことが心配でたまらなかった。







　千ち波なみが香こう子こと偶ぐう然ぜんに顔を会わせたのは、その翌日のことだった。

　午後の学部棟とう二階、女子トイレの鏡の前でばったり鉢はち合あわせ、

「おっと！　綺麗な髪してると思ったら、加か賀がさんだ」

「……」

　そのまま香子は無言でくるりと方向転てん換かんする。気に食わない奴やつと限られた酸さん素そを分け合わなければいけないこの空間からの脱だつ出しゆつを図るが、

「ねえねえ昨日さ、ついにあたし『師匠』と遭遇しちゃったー」

　鏡を覗のぞきこんでぷりぷりの唇くちびるにリップを塗ぬりつつ普ふ通つうの調子で話しかけてくる千波の言葉に、思わず踏ふみ出だしかけていたハイヒールの足を止めた。再びくるりと振ふり返かえる。

「師匠って……万ばん里りの語学の、あの師匠？」

「そうだよ、あの師匠。なんか結構お話しちゃったよ」

「……私も見たことないのになんであんたが先に紹しよう介かいされてんのよ」

「いやあ偶然に。万里が師匠といるところにばったり居合わせて。それがさ、びっくりだよ。師匠っていうからには、あたしのイメージでは禿はげ頭あたまのチャイナ服おじいちゃんだったのね。いつも酒さか瓶びんもって酔よっ払ぱらってフラフラしてるけど、本気出したらその戦せん闘とう力りよくは凄すさまじくて、最後には弟子の万里を庇かばって希望のすべてを託たくして死ぬ、みたいな」

　光みつ央お型だわ、と香子はひそかに思うが、

「と、こ、ろ、が、さ！　会ってみたら師匠ったら、もう、すっご～～～い、美人さん！　なんだよ！」

「……は？」

「超、綺麗な人なの！」

「……び……じん？　綺麗な人……？」

「意外でしょ？　あたしも、もう、うっわぁ、ぽわぁ～ん……って。こっそりガン見しちゃったよ思わず。これが師匠？　うっそだ～！　とか思って」

　簡単な一つ結びにしていた髪を解きながら、千波はそんなことを言うのだ。ポーチから小さなおもちゃめいたブラシを取り出し、手の中でちょっと弄もてあそび、

「万里ったらあんな美人とひそかに仲良くしてたなんて、ほんっと侮あなどれない奴だよね」

　のんきにゆっくりブラッシングなどし始める。

　その隣となりに並んで立ち、香子はそれどころではない。水すい滴てきがそこらに垂れているのも構わず、洗面台にどさっと重いブランドバッグを放ほうり出だすように置いてしまい、

「……ちょっと待ってよ。美人ですって？　美人なの、師匠は？」

「うん、もうめちゃべっぴん」

「……なんていうか……私の想像と違うんだけど。私の中では、柔じゆう道どう着ぎに袖そでなしデニムベストを重ね着した牛殺し野や郎ろうでイメージが固まってたんだけど」

　千ち波なみの横顔にぐりぐりとにじり寄る。「ワイルドだなー」と笑いつつ、千波はブラッシングで洗面台に落ちた自分の長い髪かみをティッシュで几き帳ちよう面めんに拾っている。

「実物の師し匠しようはね、美人で、しかも二文字の会だった。すっごい綺き麗れいなブルーのニットをさらっと着こなしてて、素す敵てきなんだよとにかく。目なんかもう、うるっうる。お肌はだもすべっすべ。でもふわっと上品で、しっとり優ゆう雅がで、どこか大人おとなな感じで、髪も長めで、うふふ……さらり……あはは……するり……キラキラキラ……みたいな」

「……美人。……そんなに、綺麗な人なの……」

「ていうかさー、超受けちゃったんだけど、そもそもなんで万ばん里りが師匠って呼んでるかっていうのがすっごいしょうもない理由で。加か賀がさん知ってる？」

　へらっといきなり、香子に笑顔えがおを向けてくる。

「師匠は本名、羽は野の紫し生おさん、っていうんだって。羽の野に、紫むらさきに生きる。名前までやたら綺麗」

「……紫生さん……」

「を、万里は『ししょう』って読んで、師匠はそれがツボに入っちゃって、そこから師匠で決定したんだって。ほーんと、しょうもな！　あれ、ゴミ箱どこだ？」

　ティッシュを片手にキョロキョロと千波は辺あたりを見回しているが、そんな姿は、すでに香子の視界に入ってはいなかった。

　香子は、脳内の師匠ゾーンにそれまで安住していた牛殺し野郎が、『あばよ！』と荷物を風ふ呂ろ敷しきにまとめて去っていくのを見ていたのだ。

　それと入れ代わりに、美人の羽野紫生さんがふわっと優雅に現れた。『お初どす……』

　綺麗なブルーのニットの膝ひざ上うえ丈たけワンピースに、黒のスエードロングブーツ。細身で、ゆるく巻いた艶つや々つやの髪は腰の辺りまで。

　潤うるんだ瞳ひとみは誘ゆう惑わくのうるうるアイズ。しっとりとした白しろ肌はだに、淡あわいパープルのアイシャドウ。白しろ蝶ちよう貝がいのピアスを耳元に輝かせて、ふんわりと微笑ほほえむ魔ま性しようの美形。背景に、羽がふわふわと舞まい落ちる演出つき。

『……堪かん忍にんしておくれやす。うちは銀ぎん座ざの女どすえ……』

　──銀座なのか。京都なのか。なんなんだ。どっちだ。ていうか誰だれだ。『あんっ……』なにをいきなり悶もだえている。

「……な、なんなのよ。……なんなの、それ。そんな美人の師匠と、万里は、一体なんの話をしているっていうの……」

「あー、なんかねー、師匠は悩なやんでるんだって。付き合ってる人と別れる別れないで今揉もめちゃってて、万ばん里りにそれを相談してるみたいだった」

　ぐわっ！　と香こう子こはいきなり目を三倍ぐらいに見開いた。その夜や叉しやも裸足はだしで逃にげ出だすが如ごとき表情に、千ち波なみは気づいていない。髪かみを結び直そうとして手元のゴムを洗面台に飛ばしてしまい、「うお！」とか声を上げていた。

「……恋愛相談なんか、してるわけ……？　私の万里と、美人の師し匠しようが……？　別れるの別れないの、って？」

「うん。万里は無事に別れられるように応おう援えんするって言ってたよ。絶対別れた方がいい、自分はなにがあってもずーっと師匠の味方だから、って」

「は、あ……!?」

「あ。もしかして、言っちゃいけなかったかな、こういうの」

　やば、と千波は小さく舌など出しているが、そんなの知ったこっちゃない。

　それより、万里。

　万里と師匠。あいつら。

　師匠と朝から松屋行っちゃったよー。師匠に電子辞書借りたから返してくる。へー、それ師匠にも教えてあげていい？　ああ、師匠もそれ言ってたかも。おっと、師匠から電話だ。ちょっとごめんね、もしもしー師匠？　今どこ？　あ、じゃあそっち行くわー。ごめん香子、師匠にコピーもらう約束してんだ。わーい師匠。イエーイ師匠。師匠ＬＯＶＥ！

　──とか、言って？

『うち、もう彼とは別れたいんどす……』

『でも、疼うずいてしまって一人ひとりではいられない身体からだやし……』

『女というのは、まっこと、面めん倒どうなものでありんすなあ……』

　もはや師匠は着乱れた花おい魁らんコスプレで、床ゆかにどエロくのの字を描かきつつ、ずいっと万里に迫せまっている。香子の脳内で。朝一の松屋で。それに対して、別れなよ！　応援するよ！　俺おれは師匠の味方だよ！　と、万里は──？

「……も、も、も……」

　動どう揺ようのあまり一秒間に五千回ぐらい瞬まばたきしながら、香子はプルプルとかすかに震ふるえ、口もうまく回らなくなる。

「問題、あり、じゃない……？　ど、な、そ、どう考えてもそんな……そんな、恋愛相談って、そ、そ、……そ……っ」

「ありゃ、やっぱそうかな？　ごめん、あたしが喋しやべったことは内ない緒しよにしといてくれる？」

　そ、は卒そつ倒とうのそ。

　洗面台に両手でしがみついてなんとか倒たおれないように身体を支えつつ、香子はとにかく、千波に頷うなずいてみせた。こいつが情報源になってくれるなら、それを断つような真ま似ねはするものか。

　とにかく、情報がもっと必要だった。ちゃんと真実を突つき止とめなければ。

「……師し匠しようについて、あんたもっと他ほかに知ってることない？　なんでも喋しやべって、なんでも聞きたい」

「あれ？　加か賀がさん、もしかして師匠に興きよう味みあり？」

「そりゃああるよ！　気になるに決まってるじゃない！　女、だもの！　それにそんな綺き麗れいだなんて今まで知らなかったもの！」

「おっやぁ～？」

　いきなり、千ち波なみは笑いながら香こう子この脇わき腹ばら、肝かん臓ぞうド真ん中に肘ひじをどすっ！　と一ひと突つき食らわせてくる。な、なによ、とよろめきながらたじろぐが、

「オッケーオッケー、そーだよねー。加賀さんも女の子だもんね！　加賀さんが師匠に興味持ってたなんて、もちろん万ばん里りには言わないから安心してよ！」

　師匠のこと、なにかわかったら教えるね、と言い残し、妙みようにテンション高く千波は女子トイレから先に出ていった。







　しかし千波が新たな情報を提供してくれることはその後なく、

「そうそう、来週のこれ、英語の前期試験のあとさ」

　その週の終わりのことだった。

　状じよう況きようをいまだに摑つかみかね、脳内に淫いん乱らん花おい魁らん師匠が乱れまくる姿を思おもい描えがきながら一人ひとり半はん端ぱに悶もん々もんとしていた香子に、万里は平気なツラで告げてきたのだ。

「語学のクラスの連中みんなで飲み会するってことになって」

　──午後八時のファミレス。

　ほぼ満員の店内にはハンバーグの匂においがまったりと漂ただよっている。

　テーブルには二人ふたりがドリンクバーで使ったいくつかのグラスと、お手て拭ふき、伝票、万里の側には電子辞書と語学のテキストとノートが広げられている。向かいに座った香子の側には、イタリアンハンバーグセットの後ではカロリーオーバー確実なのに我が慢まんできなかったデザートのソフト白玉あんみつと、万里の試験勉強を邪じや魔ましないように持ち込んだファッション誌。

　さらった訳をシャーペンでノートに走り書きしながら、

「その飲み会のあと、師匠がうちに泊とまるから」

　万里は、目も上げないのだ。

「……」

　ぼたり、と、口に運び損ねたソフトクリームが、広げたＶＯＧＵＥのページに落ちる。よりにもよって、愛するシャネルの新作ページに。しかしそれを拭ぬぐうこともできないまま、香子は、なにも言えなくなって固まった。

　声が出ない。ていうか、息ができない。

「あ、あれ？　香こう子こ？　今の話、聞いてた？」

「……」

　沈ちん黙もくに気がついたのか、不ふ思し議ぎそうにやっとこちらを見て、万ばん里りが首を傾かしげてみせる。

「どうした？　顔面がびっくんびっくんしてるけど」

　どうしたもなにも、だ。頭の芯しんが痺しびれたようになって、視界が真っ白に塗ぬり潰つぶされるほどの衝しよう撃げきを受けているのだ。愛するあなたの今の発言に。

「の……の……の……」

「……んのんばあと？」

　誰だれー？　オレー、などと万里は一人ひとり軽々しくふざけているが、相手ができる心の余よ裕ゆうは今の香子にはビタ一ない。

「……飲み会の後、師し匠しようを、部へ屋やに、泊とめる……？　そう言ったの？」

「うん？　うん。もう約束したし。だからその日と、一応次の日は、いつもみたいにいきなり部屋に侵しん入にゆうしてこられるとちょっと問題発生の可能性があるからご注意を、って話」

「……なんで泊めるの……？　泊めてなにをするの……？」

「なんでって、師匠は友達だし。飲んだ後のひと時を普ふ通つうにうちでまったりするだけ。サシでさらに飲み直したりしようかな、と」

「……それって、本気、なの……？」

「え、なに、もしかしてやだなーとか思ってる？」

　やだなーとか、思ってる。

　正確に言えば、やだなーとか思ってるどころじゃなく、香子の胸の内では大地ごと根こそぎ掘ほり起おこして地表をごっそり剝はぎつつぶっ飛ばすような猛もう烈れつなサンダーストームがバチバチバリバリ閃せん光こうとともに吹ふき荒あれてなにもかもを吹き飛ばし舞まい上あげ破は壊かいしまくりながら暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくしている。祭りだ。もはや祭り。嫉妬フェスティバルのデストロイ御み輿こし。

　飲んだ後に師匠を泊めてまったりするだけだと？　それが、普通だと？　友達だから？　悪びれもせず、自分の彼女にも事前に了りよう解かい得ちゃう、みたいな？

　なんだそれは……何事なんだ。なにが人生に起きているんだ。師匠も師匠だ。なんて女だ。一応彼氏がいる身分で、別れ話を相談している男の部屋に泊まりにいくだと？　よくも、よくもそんなハレンチな真ま似ねができたもんだ。たいしたタマだ。ド図太いアマだ。極悪の泥どろ棒ぼう猫ねこだ。

『でも、本当にただのお友達やし……今は。まだ。きゃっ、怖こわいお顔。やあ、うち、怖いわあ……抱だいて？』

　おまえが怖いわ！

　──けれども、

「……ば、万里。語学の試験が終わったら、うちの近所に新しくできた雑貨屋さん兼けんカフェに行ってみようって約束してたよね。してたでしょ。してたの。……忘れちゃった？」

　[image: に濁点][image: っ濁点]ご[image: り濁点]──。

　顔面ビクつかせながら、香こう子こはなんとか一応、微笑ほほえむことに成功した。

　ここでブチ切れ、浮うわ気き者ものと万ばん里りを罵ののしり、嫉しつ妬とも露あらわに泣なき喚わめいて大おお騒さわぎするのは簡単だ。でもそんな狂きよう態たいを晒さらしてしまったら、万里は師し匠しようを泊とめることは考え直すとしても、香子への愛情にもマイナスの力が加わると思うのだ。

　こうやって事前に報告してくるあたり、多た分ぶん、万里の方には本当に妙みような下心などはないのだろう。そこは信じている。問題は師匠の下心なのだが、それに万里が気づいていない今の時点でそこを取り立てて騒いだとしても、万里にとっては香子の方が「ただの友達関係なのに大げさに反応する嫉妬深くて狭きよう量りような彼女」になってしまう可能性があった。「それに引ひき換かえおしとやかな美人の師匠は……」となっては取り返しがつかない。

　だから堪こらえて、我が慢まんして、つけたい文句は全部飲み込む。あくまで婉えん曲きよくに、必死こいての無理やりな穏おだやかさで、北風と太陽ならば太陽の方で、やんわり事態の収拾をつけたい。

　それなのに、

「忘れてないって。でもそれはまた今度で。ちょっと事情があって……まあ恋愛関係のことなんだけど、師匠、今めっちゃ落ち込んでるんだよ。精神的にすっごく弱っちゃってて心配でたまんなくてさ。俺おれは師匠の味方してあげたいし、なんでも力になってあげたいって思ってる。うちでまったりするだけでも、ちょっとは心が休まるかもしれないし」

　などと、万里は言う。

　ほとんど愕がく然ぜんとして、香子はもはや作り笑いもできず、素すの表情で言い返してしまう。

「……そこまで師匠に肩入れしてるわけ？　……私よりも、師匠が優先なの……？　なんで？　私が万里の彼女なのに、私が我慢しないといけないの？」

「えー。そういうこと、言ってほしくないな、俺」

　困ったように息をついて、万里は香子を見返した。

「悪いけど、今回だけは師匠優先。本当に今、師匠は向こうの人と別れ話がうまくいかなくて、不安定で危なっかしくて見てられないんだよ。メシもろくに食えてないみたいで」

「……じゃあ、それなら、わかった。私も一いつ緒しよに飲み会についていって、万里の部屋に師匠と一緒に泊まる」

「そうやって俺たちの仲良しさを見せつける？」

　万里がこの時点ですでに半分ぐらい呆あきれた目をしているのには気づいていたが、

「そうだよ！　私と万里は運命の絆きずなで結ばれた完かん璧ぺきな恋人同士で永遠に磐ばん石じやくな関係だって、はっきり師匠の目に焼き付けて帰ってもらうの！」

　口は、止まらなかった。その結果がこれだ。

「ないよ、ないない。それはさすがにありえない。そんなこと、できるわけない。俺たちが仲良くしてるところ見て、現在進行形で傷ついてる師匠がいい気分になるわけないだろ。だから今回は悪いけど、本当にこっそりついて来たりとかはしないで。マジで。これはフリじゃなくて、本気で」

　大きく首を横に振って、それはあたかも最終宣告のようであった。

『……ってわけやから、堪かん忍にんえ。そうや、ぶぶ漬づけでも食べていかはります？』

　なんてことだ……。

　ぽかーんと口を半開き、目は全開で、香こう子こは万ばん里りのツラをただ見つめていた。背筋が震ふるえる。視界が滲にじんできた涙なみだでゆらゆらと揺ゆれ始はじめる。

　なんで？　どうして？　万里。ひどいよ。ひどすぎるよ。こんなのってないよ。一体どうしてこんなことになってしまった。

　息を一度大きく吸い、声の限りに想いを喚わめき散ちらそうとしかけて、

「……っ……」

　しかし、香子は耐たえた。全力でもって、ぐっと息を詰つめる。

　ここはファミレス。人目がある。こんなところで泣いて喚いて大おお騒さわぎしたら、前に万里の部へ屋やでヒステリックに大泣きしたときのようには無事では済まない。あの時は二人ふたりきりの密室だったし、万里と抱だきしめあって別れ話になるのは回かい避ひできたが、ここではだめだ。ていうか、あんなのは二度とだめだ。公共の場でみっともなくヒステリーダダ漏もらしにしたら、万里に本当に嫌きらわれる。困らせる。呆あきれられる。

　必死に涙を堪こらえ、奥おく歯ばを食いしばり、香子はなんとかバッグを摑つかんで立ち上がった。

「……私、帰るね。勉強がんばって」

「え？」

　え？　って。え？　って、なんだ。なにが、え？　だ。

　後を追おうと万里も慌あわてたように立ち上がるのがガラスドアに映っていたが、香子は逃にげるように外へ飛び出した。嗚お咽えつが漏もれてしまいそうな口を必死に片手で押さえながら、ちょうど目の前にいたタクシーに素早く乗り込む。

　住所を告げると、タクシーはすぐに走り出した。

　シートに体重を預けて、香子は深く俯うつむき、泣き出さないように何度か深呼吸を繰くり返かえす。視線を窓の外へ投げて、輝かがやくような夏の夜の東京を見やる。

　街のライトの眩さは、いまや完全に他ひ人と事ごとだった。タクシーの中のこの暗くら闇やみと、外の世界の次元の隔へだたりは凄すさまじい。

　自分だって、少し前まではあっちの世界で、あんなふうにキラキラしていたのに。あのキラキラの一部だったのに。大好きな万里と手を繫つないで笑いあって、なにをしていても楽しくて、笑えて笑えて仕方なくて。なのに、今はこんなに、遠く離はなれて……一人ひとりぼっち。

　どうしてこんなふうになってしまったのだろうか。あのとき自分はどうすればよかったのか。笑って、そっかー、と頷うなずけばよかったのだろうか。師し匠しよう、泊とまるんだー。そっかー、と。……でも、できなかった。できなかった自分が悪いんだ。そうだ、自分が悪い。自分のせいだ、この事態はすべて。楽しんでね、って笑えなかった自分が悪い。ああん……！　もう、ばか！

　ばかばかばか！　香こう子このばかメンヘル！　狭きよう量りような人生音おん痴ち！　生き方下べ手た！　彼女失格の恋愛ルーザー！　こんなことじゃ一生孤こ独どく、縁えんなし女間違いなし！　変わらなきゃ！　直さなきゃ！　どうにかしないとこんな自分のままではだめだめだめだめだめだめだめ！　だめだー！

　しかし外がい苑えん西にし通どおりの途と中ちゆうで、

（……いや。ちょっと待ってよ……）

　ふと自分責め大好きのドＭは我に返った。

（……私、そんなに悪いか……？）

　顔を上げ、首を捻ひねる。

（こんなのって、あんまりじゃない？　どう考えても、私、キレる権利あったよね……？）

　彼氏が、女を部へ屋やに泊とめるという。

（……むしろ、ばかなのは万里の方なのでは……？）

　それを知らされて、怒おこらずにいられる彼女という生き物が、この世にどれだけいるのか。それを許せるとすれば、そんなのはそもそも恋愛関係とは呼べないのではないか。相手を好きなら、許せるわけがないではないか。ケンカになっても当然だった。それでも許しちゃいけなかった。ぶつからなければいけなかった。

　むしろ、切れるべき局面だったのだ。はっきり、あれは。今いま更さら香子は気がついて、後ろを振ふり向むくがもう遅おそい。ファミレスは遥はるか遠く、遅すぎる。

（……してやられたんだ……！）

　親指の爪つめを嚙かみしめ、憎にくき銀座の京女（？）・師し匠しようが楽しげに高笑いしている姿を脳裏に描えがく。

　今回の件は、香子に真っ向叩きつけられた師匠からの挑戦状だったのだ。師匠は、香子と万里、二人ふたりの関係にこうやって揺ゆさぶりかけてくる外敵なのだ。こうやって二人が気まずく離はなれていくことこそ、師匠の狙ねらいそのものだった。

　尻しつ尾ぽを巻いてむざむざと逃にげてしまったら、それが敗北だ。負けるなんて絶対に嫌いやだ。万里を奪うばわれるなんて許せない。加か賀が香子の人生に敗北なんて似合わない。

　というか、万里も万里だろう。本当に……なんなんだあいつは。なんなの。なんなのよ。本当に、ばかなんじゃないの？　ホイホイといとも簡単に乗せられやがって。美形ならなんでもいいのか？　誘さそわれれば誰だれでもいいのか？　ぽわ～っとなってふらふら～なのか？　あの尻しり軽がるめ！

　──許せない。

　こんなの、どうしても、許してはいけない。

「……お仕置き、だね……」

　思わず口に出して呟つぶやいていた香こう子このドＳも極まる低い声に、運転手の肩がビクッと震ふるえる。

　携けい帯たいをさっきからずっと震わせている万ばん里りからの着信に、今はあえて出ないでおいた。メールにて、さっきはごめんなさい、と殊しゆ勝しように返しておく。

　実はちょっと体調がよくなくて、イライラしちゃったの。今日はこのまま帰るね。わがままでほんとにごめんね。次に会うときは、仲良く過ごそうね。

　携帯のフリップが金具ごと粉こな々ごなに砕くだけ散ちるほどの勢いで閉じて、いまや香子の目は静かに据すわりきっていた。

　次に会うときは、（万里と師し匠しようは）仲良く（私のお仕し置おき地じ獄ごくで）過ご（すことになり）そうね──。







　　　　＊＊＊







　時は夏休みの昼下がり、千ち波なみの部へ屋やへ再び戻もどる。







　千波は、二階のキッチンにアイスを取りにいったはずだった。それがなぜだか、

「……ていうかぁ、もうこれぐらいまでいっていいんじゃないか的な～」

「あっはっはっはっはっ！　痴ち女じよ！　痴女、出た！」

　気がつけば、こんなことになっていた。

　部屋の中央のローテーブルにはビールの空あき缶かんと、チューハイの空き缶。ハイボールの空き缶も。そしてポテチと歌か舞ぶ伎き揚あげとチョコの空あき袋ぶくろが散乱していて、その真ん中にはなぜか香子のＴバックがあしらわれている。

　いちご味のアイスなくなっちゃってたよ～ごめん！　かわりにこんなのあったから持ってきてみたんだけど！　と、千波がキンキンに冷えたビールの缶を二つ、持ってきたのが始まりだったと思う。

「まだいけるか～？　まだいける！　う～ん、ギリギリまで攻せめる！　攻めるよ～！　はい攻めてる攻めてる攻めてるよ～！」

「あっはっはっはっはっはっ！　見えてるっ、見えてるからっ、痴女っ！　ばーか！」

　ばしっと千波のデコを叩たたくと、千波もそのままゲラゲラ笑い出して止まらない。二人ふたりしてラグにぐずぐずと崩くずれ落おちて、そのままだらしなくぐてっと転がる。

　千波も香子も、まだ昼食を食べていなかった。そしてエアコンが入っていても今は真夏、暑さに喉のどがからからだった。すきっ腹に入れたアルコールは容よう赦しやなく脳まで染しみ渡わたり、つまみもお菓か子しみたいなものしかなくて、午後のひととき、すでにしてこのありさまなのだ。

　岡家にはタイミングが良かったのか悪かったのか、アルコール飲料が豊富にあった。両親の引ひつ越こし前にご近所さん同士、お別れの簡易飲み会を開かい催さいしたばかりだったのだ。余った分も餞せん別べつ代り、たっぷり冷蔵庫に残されていた。

「ていうかピザ、遅くない？」

「ピザ遅いね～」

「いつ頼たのんだっけ？」

「ちょっと前だよね～」

「なに頼んだっけ？」

「あ～……ピザかな？」

「いや、味、なに頼んだっけ？」

「ん～……ピザかな？」

「ピザかあ……あっはっはっはっはっ！　来たらあんた、その格好で玄げん関かんに出るの!?」

「出ちゃうかも～！　でもまだまだ、まだいけるよ～！　ほら、まだまだ攻せめるよ～！」

「痴ち女じよ！　出た、痴女！　あっはっはっはっはっ……ていうかピザ、遅くない？」

　脳みそとろっとろ状態で二人ふたりが宅配ピザの注文をしてからかれこれ二十分。もはや幾いく度ど繰くり返かえされたか誰だれにもわからない、エンドレスのアホ会話であった。

　香こう子こは下半身に豹ひよう柄がらのビキニ、上半身に千ち波なみの土管タンクトップを着て腹ばいになっている。ちなみに、前後を間違えて着ていて、胸元の開きの角度が妙みように浅くて変である。肩けん甲こう骨こつのあたりには胸パッドの膨らみが二つ。

　千波は白に蛍けい光こうライン入りの競泳水着を、上半身部分を脱ぬいで下にだけ履はいて、胸には香子のエロレゲエビキニ。元より極小の三角形を自分の指でくいくいつまんで引ひき絞しぼり、乳輪ギリギリのラインまで露ろ出しゆつの限界を試してみているのだった。さっきからずっと。

　香子がこうなる前に着てみせた豹柄のビキニは、千波に言わせれば「道に迷ったターザンが、うっかり海岸線に出て来てしまったみたいな間ま抜ぬけさ」であった。

　千波がこうなる前に着て見せた白の競泳水着は、香子に言わせれば「なにを狙ねらっているのかわからないけれどとにかくなにか特とく殊しゆな嗜し好こうの人間をターゲットにしている感がありありで怖いからやめろ」であった。

　そんなこんなの末に、もー水着ってよくわかんないよねー！　適当にそれも着てみるべー！　んじゃあ交こう換かんしてみるべー！　の、成なれの果はて。が、この状じよう況きよう。とても男性陣じんにはお見せできない、薔ば薇らの女王と宇宙一プリティー生物の今の惨さん状じようであった。

　ぐらぐらゆれながら腹ばいのまま、上半身だけをしゃちほこみたいに起こし、

「ピザなかなか来ないし……あはは、ポテチ、こっちもあけちゃおっかぁ？」

　香子はへらへら笑いながら未み開かい封ふうの袋ふくろに手を伸ばす。

「えっ、のりしおもー!?　加か賀がさん、のりしおもー!?　のりしおもいっちゃう加賀さんなのー!?　のりしおもー!?　これからピザが来るってのにー!?」

「もーいいじゃん、太って、なにが悪いわけぇ？　なんでデブったらいけないわけぇ？　どうせ、どうせデブったってなんだってぇ、水着だってなんだってぇ、ピザだってなんだってぇ、だめなもんはだめなんでしょぉ？　関係ねえんだわぁー！」

　びりー！　と荒あら々あらしく袋ふくろを引ひき裂さいてしまうと、香こうばしいポテトチップスがラグにぼろぼろ散らばった。それを拾って食べて、うめー！　と千ち波なみがひっくり返る。

「ウメじゃないから！　のりしおだからぁー！」

「わかってるからぁー！」

　二人ふたりが理性を失ってバリバリポテチを食らう音が部へ屋やにしばし鳴なり響ひびく。そして二本の腕がほぼ同時にビールに伸のびて、ごくっ、ごくっ、と二人の喉のどが鳴る。うっぷ、はあー！　とおっさんみたいに呻うめき交かわし、

「……はあぁ……！　ああ～ん！」

　そのまま香こう子この方は、妙みようにエロく萎しおれていく。再び、ぺったりと腹ばい。両腕の中に髪かみも乱して顔を埋うめ、いきなりぴくりとも動かなくなる。真夏の午後、天敵の部屋でぶろんぶろんに酔よっ払ぱらっても、胸に広がる不安の雲は払いきれるものではなかった。

　ちらっとその白い身体からだを見やって、千波は世にも恥はずかしいチラ乳輪ルックのままでしばし静かに黙だまり込こむ。

　完かん璧ぺきなスタイルなんだな～この人、などと、酔った頭で思う。

　シミ一つない大理石みたいな肌はだに、グラビアアイドルも顔向けの凹おう凸とつ。服を着ているときには細身でとにかく華きや奢しやなイメージだったが、脱ぐと意外なほどにしっかりと筋肉もついていて、香子の身体は本当に美しく引ひき締しまっている。長い巻まき髪がみがその背と肩にクルクルと柔やわらかに散り、まるでファンタジーな世界のお姫ひめ様さまのようだ。夢みたいな美女だった。

　──さぞかし大事にしているんだろうなあ～、と、千波は思うのだ。

　万ばん里りはこの美しい恋人を、きっと宝物みたいに扱あつかっているんだろうなあ～、と。もし自分が万里でもそうすると思う。

　ついさっき、どうしようもない己おのれの恥ち部ぶを告白するような思おもい詰つめた目をして、香子は「私たちは、まだ、なの」と話し出した。

　私たち、キスを何度か、ほんとに片手で数えるほどの回数、しただけなの。それ以上のことはないの。ていうか、万里が「その気」になることは、この先永遠にないように思えるの。実は一度、自分からはっきりと泊とまりたい、と意思表示をしたけれど、そのまま帰らされたの。……どうなのこれ。ねえ、どうなの……私、どうなの……。……終わってるよね……と。

　そ、そうだったんだ～、などと曖あい昧まいに答えつつ、しかし千波は香子を帰した万里の気持ちがわかるような気がしていた。

　だって、そう語る香こう子この、その切せつ羽ぱ詰つった眼まな差ざしときたら。余よ裕ゆうゼロの、必死なギリギリ顔ときたら。そんなノリとそんな顔でその身を投げ出されたとしても、こっちは生いけ贄にえに捧ささげられた村の乙女おとめを狙う魔ま物ものかなにかかよ……なんて思ってしまいそうなのだ。

　これで本当に手出ししてしまったら、随ずい分ぶん安く見積もられてしまう、みたいな。気持ちが軽く扱あつかわれてしまう、みたいな。そんなことができるヤツだと、できる程度の適当な想いなんだと香子に思われてしまうのが怖こわい、みたいな。

　そんなふうに、千ち波なみは万ばん里りの内心を想像したのだが。

「まるで、お人形かなにかみたいに、思ってるんだよぉー……！　万里は、私のことぉー……！　んにゃー！」

　ジタバタと、香子はバタ足するみたいに両足をばたつかせて子供みたいに喚わめきだす。と思いきや、

「ていうか！　これは別に性欲とか、そういう問題じゃないから！　わかる!?」

　ガバ！　といきなりシリアスに顔を上げて、千波を見つめてくる。お、おう、と頷うなずくしかないその勢い。

「……ただ、ただね、ただばんり……万里が好きなの。私……」

　瞳ひとみをうるうるに潤うるませて、香子はほわっと微笑ほほえみかけてくるのだが。そんな男殺しな純な素す顔がおをあたしに見せてどーすんのさ……と、千波は内心突つっ込こみを入れる。

「万里と恋人でいる今という時を、この一いつ瞬しゆん一いつ瞬しゆんを、ちゃんと……私の人生に、刻みつけておきたいの……。それだけなの、ほんとは。……だから、本気で、そういう関係になってもいいって思ってる。……おかしい？　私は、ばかみたい？　世間によくいる、安っぽい淫いん乱らんなバカ女に成り下がってる？」

「え、えぇ？　まさかぁ！　そんなひどいこと思わないよぉ！」

　安っぽい淫乱なバカ女──なんて次元を遥はるかに通り過ぎて、まるっきりただのバカ、な格好で千波は声を上げて答える。思わず、乳輪ラインをギリギリまで攻せめていたビキニを通常状態に戻したくなる、香子の不意に真しん剣けんな視線。

「……今度ね、毎年恒こう例れいのバカンスで、家族みんなしてバルセロナに行く予定があるの……」

「うんうん」

「……私だけ、それをパスして、東京に残って……その間に、万里とお泊りとか、して、そういう関係もありな状じよう況きようにもつれこみたい……なんて、ひそかに思っていたりするの……」

「ほほう……！」

　ばりっ、と千波が興こう奮ふんとともにポテチを嚙かみ砕くだく音が妙みように高らかに響ひびく。今、結構すごい乙女の覚かく悟ごを聞いている気がする。

「……だから今回の海は前ぜん哨しよう戦せん……水着見せて、悩のう殺さつして、私も本気なんだってちゃんと理解してもらって、次の段階へのメンタル的な下地作りにもってこいの機会……なんてことまで、私は、考えてた、わけよ……」

　香こう子こはもったりと上半身を起こし、白い喉のどを綺き麗れいな弧この形に仰のけ反ぞらせてビールを最後まで一気に飲のみ干ほす。カラになった缶かんをローテーブルにターン！　と置いて、ごろっと仰あお向むけにまた寝ね転ころんで、なにを言うかと思えば、

「……ハイレグ……」

　履はいているビキニの腰部分を両手でいきなりぐいっと上に引っ張ってみせる。ぶはっ！　と不意をつかれ、千ち波なみは口の中のポテチを噴ふく。

　しかし香子はハイレグのまま、ぼんやりと酔よった視線を天てん井じように投げて、全然笑ってはいなかった。なにかを探すようにその目をゆらゆらと揺ゆらして、

「……万ばん里りは私をちゃんと好きかな？　万里はある日いきなり消えたりしないかな？　万里がここにいたって証しよう拠こを一生消えないようにとっておきたいなんて思ってる私は頭が変かな？　万里は本当はどこにいるんだろう？　万里はどこへ帰っていくんだろう？　万里は……まだ、『万里』を探しているのかな……？　いつか見つけちゃうの？　……そして行っちゃうの？」

「……？」

　よくわからないことをブツブツ呟つぶやいている。と、

「水着なんて……もう、なんでもいいんだよぉ！　そういう問題じゃ、ないのっ！　もっと内面の、心の、運命の、なんかそういうことなんだよぉー！」

　いきなりガバッと立ち上がった。盛大によろめきつつ、置いてあった自分のボストンバッグを摑つかみ寄よせて、

「次に摑んだヤツを着ることにする！　そしてその次に摑んだヤツをあんたに貸す！　それでもう決めることにする！」

「えっ!?　いや、ちょっと待って！　あたしまだ候補他ほかにあるし！　サイズ合うかわかんないし！　ていうか、ていうか加か賀がさんの水着ってなんか全体的にエロいし！」

「攻せめるんでしょ!?　攻めなさいよ！　攻めろったら！　攻めればいいじゃない！　私ももう腹くくったから！　水着がなんだとか、下っ腹がどうだとか、乳首がどうとか無む駄だ毛げがどうとかそういう問題じゃもはやないの！　これはもう、万里と私の戦いなの！　好きー！　大好きーっ！　んあぁー！」

「か、加賀さん落ち着いて！　ここに万里はいないからあ！」

「わかってるったら！　そうやって、全力で引っ張り合って、どっちがどっちに倒たおれるかって話なの！　私は万里が大好きだもん！　もうそれだけだもん！　力ずくでばかみたいでも無ぶ様ざまでも全力で万里を引っ張りたいの！　ありったけの力で引っ張って引っ張って、シンプルにあなたが大好きー！　って抱だきしめちゃいたいのー！　……とりゃー！　これだぁー！」

　思いっきりその手が高らかにつかみ出したのは、綺麗なターコイズブルーのビキニだった。おおっ！　と千波は思わず拍はく手しゆ。これって意外といい選せん択たくなのではないか？　少なくともぱっと見た感じ、今までのどの水着よりも香こう子こに似合いそうな気がする。

　そして続いて、

「あんたにはこれだぁー！　おりゃー！」

　次に摑つかみ出だしたのもなんだかんだで結構いい感じではないか。シンプルな、肩かた紐ひもの細い黒のワンピース。露ろ出しゆつ度どは低そうでなおかつシック、ちょっと大人、自分が持っている他の水着よりもずっとよさそうだと千ち波なみは思った。

「え～！　いいじゃんいいじゃん！　加か賀がさんなんでそれ最初から出してくれないの～!?」

「いい!?　着る!?　着てみる!?」

「着てみよう！　ていうか～、着たらこれで撮とってみて、お互たがい客観的に確かめよう！　ででーん！　出ましたぁーオカメラ！」

　千波も立ち上がり、チェストの定位置から自じ慢まんのハンディカムを摑んで、香子にレンズを向けてみせる。そういえば、と香子は真顔になる。

「壊こわれなかったんだ、それ」

「そうだよ～！　大だい丈じよう夫ぶだったの！　加賀さんに『あの夜』３メートルぐらい路上にぶっとばされた割には！」

　そのとき、玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「あれ？　なんだろ、こんな真昼間に」

「なんだろうね。出ないでおけば？」

「そうだね、めんどくさ……あっ!?　ピザじゃん!?」

「そうだー！　ピザだよ！」

　アルコールに浸ひたった脳のう細さい胞ぼうが、危いところで記き憶おくを取とり戻もどした。すかさず千波はオカメラのスイッチを入れて録画モード。

「よっしゃ、ドキュメンタリー！　ピザ取りに出まーす、加賀さん笑って！　いっくよー！」

「あ、待って待って、お財さい布ふお財布！」

　酔よった勢いでとんでもない格好でピザを取りに一階へ降りていく二人ふたりの姿を、オカメラ自身は声も立てず、音もなく淡たん々たんと録画している。







　　　　＊＊＊







　万ばん里りが一人ひとり暮ぐらししている街の、万里が住むマンションの、すぐ近くの十字路。そこに、暗がりに紛まぎれるように立つ二人の女子大生の姿があった。

　二人の間で、のちに「あの夜」と呼ばれる夜の、これが始まりである。







「しっかし……まさか師し匠しようが万ばん里り狙ねらいだなんて。なんか、すっごいびっくり情報なんだけど……ほんとに確かなの？　それ」

「絶対に確かだよ。間違いない。最悪。ていうか今夜、まさにその現場を押さえてやる」

　低く唸るようにそう呟いて、仁に王おう立だちになった香こう子こは細い路地の壁かべ際ぎわから通りの方を睨にらみつけるように見やる。

　その傍かたわらに御お付つきの者みたいに立つ千ち波なみは、オカメラをすでに片手にスタンバイして、しかしまだ完全には信じきってはいない顔で、思おもい詰つめた様よう子すの香子を見ていた。

　師匠は万里を狙う泥どろ棒ぼう猫ねこだった。今度の語学クラスの飲み会の後、師匠が万里の部へ屋やに泊とまる。その現場を急きゆう襲しゆうしてやる計画だから、あんたは一部始終をオカメラで撮さつ影えいして。──と、いきなり香子に命じられたのだ。

　それを聞いた千波は、あの師匠が万里を狙っている？　まさか！　と驚おどろいたのだが、あまりの香子の剣けん幕まくに押し負かされてしまった。絶対にそうなの！　私にはわかったの！　と言い切る香子の表情を見ているうちに、まあ確かに……言われてみれば、師匠ってちょっとそっちの気があってもおかしくはないっぽい雰ふん囲い気きではあったかも……？　などと、ほんのすこし、思いもした。

　なにより「かなりおもしろい、他ほかでは撮れないレアでリアルな修しゆ羅ら場ばが撮れると思うけど。撮りたくない？　そういうの」などと言われてしまっては、まあ、ぶっちゃけ、撮りたいっす、と答えるしかない業ごうの深い千波でもあった。

「さあ、ちょうど終電の頃ころかな……多分そろそろだよ。ばっちり撮影してよ。そのためにあんたを呼んだんだから」

「こっちはとっくに準備オッケー。加賀さんこそ、準備できてるの？」

　つん、と形よく尖とがった顎あごを突つき上あげ、香子は煌きらめくような美び貌ぼうを毒気たっぷりに微笑ほほえませてみせる。

「できてないように見える？」

　クラシックなデザインの、純白のミニワンピース。ハイヒールにグッチのショルダー。たっぷり背中まで打ちかかるゆるい巻まき髪がみに、シルクのカチューシャ。ディープレッドの艶あでやかな唇くちびる。

　いつもどおりに──いや、いつも以上に麗うるわしくファッションとメイクを決めた香子は、その手に、馬ば鹿かでかい拡声器を摑つかんでいた。体育祭の練習中の体育教師かライブ中の椎しい名な林檎りんごぐらいしか使う者のなさそうな、昔ながらのバズーカみたいなあいつ、である。

　香子は、胸に詰まった不満と鬱うつ屈くつを解消するために、万里のご近所に住む皆みな様さまの夜の安あん寧ねいを犠牲にすることを決意したのだ。（皆様、ごめんなさい。ご迷惑おかけします。本当に申し訳ございません。ご意見、クレームは、多た田だ万ばん里りと羽は野の紫し生おまでどしどしお寄せ下さい。）

　語学クラスの飲み会が終わったら、万里は師し匠しようを連れて、恐おそらく終電でマンションに戻ってくるだろう。そして最短ルートであるこの道を歩いてくるはず。酔よった二人ふたりはぴったりと身を寄せて、彼女公認の浮うわ気きの構図も露あらわに、恥はじ知しらずにも帰ってくる。

　そこを急きゆう襲しゆうしてやろうというのが香こう子この計画であった。問答無用、いきなり行く手を塞ふさぐように登場するなり「うーわーきーもーのぉぉぉ─────っ！」と、拡声器で絶ぜつ叫きようしてやろうと決めていた。そして自分（と、一応千ち波なみも）は逃にげ切きるつもりである。

　突然の大音声に、ご近所はちょっとした騒さわぎになるだろう。下へ手たしたら警察を呼ばれるかもしれない。……そうなるならなってしまえばいいんだ。めちゃくちゃに怒おこられて、そして恥をかくがいい。近所中に噂うわさされ、立場をなくして、肩身の狭せまい思いをするがいい。それが浮気のお仕置きだ。こんなにも心を傷つけてくれたお返しだ。代だい償しようはきっちり、その身体からだで支し払はらってもらおうではないか。

「でもさー、この後加か賀がさん、万里と気まずくなったりしない？　下手にこじれちゃったらどうするの？　ひょっとして、すでに別れる決意はできてる……とか？」

「まさか。お付き合いは継けい続ぞくだよ。当然」

　千波に鬼おにのような笑顔えがおを返し、香子は一度ばさりと髪かみをかきあげる。

「むしろこの先はより安あん泰たい。だってこの浮気現場急襲動画は、事あるごとに利用できると思うの。なにか意見が食い違った時や、もしも万里が私を捨てようとした時。別れ話なんて持ち出された時。こんなことまでやらかしておいてその口がなにを言うのよ!?　って。万里を一生逃がさないためのいい材料になると思うの」

　ごく、とちょっと黙だまり、

「……加賀さんはさー、なにかが多た分ぶん……すっごい、過か剰じよう、なんだよね……」

　千波は気まずく瞬まばたきを繰くり返かえすばかりだが。香子はあくまでも自信満々、迷いなど微み塵じんもない目をして駅へと続く通りに視線をやる。

「愛情だよ。愛情がいっぱいに溢あふれてるの」

　そのときだった。

　はっ、と香子が壁かべ際ぎわに身を潜ひそめる。慌あわてて千波もそれにならった。やがて静かな住宅街に、若い男の声が聞こえてくる。それは確かに万里の声で、「もうすぐつくからな、師匠。大だい丈じよう夫ぶかよ？」などと言っている。師匠の声は聞こえてこない。

　香子は顔をビキーン！　と引きつらせながら、手にした拡声器をぐっと持ち上げる。それを見て、千波はオカメラのスイッチを入れるが。

「ああ、でもやっぱり結構緊きん張ちようする……！　超音波、もしも私が土ど壇たん場ばでびびっちゃったら、そのときはあんたが私をその気にさせてよね！」

「えっ！　ど、どうやって!?」

「頭でもお尻しりでもなんでもぶっちゃってもいいから！　やるって決めただろうがぁ！　このビビリ虫のダメ人間がぁ！　って」

「う……意外とあたし、責任重い……」

　そう言い合う間にも、万ばん里りの声はさらにこちらへ近づいて来つつあった。香こう子こにも千ち波なみにも聞き覚えのありすぎる、あの能のう天てん気きな声。脳みその絞しぼりが甘あまめなのがダダ漏もらしの、ぼんやりのんきな喋しやべり方。ら行の語尾にわずかに混じる、ほのかな静しず岡おかの香り。

「師し匠しよう、ほら、しっかり歩けって。右、左、右、左……あーあ、飲みすぎだよな、これ絶対……おっと。ほら、危ないだろ？　手、こっちな。はい、ちゃんと俺に摑まっときな。そしたらちゃんと家まで連れてってやるからなー」

　──歩けないほど酔よった師し匠しようを、抱かかえてやっているのだ。

　まだ飛び出しはしないまま、しかし万里の声から状じよう況きようを読んで、香子は唇くちびるをきつく嚙かみ締しめた。しかも心なしか、自分といるときよりも男らしく感じるのはなぜなのだろうか。にわかにイケメン気取りか……あの、浮うわ気き者もの！　そして、

「ああ、もう、泣くなって……師匠」

　困ったような声。

「師匠がいたいなら、いくらでもうちに泊まっていいから」

　蕩とろけるように優しい声。

「明日あしたの朝飯、俺、師匠が好きなものなんでも作るよ」

　気き遣づかわしげな、そっと泣き顔を覗のぞき込こんでいる様よう子すが見ているようにわかる、声。それらは全部、もはや聞き間違えようもない多た田だ万里の声。師匠とぴったり寄より添そっているのだ。手を取り合って、部へ屋やまでの静かな道のりを歩いているのだ。香子の顔に闇やみが射し、真っ黒に表情が塗り潰される。あんなふうに、自分はしてもらったことなどない。あんな声も、あんな言葉も、自分は聞いたことがない。

　お泊りをやんわりと断られたことしか、自分には、ない──。

　あらゆる感情が噴ふき出だしてきてわなわな震ふるえる肩をつついて、千波はオカメラのレンズを香子の方へ差し向ける。口パクで「いくか？」と聞いてくる。それに頷うなずき、香子は拡声器を肩まで担ぎ上げる。

　……さあ、いくよ、あんたたち。

　いい感じに、なってるじゃないの。

　今にもできちゃいそうな風ふ情ぜいじゃないの。

　よくも、やってくれたじゃないの……！　天てん誅ちゆう！　お仕し置おきタイムだよ、万里！

　香子がハイヒールの靴くつ音おとも高らかに、千波を後ろに従えて路地から勢いよく飛び出したのと、

「うおっと！　師匠、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　万里が抱えるようにしていた人ひと影かげがバランスを崩くずし、アスファルトにごろんとすっ転がったのがほぼ同時であった。万ばん里りは慌あわててそれを引き起こしてやろうと身を屈かがめ、一メートルほど手前に突とつ如じよ現れた二人ふたりの姿には気づかなかったらしい。

　一方香こう子こは、気づいた。

　はっきりと気づいた。

　街灯に照らされながら哀あわれにくず折れた師し匠しようの──性別に。

「……っ!?」

　確かに美形、ではあった。一いつ瞬しゆん見ただけの香子にもはっきりとわかるほどに、師匠は並外れて素す敵てきな見目をしていた。髪はサラサラだし、すらっとした細身だし、酔よっていてもその顔は美しく整っているし、それになんて長い手足。……でも男だ。

　師匠は、男。そう、男。万里の部へ屋やに泊とまろうがなにをしようが、誰だれに文句を言われる筋合いもない、疑われる余地などありはしない、本当に普通の、ただの、かっこいい男子……。なんてこった、な、勘かん違ちがいであった。

　しかしこの状じよう況きよう、なんてこった、じゃ済すまされまい。

　はあ……!?　と香子は思わず目を見開いて背後の千波を振ふり返かえる。そもそも千波が女だと言ったから頭からそれを信じてこの大おお騒さわぎなのに、一体こいつ……いや、本当に！　こいつはどういうつもりであんなことを!?　──と、いきなりそのデコをビシャッと叩かれ、

「やるって決めただろうがぁ！　このビビ」

　抑おさえ気味、しかし遠えん慮りよなく声を上げた小こ柄がらなそいつを叩たたき返かえすよりも早く、

「……っ!!」

　どっせーい！　と、香子は抱かかえて全力。路地の奥おくへと放り投げた。火事場のバカ力というヤツだろうか、数十キロあるはずの人体は三メートルほども投げられて、「んぎゃっ！」と妙みような悲鳴を立てた。それきり通りは静かになる。

　さすがにその騒ぎに万里も顔を上げ、

「……は？　……え？　あれ？」

　目の前にいきなり突つっ立たっている自分の彼女の姿に驚おどろいている。そりゃそうだろう。突とつ然ぜんすぐ鼻の先に現れて、しかも手には拡声器をぶら下げているのだから。今いま更さら背後に隠かくそうとも隠し切れないデカいサイズが恨うらめしい。

「や、やーね！　なにかな今の音！　アニメ声の猫ねこが車にでも轢ひかれたのかな!?」

「……香子……？　なんでここに？　なにやってんの？　ていうか、な、なに持ってんの？」

「……あは……！」

　香子の全身を、冷ひや汗あせが一気に伝ってじっとりと濡ぬらす。

「もしかして……俺おれを待まち伏ぶせしてたの？」

「ま、待ち伏せ、っていうか……そのぉ……」

「……そういうのやめてって言ったのに……？」

　夢であってほしい、この気まずすぎる状じよう況きよう。来ないでと言われた現場に存在する己おのれ。うずくまっている男の師し匠しよう。

「……こ、こないだのことがやっぱりすっごく気になって、ていうか、ていうかね……謝りたかったのよ！　そそそ、そう！　謝ろうと思って、待まち伏ぶせじゃなくて、これは、待ってたの！　普ふ通つうに！　堂々と！」

　今、この場を誤ご魔ま化かすことができるなら、私は神にでも悪あく魔まにでも幽ゆう霊れいにでも魂たましいを売るだろう──売ります、魂。誰だれか買って。心の底から願いながら、香こう子こはもはや半ば失神しかけつつ、

「あ、あなたが、師匠!?　わあー！　いつも万ばん里りがお世話になってます！」

「……ふぁ……い？」

　万里の足元にうずくまっている、泣き顔の酔っ払い・師匠の肩をいきなり真正面からむんずと摑つかんだ。自分も跪ひざまずいて師匠をがくがく揺ゆさぶり、

「私、加か賀が香子といいます！　初めまして！　し、師匠！　私も師匠とお呼びしていいかしら!?」

「……ふぁ……あ……？」

「私も、師匠の味方ですから！　それを言いたかったの！　だからここで待ってた、といっても過言ではない！　そしてこれ、これね、師匠に私からのプレゼント！」

　摑んだままだった拡声器を師匠の膝ひざに無理やり押し付ける。

「言いたいことがあったら早めに言ったほうがいいっていう、暗あん喩ゆ！」

「……ん……？　ふぁ……？」

　それだけだから！　それじゃあ！　さよなら！　楽しい夜を！　──剛直しきったキレキレの笑顔で言うだけ言って、香子は路地に駆かけ込こんだ。まだ倒たおれ伏ふしている千ち波なみを片手で回収、一本向こうの通りへ出て、そのままタクシーに千波を放ほうり込こみ、自分も飛び乗る。

　ドアが閉まるなり、

「あんたぁぁぁ！」

　びしゃっ！　とデコを引っぱたき返した。

「な、なんでぶつのぉ!?　さっきもひどいよ、思いっきり投げ捨てるなんて！　あたしは加賀さんに言われたとおりにしただけなのに！　ていうか、マジ、なにビビってんのさ!?　このビビリ虫がー！　ダメ人間めー！」

「なに言ってんのよ!?　なんてことしでかしてくれたのよ!?　あんた、どういうつもりなの!?　私をはめたわけ!?」

　い、行き先は、と尋たずねる運転手さんに「とにかく出してください！」とだけ言って、

「はめたって、なにが!?」

「……男じゃないのよ……!?　あれ、師匠！　完全に、男じゃないのよ……！」

　さらにぐりぐり詰つめ寄よるが。千波は半ベソでオカメラの様よう子すを確かめながら、

「そりゃ男だよ!?　最初から男だよ師し匠しようは！」

「いけしゃあしゃあと！　あんた女だって言ったじゃないのよ！」

「は!?　言ってないよ！　え!?　女だと思ってたの!?」

「思ってたからこんな騒さわぎになってるんでしょうが！」

「なんでなんで!?　えー!?　わけわかんないよ、どうしてそうなったわけ!?」

「なにもかもあんたのせいでしょ!?　あんたのせいであやうく万ばん里りとの仲が壊こわれるところだよ！」

「えー!?　ほんとにわけわかんないってば！　あたしは最初からずっと男のつもりでしゃべってたもん！」

「あんた、師匠は美人だったって言ったじゃないの！　美人っていったら、普ふ通つうは女だと思うでしょ!?　ねえ運転手さん！　男に対して美人っていいますか!?」

　いきなり後部座席の騒ぎに巻まき込こまれて、運転手はバックミラー越しに「い、いやあ……」と呻うめく。「ほーら！」と鬼おにの首をとったみたいに香こう子こは千ち波なみを鬼顔負けの表情で睨にらむ。

「で、でも、師匠だよ!?　女の人はそんな名前で呼ばれたりしないじゃん!?」

「女の師匠なんていくらでもいるでしょ！　三味線の師匠とか！　お花の師匠とか！　日本舞ぶ踊ようの師匠とか！　内海うつみ桂けい子こ師匠とか！」

　う……と千波が言いい淀よどむ。これにて、この騒そう動どうの原因の主は千波であることが二人の間で確定事じ項こうとなる。

　ねえ、あの、行き先は……？　と、運転手の声だけが、車内に虚むなしく響ひびく。







　拡声器を、その後師匠がどのように使用したかは定かではなかった。

　わかっているのは、師匠が無事に彼女と別れることができたこと。サークルの男とくっついて、彼女はつき物が落ちたように去っていった……のだそうだ。師匠は、それを責めたりはしなかった。別れ際にはさすがにしおらしく、申し訳なさそうに小さく縮こまっていた彼女に、これまでの荷物を一式まとめてずっしりぎっしりのダンボール詰づめを、宅配ではなく、容よう赦しやなく手て渡わたししてやったのが最初で最後の意い趣しゆ返がえしのつもり、だったらしい。

　そんな話を学食で聞いた時、さらばじゃー！　って、拡声器で怒鳴ってやればよかったんだよ、と万里は納なつ得とくいかなげに言った。そ、そうだよねー……と、その傍らで、香子は視線を宙に泳がせた。師匠は、口元に小さな笑えみをただ浮かべて、向かいに座った万里と香子のカップルぶりを見つめていた。

　そして、師匠は千波の誘さそいもあって、夏休みに入る頃ころには映像研究会の一員となっていた。

　なぜか伝統的に美形が集まってくるという映研の噂うわさが、師匠の加入によってこの夏、さらに補強されることになったのだ。







　　　　＊＊＊







　ピザでーす、とピザを片手に、香こう子こが手を振ふった。

　その背後に身を隠すようにして、千ち波なみはふざけて千せん手じゆ観かん音のんみたいにバタバタと手だけを香子の身体からだの脇わきから動かしてみせる。

　テーブルに置いたオカメラに、酔よった二人ふたりはピザを食べている様よう子すを延々録画して遊んでいるのだった。それぞれ海に着ていくと決めた水着は、ブルーと黒。

　室内で試しに着てみたまま、その格好ででかすぎたかもしれないＬサイズのシーフードピザに取とり掛かかっている。

「えーと、ピザ、おいしいでーす！」

「おいしいで～す！　うふ！　きゃは！　ぴろ～ん！」

「すっごい、あんた、バカ顔……よく恥はずかしくないね!?　あとで素面しらふで見たら死にたくなるかもよ!?」

「あったし消したくなったらいつでも消しちゃうも～ん！　岡おか千波で～す！　未来のあたし、ハロー！　今日きようの千波はこんな感じで～す！　加か賀がさんとピザとビールでこんなんなってま～す！　ぴろろ～ん！」

「あっはっはっはっはっ……ひっどい、すごいブス……私も！　ぺろー！　加賀です！　香子です！　万ばん里りー、見てるー!?　大好きだよー！　愛してるー！　今日も明日あしたもあさっても、ずっと愛してるー！　いえーい！　きゃー言っちゃったー！」

「あは～、いまさらいまさら！　あたしたち今度、海いくんだ～！　めっちゃ楽しんで、一生ものの思い出作るんだ～！　ね、加賀さん！」

「うふふ、そして、その後は……あっはっはっはっはっはっ！　あんた、その顔やめてってば！　見られないよもー！」

「加賀さんもやって、この顔、やって！」

　香子と千波のとんでもない変顔映像は、その後も、ずっと消されることなどなく、千波のハードディスクに残っていた。

　ずっと、ずーっと先になっても。誰だれも抗あらがえない時の経過に、なにもかもが変わってしまっても。

　二人のこの夏の日の笑顔えがおは、ずっとここに残っていたのだ。
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　入れ！　入れ！

　と、ＮＡＮＡ先せん輩ぱいの唇くちびるが動くのを、万ばん里りは見た。

　声は聞こえない。チェーンソーと怒ど号ごうとアンプが噴ふき出だす爆ばく音おんにかき消され、まだマイクを通していないＮＡＮＡ先輩の命令の内容は読どく唇しん術じゆつにて知るしかない。入れ入れ、早く入れ！

　とっととここに入れっていってるんだよ馬ば鹿か野や郎ろう！

（なぜ……）

　万里は、なかば呆ぼう然ぜんと目を見開いたまま、棒立ち。小動物の死し骸がいを埋うめた地点に墓標代わりに立てられた一本の哀かなしいアイスの棒のようになって、間ま抜ぬけな姿を眩まばゆいライトの真下に晒さらし続けていた。

　己おのれの置かれている状じよう況きようを改めて確かめる。ここは、ライブハウス。照明と機材と人間たちが発する熱で真夏の外気よりも確実に暑苦しく、存在するもののなにもかもがたちまちびしょ濡ぬれになるほど湿しめっぽく、酸素はあからさまに足りていない。

　40人入れば満まん杯ぱいだというキャパに、今こ宵よいは60人の狂くるった暴ぼう徒とが汗あせに塗まみれながら押し寄せて、ステージの下はさながら北ほく斗との拳けんの世界であった。モヒカンもいるし、肩パッドもいる。スキンヘッド率と裸率もなぜだか異様に高くて、ステージ上の万里からは、客席はほとんど肉色の海に見えた。

　肉色の海はうねりながら荒れ狂い、ねじくれながら打ち寄せて、時折天てん井じようまで届かんばかりの勢いでバシュッ！　バシュッ！　と白っぽい飛沫しぶきを上げる。鯨くじらがあそこでスプラッシュ……ではなくて、泡あわ立だつ唾つばの潮しお吹ふきであった。絶ぜつ叫きようにあわせてむこうでバシュッ！　押し寄せる肉波に押しつぶされてこちらでバシュッ！　消しよう臭しゆうパフパフもこんな頻ひん度どでは吹いてはくれまい、という頻度であちこち汚く吹きまくっている。

　後ろの方では人間の上を人間が歩こうと試みているし、最前列ではステージに手をかけて猛もう然ぜんと頭を振っていた奴やつがいきなりその髪かみを背後から摑つかまれ、エビ反りにのけぞったまま肉の底に沈しずんで姿を消す。空いた一人分のスペースに五人ぐらいが割り込もうとし、バッシュバッシュ潮を吹いて咆ほう哮こうしながら頭でゴリゴリ押し合い、えぐい鉄球みたいに髪をツンツンに立てた奴がトゲで四人のスキンヘッドを圧あつ倒とうする。哺ほ乳にゆう類るい界でも、ここはかなり底辺に近い予感がした。

　圧倒的なこの世の果て的眺ながめを眼下に、ステージの上で思わず後ずさった万里の首筋に、冷たいものがトン、と触ふれる。

　その硬かたく尖とがった感かん触しよくにゾッとして振ふり返かえればＮＡＮＡ先せん輩ぱいがはっきり危ない物腰で笑っている。

　笑って、入れよ、と口を動かしている。その手には、巨きよ大だいな刃は物もの。

　ＮＡＮＡ先せん輩ぱいは興こう奮ふんもあからさまに、顔も身体も胸元も四し肢しも、全身すべてを汗あせに濡ぬらしてつやつやと紅こう潮ちようさせ、漆黒のアイラインで極きよく端たんに吊つり上あげた瞳ひとみもギラギラと光らせ、刀とう削しよう麵めんの店のバイトから借り受けてきたという巨大な剣の切きっ先さきで万里の頸けい動どう脈みやく付近をつついているのだった。

　狭せまいステージには人一人、しゃがめばやっと入れるほどのチャチな箱が置いてある。それに入れ、と。首に刃物を突つきつけられてはもはや棒のフリもしてはいられず、ここではあまりにも場違いな部へ屋や着ぎとサンダルという姿で、万里はよたよたと箱へ向かって歩み出す。

　爆ばく音おんは一層凄すさまじさを増した。先ほどまで二台のチェーンソーをブン回しながら首の後ろに回したベースを時折かき鳴らすという意味不明かつ器用な暴ぼう挙きよに出ていたヌラヌラのベース（正確には、裸はだかの上半身にワセリンを塗ぬりこんでヌラヌラ状態になってテカりまくっているベース担当のバンドメンバー）が、チェーンソーをライブハウスのスタッフに任せ、ベースに専念し始めたのだ。凄まじい重低音が空気を思うさまバイブレーションし、万里の鼓こ膜まくに爆音という名の暴力が改めてアタックをかける。物理的衝しよう撃げきを両サイドから食らって脳ごと震ふるえ、視界が曇くもる。その視界の片かた隅すみでＮＡＮＡ先輩はニヤリと笑い、幾いく多たの麵めん生き地じを屠ほふってきた剣の柄つかで、ぶら提さげたギターをギャあぁぁぁぁン！　と鳴らす。その途と端たん、アンプの傍そばにいた客が数人、潮しおを吹きながらぶっ飛んだ。

　ある者は耳に指でも足らずに拳こぶしごと両手を突つっ込こみ、ある者はトリプルサルコウ決めつつ膝ひざから崩くずれ落おち、ある者は白目を剝むいて肉の底に沈しずむ。立っている者は全員苦く悶もんの表情で顎あごが外れるほどに口をパクパク開き、逃げたいのか踊りたいのか嬉うれしいのか苦しいのかうるさいのか楽しいのか、とにかく全身の筋肉を痙けい攣れんさせ、飛とび跳はねながら中指突き上げ絶ぜつ叫きようしている。

　とにかく、終わらせなくては、と思った。もはやこの身が、というか具体的には鼓膜がもたない。逃げることも叶かなわないなら、終わらせるのを始めなくては。

　悲ひ壮そうな決意とともに、万里はパカッ、と自みずからの手で観かん音のん開びらきの箱の上部蓋ぶたを開き、その四角形の空間を覗のぞき込こんだ。本当に、ただの箱だった。真四角の、無ぶ骨こつな鉄板でできた立方体。

（……なぜ、こんなことに）

　肉の海のボルテージは既にぱっつんぱっつん、もはやモーゼ出現寸前にまで膨ふくれ上あがっている。新曲──ならぬ新ポエムの発表のときがきたのだ。念仏ロック、もしくは爆音ラップ、と万里が心の中で思っているこのバンドのジャンルは、ＮＡＮＡ先輩曰いわく、ノイジーポエトリーリーディング。ジャンル分けという出だしの部分からしてすでに相当意味がわからない上に、メインボーカルのＮＡＮＡ先輩は漫まん画がのコスプレという躓つまずきぶり。そして今日のステージの状じよう況きよう。このバンド、さらに混沌度を増している。

　だって手品じゃん……。と、万里は思うのだ。

　もはや入るしかないこの箱は、万里が中に座って納まれば、観音開きの中央に抉えぐられた円形の穴から首を蓋ふた上部に出して、傍はた目めにもわかりやすく南なん京きん錠じようでロックできる作りになっている。箱の側面には剣けんを通せる隙すき間まがいくつか空いていて、ＮＡＮＡ先せん輩ぱいの手には剣。要するに、まあ、そういうことだと思うのだ。あの、あれ。箱に人が入って、剣でブスブス！　でも不ふ思し議ぎ！　シンデナ～イ！　の、機構に違いない。

　ただし、演者である万ばん里りに、ここまで一切タネの説明はなかった。ただ入れと。そして刺さされろと。そしたら刺されて死ぬじゃん……と。手品通り越して事件になるじゃん……。そんなパフォーマンスが売りのバンドって、本気で、ジャンルなんなの……と。

　もう一度、すがるような思いで万里はＮＡＮＡ先輩の顔を振ふり返かえって見た。ＮＡＮＡ先輩の目には一切の迷いはなかった。そして正気の光もなかった。目を剝むいて舌を突つき出だし爆ばく音おんを発し、ステージへ打ち寄せる肉波をさらに煽あおりまくる。その手の剣はフェイクのおもちゃなどではなく、正しよう真しん正しよう銘めい、普ふ段だんは麵めんを削けずっている本物。一応人体は麵の生き地じよりもずっと強くできている、はず、なの、だが。

　なぜこんなことになったのか。

　ことの始まりは、ほんの24時間ほど前であった。

　昨日きのうまでの多た田だ万里は、ありふれた、なんてことはない、いつもどおりにヒマで退たい屈くつな真夏の一日をぼんやり生きている平へい凡ぼんな大学一年生の男だった。しかし今は、この通り。

　隣となりに住む先輩に殺されそうになっているのだから、今のご時勢、先のことはわからない。







　　　　＊＊＊







　24時間前──ライブ前日、午後十時過ぎ。




　翌日を生きる万里が見たならば、その静せい寂じやくさ、平へい穏おんさの只ただ中なかにルパンダイブで戻もどりたいと願うだろう日常生活の光景の中に、この日を生きる万里は佇たたずんでいた。

　住み慣れた自分の部へ屋やの、小さいながらも自分のキッチン。

　シンクの前に立って、背後のテレビの音声を耳だけで聞きながら、簡単に済ませた遅おそ目めの夕飯の片づけ中である。

　万里の目の前には、一本と半分の立派な太巻きがずっしりと鎮ちん座ざしていた。一本は綺き麗れいな紙に丁てい寧ねいに包まれたまま。もう一本は今さっき半分食べてしまって、断面を晒さらして皿の上に。

　……本当に、おいしかった。

　しみじみと目を閉じて数秒。万里はふぅー……と幸せそうにため息をつく。胃から全身に染しみ渡わたる満足感が、吐と息いきの形で溢あふれ出でたのだ。食事中に煎いれた実家のお茶との相性も抜ばつ群ぐんに良かった。いまだかつて出会ったこともないほどに、ものすごく、レベルの高い太巻きだった。今日きようのデートのお土産みやげに、香こう子こが持ってきてくれたのだ。

　万ばん里りの手首よりもやや太く、しっかり分厚い海の苔りには米がみっちり。食べ残した半分の断面には、様々な具材によってなんと夕日に照らされる富士山の姿が美しく描えがかれている。

（その方はね、太巻きで北ほく斎さいを再現している太巻きアーティストなの。たくさん頂いたから、万里もよかったら……ちょっと。なに笑ってるの）

　香子の言葉に、そのとき万里は「太巻きアーティストって！　そんなもんで再現するな北斎を！」などと吹ふき出だしてしまったのだが、笑い事ではなかった。

　見た目の美しさ、そして味の良さ。この二つの要素をここまで高めて海苔で巻いてくるとは。芸術の域に達しているといってもすこしも過言ではないと今は思う。北斎も草葉の陰かげで喜んでいるに違いない。

　香子にも、そして香子の母の知り合いだという太巻きアーティストさんにも心から感謝しつつ、万里はキッチンの収納棚だなからラップを取り出した。食べ残した分の断面に「ごちそうさまでした！」とぴったり慎しん重ちようにラップをかけて、しかしこれらをどうしようかとちょっと思案する。

　香子は、冷蔵庫に入れると固くなってパサついてしまうから、常温で置いておいて、できるだけ早く食べきった方がいいと言っていた。できたら今日、明あ日すの早いうちに、と。

　しかし季節は真夏。本当に常温で大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。酢すは殺さつ菌きん力りよく超強いから！　酢飯だから平気！　という理論なのだろうか。その理論を盲もう信しんして、万里は梅雨のころ、実家から送ってきた自家製梅干を小こ瓶びんごとカビの腐ふ海かいにしてしまったのだが。一方、食べ忘れてうっかり放置してしまったコンビニのおにぎりは賞味期限を一月近く過ぎてもフワリともせず……いや、閑かん話わ休きゆう題だい。今は太巻きにフォーカス。

　太巻きは、見た目よりも腹に重くたまる気もする。一本はとにかく今日中に食べ切ってしまうつもりで自信満々にもらってきたものの、香子と帰り際にカフェに寄ってついケーキなど食べてしまったせいもあり、半分でぴっちり満腹になってしまった。

　こんな不ふ甲が斐いない胃の主である自分が、残りの一本と半分を、明日の昼までにちゃんとおいしく頂けるだろうか。こんな見事な太巻きを固くしたりパサつかせたり、あろうことか腐くさらせたりなどしてしまったら、香子にもアーティストさんにも北斎にも申し開きできない。

　いっそ、今日のうちに誰かにお裾すそ分わけしてしまおうか──万里の脳裏に友である某ぼうびんぼっちゃまの爽さわやかな笑顔が即そくチラつくが、そのときだった。

　夜の風を入れようと開け放していたベランダのサッシの向こうから、「うあぁくっそ！」と、ハスキーに掠かすれた女の声が苛いら立だちも露あらわに聞こえてきたのだ。思わず万里はその場でフリーズ。聞き違えようもない、その声。恐おそらくは、万里と同じくサッシを開いたまま、隣となりの部へ屋やでＮＡＮＡ先せん輩ぱいが喚わめいているのだ。

　一体何事か、と思うより早く、もう一声続いた。

「くそったれが……！　ああっ！　くそっ！」

　うんこの集団に襲しゆう撃げきでもされたのか、と思うようなセリフに続いて、だむっ！　と乱暴に叩たたきつけるように、隣となりの部へ屋やのサッシは閉じられた。

　……うわお。

　万ばん里りは、暴力的に響ひびいたその音声に、見る者もいないのに思わず肩を竦すくめる。

　最近のＮＡＮＡ先せん輩ぱいは、どうやら本格的に様子がおかしい。──いや、出会った頃ころから不ふ審しんな点はいくつもあるが、ここ数日の状態は、時折廊ろう下かですれ違う程度の関係しかない万里の目にもはっきり変に映っていた。

　まず、ものすごく顔色が悪い。

　以前からＮＡＮＡ先輩のすっぴん顔は青白くて、貧血低血圧栄養不足寝ね不ぶ足そく、その他もろもろの不健康が丸わかりではあったが、最近は特にひどいと思う。青白いを通り越して青緑、時には青黒くさえなっているのが万里にもわかった。

　そして超ちよう絶ぜつに機き嫌げんが悪い。

　出会った頃から今に至るまで機嫌が良いＮＡＮＡ先輩の姿など累るい積せきでも二秒ぐらいしか見たことはないが、それにしてもイライラカリカリ、ここ何日かは全身からバチバチと苛いら立だちの火花を発しているような状態なのだ。エレベーターでうっかり一緒になってしまった時には舌打ち連弾百発を食らい、廊下では一いつ瞬しゆんすれ違っただけで「なにガサガサしてんだよてめえはうるせえな!?」と。確かに万里はそのとき、両手にスーパーの買い物袋をぶらさげていた。ガサガサもしていた。でも、それが出会いがしらに怒ど鳴なられるほどのことだろうか。

　まるで今のＮＡＮＡ先輩は、静電気を帯びた野の良ら猫ねこが飢うえて火花を散らしながらケンカ相手を探しているような状態であった。

　そのあまりの怖こわさに、万里はしばらくＮＡＮＡ先輩を避さけていたほどだ。しかしお隣に住んでいては、完全に避けきれるわけもない。

　ついこの間も、香こう子こと一緒の帰り道、ちょうどＮＡＮＡ先輩が通りの反対側から歩いてくるのと鉢はち合あわせしてしまいかけた。エントランスでイライラの餌え食じきになってしまうのを回かい避ひしようと、万里は香子の手を無言で引いてこっそりと電柱の陰かげに隠かくれた。

　一人ひとり、ギターを担いで黙もく々もくと歩いてくるＮＡＮＡ先輩は、顔色を青灰色にして、左右繫つながるほど眉まゆをしかめ、これが主食だよ！　と言わんばかりに下した唇くちびるをきつく嚙かみ締しめていた。どんよりと曇くもった……いや、闇やみの暗あん渠きよに沈しずんだ澱おりでスキンケアしたような暗いツラで、どこかぼんやりとラバーソールの足を重たげに運んでいた。

　死し刑けい執しつ行こうされる肉親のことでも考えているレベルで丸められた猫背からは、見てわかるほどくっきりと、湯気の如ごとく苦く悩のうのオーラが立ち昇ってもいた。太だ宰ざい治おさむの友人も、きっとこんな感じのゆらゆらを治の背中に見たと思う。最初は「どうして？　なんで隠れるの？」などとキョロキョロしていた香こう子こも、ＮＡＮＡ先せん輩ぱいの変調を見て感じ取ったらしい。

　マンションにたどり着いたＮＡＮＡ先輩は、エントランスのガラスドアを片手で乱暴に押し開こうとして、その重みに負けた。グイーンと戻もどってきたドアに押おし倒たおされて、尻しりから地面にすっ転ころがった。

　さすがに助け起こそうかと万ばん里りは飛び出しかけたが、ＮＡＮＡ先輩はよろよろと自力で立ち上がり、「……ファック！」ドアに向かって虚むなしく中指を立てた。立ててはみたものの、その姿はガラスドアに映りこんで、まるで自分に４文字サインを送っているようなことになってしまっていた。「ああ……」などとぼんやり呻うめいているＮＡＮＡ先輩の哀かなしい様よう子すをこれ以上直視してはいられず、万里は電柱の陰かげに素す早ばやく戻もどらざるを得なかった。

　その後、万里の部屋に上がりこんだ香子は、「きっと恋愛関係で問題があって悩んでるんだよ！」としたり顔で言ってのけた。

「男の人がＮＡＮＡ先輩の部屋から出てくるのを、実は張はり込こみの途と中ちゆうに何回か見たことがあるの。その人とドラッグストアとかコンビニにもいたのも見かけたことがあるし、私は絶対、その人が彼氏なんだと思う」

　張り込み……？　俺おれを……？

　いや、今はそこに引っかかっている場合ではない。

　彼氏……？　ＮＡＮＡ先輩に……？

　確かに、一人暮らしの女子大生に、彼氏ぐらいいてもおかしくはない。おかしくはないが、なんともいえず胸をよぎる違和感に、万里はしばし首を捻ひねった。

　ＮＡＮＡ先輩に彼氏。かれし。ボーイフレンド。……そんな牧歌的な響ひびきのするあたたかな生き物を欲しがるようなタマだろうか、あの人が。

「見た目はいわゆるイケメンっていう感じではないんだけど、いかにも陽気な、個性的な人だったな。年上っぽい雰ふん囲い気きで、ＮＡＮＡ先輩とすっごく自然に一いつ緒しよにいたの。それに、ギターのケースみたいなの担いでた。はい、趣しゆ味みばっちり合がつ致ち。彼氏だよ絶対。あぁ～ん……恋の悩みなら、相談役にうってつけのこの私がいるのに！　ＮＡＮＡ先輩ってば、この私に相談してくれればいいのに～！」

　などとジタバタ、一人ひとり勝手に盛り上がる恋バナ大好き人間にお茶など煎いれてやりつつ、万里はやっぱり釈しやく然ぜんとしないものを感じていた。

　それを感じたまま、今日きようまできた。

　彼氏がいるなんてＮＡＮＡ先輩らしくない。恋愛関係で悩んでいるなんて、もっとＮＡＮＡ先輩らしくない。

　しかし変調は明らかで、心配でもある。とはいえ今の状態のＮＡＮＡ先輩に近づくのは怖こわい。そう思ったから、最近は顔を合わせないように避さけていたのだが。

　でもなあ……と、万里は手元の太巻きをふと見やった。

　元から細すぎるほど細いのに、エントランスのドアなぞに押し返されていたＮＡＮＡ先輩はさらに瘦やせてしまったように見えた。あんなにイライラバチバチ状態で、きっとろくに食べてもいないのだろう。

　そして、さっきの喚わめき声。大だい丈じよう夫ぶなんだろうか、本当に。

　怖こわいよりも、やっぱり心配が勝った。

　思い返してみれば、前に万ばん里りが唇くちびるのケガを化か膿のうさせてぶっ倒たおれてしまったとき、ＮＡＮＡ先輩は本当に優しくしてくれた。肩を貸してクリニックまで連れていってくれ、ずっと付き添っていてくれて、金まで貸してくれたのだ。

　それに、そもそも知り合いになったのは、カフェであられもなく泣いていた香こう子こに、ＮＡＮＡ先輩がタバコを差し出してくれたのがきっかけだった。優しい人なのだ、本来は。

　──うんこに襲おそわれているなら、加勢してやろうか。そうするだけの恩義も理由もたっぷりあるように思えた。

　よし、と万里は紙に包まれたままの手付かずの太巻き一本を、むき出しというのもなんなのでとりあえずビニール袋ぶくろに入れる。こいつをお裾すそ分わけに～、の名目で、ＮＡＮＡ先輩の話を聞いてみようと決めた。

　部屋を出るついでにコンビニにでも寄ろうかと一応財布と携帯も持ち、部屋着の短パンにサンダルをつっかける。玄げん関かんを出て、部屋の鍵かぎもちゃんと締めて、ぴったり五歩でお隣となりのドアの前に立つ。

　えーと……お裾分けなんですけど。太巻き、お一つどうですか。ていうかお久しぶりです。最近、調子どうすか。……うん。これでいくか。

　顔を合わせるなりいきなり張り倒されるパターンもあるので多少警けい戒かいしつつ、ノックしようと手を振ふり上あげる。が、ちょうどそのタイミング。警戒もあえなし、勢いよくドアが内側から開いた。ガン！　と眉み間けんと鼻、及および顎あごに衝しよう撃げき。目から火花。

「だぁっ……！」

「……あ？　なにしてんだよ」

　あ──あなたがろくに確認もせず思いっきりブチ開いたドアが、顔面にヒットして、膝ひざから崩くずれ落おちてしゃがみこんでいるのです……！










　二人ふたりの歩く足音が、真夏の夜の住宅街に妙みように高らかに響ひびくようだった。

　どの家もエアコンをつけているのか、窓を閉め切っているらしく、辺あたりは静まり返っている。他ほかに歩く人の気配も今はない。

「あたしを心配？　おまえが？　なぜ？」

　万ばん里りのちょっと先を歩くＮＡＮＡ先せん輩ぱいの白い太ふと腿ももの裏が、白い街灯に照らされて、まるで人形の肌はだのような質感に見える。

　実は、最近のＮＡＮＡ先輩のことがちょっと心配で、様よう子すが気になったので訪ねてみたんです。……なんて万里が本音で語っても、振ふり返かえってくれもしない。薄はく情じような、真っ黒い絹糸みたいなボブカットの後頭部。はん！　と鼻で笑うのが聞こえる。

「あたしのどこにおまえを心配させる要素があったんだよ」

「……」

　──そりゃ万里だって、このＮＡＮＡ先輩が『あたしを心配!?　おまえが!?　うおーっ！　感激だぜ！　先輩冥みよう利りに尽つきるなあ！　東京もあながち捨てたモンじゃねえなあ！　ありがとう多た田だ万里！　おまえの無む垢くな優しさに触ふれて、あたしは今日きようでコスプレをやめる決意をしたぜ！　ちきしょー涙なみだが止まらねー！　おまえにならなんでも相談できる気がするほど心が全開おっぴろげだあ！　さあ、もしよかったら部へ屋やに上がっていってくれ！　お鍋なべでも囲みながら一晩語り尽くそうぜーっ！』……なんて言ってくれるわけはない、ということぐらいは知っていた。

　しかし、「はん！」はないだろう。

　本当に心配していた……しているのに。

　渡わたすタイミングを完全に失った太巻きを、結局自分でブラ下げて持ち歩きつつ、万里はぶすっと唇くちびるを尖とがらせて言い返す。
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「ＮＡＮＡ先せん輩ぱい、このところおかしかったじゃないですか。端はたから見ててもすっごいイライラしてたし。顔色も悪かったし。なんか怖かったですよほんとに。さっきも部へ屋やから奇き声せいが聞こえてくるし」

「は？　奇声なんて発してねえよ」

「発してたじゃないすか。こないだだって、治おさむなオーラをむんむん醸かもし出だしてたし……」

「どこの治だよ」

「あの世の治です」

「あーあいつね、って知らねえよ」

「ていうか……気づけばどこですかここは？」

　万ばん里りは下男みたいにＮＡＮＡ先輩の後をついて歩きながら、きょろきょろと辺あたりを見回す。いつの間にか、今まで足を踏ふみ入いれたことがない通りに連れてこられている。

　ＮＡＮＡ先輩に玄げん関かん先さきで仕留められた万里は、「まあいいや。とりあえずついてこい」と有無を言わせずエレベーターに押し込まれてしまった。そのまま先導するＮＡＮＡ先輩の後をついていくうちに、駅や商店街へ続くメインの道筋からどんどん外れて、曲がったことのない角を曲がり、渡わたったことのない横断歩道を渡り、いくらか歩いて今にいたる。

「俺おれは今、どこに向かってるんでしょう。なんか、見るからになんにもなさそうなゾーンなんですけど……」

　真夏の夜に真っ黒く溶とけゆくような、静かな見知らぬ町。

　この辺りは万里の普ふ段だんの生活エリアよりももっと住宅密度が濃こいらしく、歩く人の姿も少なく、コンビニすらも見当たらない。野良猫ばかりがやたらといて、今も塀へいの上から二匹ひき、光る四つの獣けものの瞳ひとみがよそ者の万里を見下ろしている。

「こっちの方に来たことねえのかよ」

「初めてです。目的地だけでも教えて下さい。ていうか……ＮＡＮＡ先輩、もしかして俺をこのままどこかへ連れ去ろうとしてたりして……？」

「ばーか。おまえをどこかへ連れ去ってあたしに益があるのかよ。なんらかの。ねえだろ。ビタ一」

「あっ、隣となり町まちだ！　もはや隣町まで来ちゃってる！」

　人の家の門柱の住宅表示を見て声を上げると、

「うるせえなほんとにピーピーと……」

　ＮＡＮＡ先輩は立ち止まって、やっと万里の方を振ふり返かえってくれた。その気だるげな呆あきれ顔にはくっきりとクマ。頰ほおはげっそり。完全ノーメイクに、寝ね巻まき丸出しの首ダルダルビッグサイズ黒Ｔシャツ。

　マンションを出てくるときに「えっ!?　下、履はいてないんすか!?」「声でけえな！　履いてるよショーパン！」のやりとりがあったおかげで、万ばん里りはＮＡＮＡ先せん輩ぱいがＴシャツの下にショートパンツを履はいているのを知っているが、傍はた目めには、Ｔシャツ一枚かぶっただけにサンダル履きで夜の街を徘はい徊かいする不良少女にしか見えない。まあ、少女という歳でもないのだが、華きや奢しやすぎる細身と、ラバーソールなしでは迫はく力りよくに欠ける身長のせいで、ノーメイクのＮＡＮＡ先輩はそもそも実際の年ねん齢れいには見えない。

「目的地はこれだよ」

　ＮＡＮＡ先輩がショートパンツの尻しりポケットから摑つかみ出だし、万里に手渡したのは、くしゃくしゃになった一枚のチラシだった。それには万里にも見覚えがあった。

「今日きようポストに入ってたチラシだ」

　あまりにも怪あやしすぎて、ちょっと見るなり万里は集合ポストのダストボックスに突っ込んでしまったのだが。

　裏が透すけるほど薄うすい、いかにも安そうなザラザラの紙。汚よごれまくりの雑な印刷。汚きたない手書き……いや、殴なぐり書がきの文字がびっしり。太字のマジックで、大きくまず、

『フードストアみんなの亀かめ太た郎ろう！！！』

　と。びっくりマーク、いきなり三連打。その下に、

『禁断の深夜営業・近きん隣りんのみなさまのご要聖におこたえしてついに開始！！！！』

　四連打。『禁断の』のあたり、見てはいけないものを見てしまった気にさせられる。そして何気に『ご要聖』ってなんだ。

　この見づらくもインパクトだけはあるチラシによれば、みんなの亀太郎！！！は、深夜営業開始に当たって、22時から『激安爆売セ───ル！！！！！』を本日限りで行うのだという。激安で爆売を謳うたうだけあって、『冷れい凍とう餃子ギヨーザ60円！』だの、『生うどん詰つめ放ほう題だい70円！』だの、『エリンギ１パック40円！』だの、『サバ!?な缶かん詰づめ50円！』だの……というかなんなんだ、この『サバ!?な缶詰』とは。教えてくれみんなの亀太郎！！！

「安いだろ。めちゃくちゃ」

「まあ、確かに。めちゃくちゃ安いですね」

　チラシに書かれたセール品は、ＮＡＮＡ先輩も言うとおり、どれもこれも確かにものすごく安い。が、万里にはとにかく怪しげにしか思えない。口に入れるにはやや抵てい抗こうのあるオーラが、チラシからビンビンに感じられる。しかしＮＡＮＡ先輩は、

「いかなきゃだろ。絶対」

　などという。

　ギターのせいか栄養状態のせいか、ひどい深爪の上に割れてしまっている爪の先で、『※お一人ひとりさま、どれもお一つ限りでご勘かん弁べんだにょん♪』とこれだけ妙みようにうまい、でも古い絵え柄がらで、猫ねこ耳みみのオリジナル美少女キャラが喋しやべっているのを指してみせる。

「せっかくだから日持ちしそうなモンを買い込みたいけど、どれも一つだけっていうだろ。おまえ連れてけば二つ買える、ってこと。ま、いやなら別に帰ってもいいけど」

「……付き合いますよ、ここまで来たら。一人じゃ帰り道もわからないし」

　みんなの亀かめ太た郎ろう！！！に興味はなかったが、ＮＡＮＡ先せん輩ぱいをこの夜道に一人ひとり残しては立ち去りがたく思えた。

　そんなナリしてそんな顔色で、彷徨さまよえるゾンビ少女と間違われて討とう伐ばつされてしまってもアレだし。鼻先で笑われたとしても、やっぱりどうしても心配だし……若い女性がこの時間に出歩くにしては適当すぎる身なりも、いつもより不健康度を増して見えるその体調も。

　チラシを手渡して返しつつ、万ばん里りは訊たずねてみた。

「でも激安爆売セールで買い込みたいなんて、なんかＮＡＮＡ先輩っぽくないですね。節約生活してるんですか？」

「そういうわけじゃねえよ。なんつうか……気分転換？　最近ちょっと、スランプでさ」

　万里と肩を並べて再び歩き出しながら、ＮＡＮＡ先輩は珍めずらしく「……はあー……」などとため息をついた。そして顎あごのラインで前下がりに切きり揃そろえたボブカットを、片手で荒あらっぽく乱してかき回して、

「さっきはああ言ったけど。確かにこのところ、あれこれ問題かかえてんだよ。あたしは確かに、イライラしてる。……まあ、あれだ。たとえば、隣となりの後こう輩はいとかに、」

　ひょいっといきなり身を屈かがめ、万ばん里りの顔を覗のぞき込こんでくる。その目が街灯の光を反射して、さっきの野の良ら猫ねこそっくりに光っている。ぎく、とも、どき、ともつかない感覚が、万里の足を一いつ瞬しゆん止めかける。

「八つ当たり的なことを、してる自覚も、ある」

　ＮＡＮＡ先輩はすぐに元通り、前へ向き直って歩き続けるが、不意に核かく心しんに触ふれた予感があった。

「……問題って、なにかあったんですか？　学校で？　バンドですか？」

　もしくはひょっとして恋愛問題？　──とは、さすがに言いかねる。でも言えなくて正解だった。

「いろいろだけどさ。とりあえず一番でかいのは、詩ね」

「……お、俺おれ……？　え……うっそ……」

「ちげーよバカ。死ね、じゃねえ。詩。ポエム」

「ポエ……ああ、詩、ですか」

「新作がなかなかできなくてさあ。……ぶっちゃけ、一文字も出てこねえ。あたし日本語忘れたのかもしんねえ。あーあ、やっべ。どうしようマジ。明日あしたのライブで新作発表するって前々から予定してたのに、どうしてもパッションが湧わいてこねえ。考えても考えても乗らなくて……狂きよう気きの牙きばが抜ぬかれちまった」

　ぐしゃぐしゃぐしゃ、とついに両手で、ＮＡＮＡ先輩は自分の黒髪をめっちゃやたらとかき乱してしまう。

　ＮＡＮＡ先せん輩ぱいのバンドといえば、念仏ロック。もしくは、爆ばく音おんラップ。

　万ばん里りはかつて、香こう子ことともにライブを見にいったことがあった。そこで触れたＮＡＮＡ先輩のバンドの音楽は、なかなか万里のような一般人には馴な染じみにくいジャンルであった。

　ドラムの激打を中心に、ギターとベースが楽器だけではなくチェーンソーまで振り回し、凄すさまじい爆音でノイズを奏で、その只ただ中なかにやはりギターを抱かかえたＮＡＮＡ先輩が絶ぜつ叫きようと裏声とデスボイスを取り混ぜた異様な抑よく揚ようで意味不明の難解な詩を読み上げる……という、わけのわからなさ加減。とにかく絶対にメジャーデビューしてＣＭソングに起用されたり、オリコン入りしたり、カラオケランキングに出たりはしないだろうな、ということだけは万里にも確実にわかるのだが。

「一応、あたしらにもファンってのがいるからさ。明日あした予告どおりに新作発表できなかったら、かなり顰ひん蹙しゆく買うかも」

「ＮＡＮＡ先輩、ファンに顰蹙を買うのを気にしてるんですか。それって普ふ通つうすね。確かに、狂きよう気きの牙きば抜ぬかれてますね」

「うるせえな。それはそれ、これはこれだよ。インディーズから音源もリリースしてんだよこっちは。しょぼしょぼだけど」

「そうなんですか!?」

　万里はちょっと驚おどろいて声を上げてしまった。「うるせえな！」と即そく怒おこられるが、あんな特とく殊しゆな──などと言ったら失礼かもしれないが、でも一般的とはいえないジャンル、てっきり趣しゆ味みのバンド活動なのだと思っていた。

「ちなみに……一番売れたのって？」

　どれぐらい儲もうけたんですか、とははっきり聞きがたい、我ながらゲスな質問。しかしＮＡＮＡ先輩は「一番売れたのってどんな曲なんですか」という意味の質問だととったらしく、

「あー……うーん……どうかな。やっぱデビュー曲の『兄を燃やす』かな。あれやると、ライブでも確実に盛り上がるんだよ。そういや、その次のあれもまあまあいけたんだけどな……『ぼろぼろの脱だつ衣い婆ばばあ』」

　いや待て、『怨おん霊りよう戦記・デス平家』も結構……それとも『わたしたちのゴモラくん』か……などとＮＡＮＡ先輩は真しん剣けんに過去のリリース作品の売り上げ数値を比ひ較かくし始めている様よう子すだったが、

「兄、いるんすか!?」

　万里が引っかかったのはそこであった。いきなりＮＡＮＡ先輩の個人情報を一つゲットしてしまった。香子にも教えてやらなければ。

　同じ大学の三年生で隣となりに住んでいて実家は蕨わらび、ということ以外にはすべてが謎なぞの、それこそ本名さえ秘められたＮＡＮＡ先輩の家族情報が、今、明かされたのだ。

「だから、おめーはいちいち声がでけえんだよ！」

　もっとでかい声で怒ど鳴なられながら曲がり角の路地へ入ったそのとき、二人ふたりの目の前に、突とつ如じよざわめく人々の行列が現れた。

　みんなの亀かめ太た郎ろう！！！激売はこちら！！！！と書かれた看板を持ったおっさんが、顔を汗あせでぬめぬめに光らせながら、四方八方からどんどん集まってくる人々を二列になって並ぶように誘ゆう導どうしている。

「は？　なんだこれ。もしかして、これが全部セールの列なのかよ？」

「そうっぽいですね。うわー、ほんとすっごいな」

　すこし向こうを見やれば、エロ目の亀かめが描えがかれたスーパーの看板がライトに照らされて光っている。長い行列は店てん舗ぽの駐車場をグルグルと何重にも折れ、やがて敷しき地ちからもはみ出して、この通りまで続いているのだ。

　おっさんは嗄しやがれた声で「亀太郎は現在、店内の混雑を避さけるため、入店を制限しておりまーす！　並んでお待ちくださーい！」と呼びかけている。凄すさまじい脇わき汗あせで、そのシャツには前開きのベストを着ているような巨きよ大だいなシミが。

「げー……マジかよ？　何人いるんだよこれ。しかも全然動いてねえっぽいじゃん」

「まあでもせっかく来たんだし、一応並んでみますか？」

「くっそだる！」

「じゃあ、やめときますか。ＮＡＮＡ先せん輩ぱいも明日あしたのライブに備えて、部へ屋やで真ま面じ目めに詩作に励はげんだ方がいいかもしれないし」

　そもそもセールに興味がなかった万ばん里りにとっては、この行列でＮＡＮＡ先輩の気が萎なえたならばその方が好都合だった。このまま引き返して、ＮＡＮＡ先輩を無事に部屋まで送り届け、ポエムの方も頑がん張ばってもらって、イライラ地じ獄ごくから脱だつ出しゆつしていただきたい。が、

「……そういうこと、いうのかよ……」

　親指の爪、ならぬ皮をがじがじと嚙かみ（深ふか爪づめしすぎて嚙めるほど残っていない）、ＮＡＮＡ先輩は恨みがましい横目で万里を見やるのだ。

「部屋にこもっててもなーんも出ねえんだよな……ったく。しょーがねえ、並ぶぞ。あーあ……こんなハードなことになるなんて想定外だわ」

　ブツブツ言いながら、ＮＡＮＡ先輩は蛇だ行こうする長い行列の最後尾に向かって歩き出した。その後を万里も「あーあ……」とこちらも内心思いつつついていくと、

「あれっ!?　おーい！　ＮＡＮＡじゃん！」

　並んでいる人々の間から、突とつ然ぜん一人の男が声をかけてきた。ＮＡＮＡ先輩は振ふり向むいて、「んだよ。おまえらかよ」と。

　こちらに手を振っているのは、人の群れから頭一つ抜け出すほど長身の男だった。「やっぱＮＡＮＡだやっぱＮＡＮＡだ！」と、連れらしき暗そうな太った男の肩をバンバン叩きながら、やたら過か剰じようににこにこしている。

「なになに、ＮＡＮＡも亀かめ太た郎ろう!?　とっとこＮＡＮＡ太郎!?　ていうか横の男ぉ！　おめー誰だぁー！　ていうか俺が誰だぁー！　うあー！　ごもっともー！　ぶはは！」

　長身は自分勝手に万ばん里りに話しかけ、自分勝手に問い返し、自分勝手に撃うたれたようなポーズで胸を押さえ、ガクガクその身を痙けい攣れんさせてみせる。前に並んでいる人も、後ろに並んでいる人も、相当迷めい惑わくそうに長身男を見ている。太った連れはなにも言わない。完全なる無反応のまま、ただ、そこにぼてっと存在している。

　ものすごーく嫌いやそうな顔で、ＮＡＮＡ先せん輩ぱいはその男たちを親指でひょいっと指し、

「あれ。細い方がうちのベースで、太いのがドラム。近所に住んでんだよ」

「へ、へえ、そうなんすか……なにやら楽しげな方々でよかったですね……あっ……!?」

　長身で。イケメンとはいえないが陽気で個性的で。年上っぽくて。

　彼氏だよ絶対、と言い切った香こう子この声が万里の耳に蘇よみがえる。あの男か、もしかして。確かに長身だし、失礼ながらイケメンという風ふ情ぜいではないし、語り口は（なにか違法か脱だつ法ぽうなものを食って……？）と思えるほどに陽気だし、ドピンクに黒のトカゲ柄がらのシャツも、ぎょろっと大きな目も、ぼさぼさのツーブロックの髪かみも個性的だし、そして学生には見えない。勤め人にも見えないが、でも確実に年上っぽい。条件にはばっちり合う。

　もしかして、あの男こそが、香子のいっていたＮＡＮＡ先輩の彼氏疑ぎ惑わくがある人物なのだろうか。いや、でも。しかし。

　思わず万里は、ＮＡＮＡ先輩の顔を振ふり返かえってまじまじと見てしまった。この人と……？

「なんだよ」

　バッ！　と逆方向に首をねじり、

「よろでーす！　当方ベース、全パート募ぼ集しゆう中ちゆう！　あ、俺メンバーいたわ！　ていうかここに揃そろってるわ！　ごめんうそうそ！　きりっ！　俺にはおまえらだけだぜ……と、おもむろに重低音。だはは！」

　まだ一人で喋しやべっていたベースの男も見やる。……あの人が？

　まさか、この二人ふたり、本当に付き合っているのだろうか。正直いって、全然お似合いな感じではないように万里には思えた。だってだいたいあのテンションを、ＮＡＮＡ先輩が許しておくわけが──と思いかけて、ふと真顔になる。許しているではないか。現に、今。文句も言わずにあのうるさい長身を、自由に騒さわがせている。

　もしも万里があんなテンションでＮＡＮＡ先輩に喋りかけたら、三秒ぐらいで殺されるだろう。それなのに長身はいまだに生を許されているあたり、もしかして本当に、噓うそみたいだが、信じがたいことに、二人は付き合っている……のかもしれない。










　万ばん里りの疑念を確かめるには、当人に直接訊きいてみるしか手はなさそうだった。

　しかしそれが当たりだろうがハズレだろうが、今のＮＡＮＡ先せん輩ぱいを下へ手たに刺し激げきするような質問を発するのは少々恐こわく、

「改めてどーもぉ！　ベース担当、トモヤスですっ！　初めましてぇー、じゃねえや、前にライブ来てくれたもんね！　二度目ましてえー！　キラーン！　この静かなるふとっちょはドラマーのタクロー！　ぶふっ！　ベースなのにトモヤス！　ドラマーで太いのにタクロー！　だははあ！　これふざけて名づけしたと思ってるだろ！　でも本名なの！　すまぬぅー！」

「は、はあ……」

　彼氏疑ぎ惑わくは否定も肯こう定ていもできないまま、万里はトモヤスのトークに吞のまれ続けていた。万里もたいがいウザがられがちなキャラだが、ウザさ度合いでは今こ宵よい、このトモヤスに完全に負けている。

　うんざりするほど長い行列の半ばほどの位置にいたトモヤスとタクローは、まったく惜おしげなく順番を後ろの人々に譲ゆずってしまって、ＮＡＮＡ先輩と万里がいる最後尾までついてきた。せっかくだもん、一いつ緒しよに並ぼうよ、などと言って。いそいそと、迷いなく。そんな行動もまた、万里の目には怪あやしく思えた。そして今もトモヤスはにこにこ嬉うれしげに笑って、ＮＡＮＡ先輩の傍かたわらにごく自然に立ち、そのつむじ付近を見下ろしている。

　この仲の良さ。ただのバンドの仲間で説明しきれるものだろうか。やっぱりこの二人って……と万里が疑いを濃こくしたそのとき、

「てゆーかおめーそういやなにのんきにＮＡＮＡ太郎してんだよお！　詩はできたのかよ真ん中分けえ！」

「うぐっ……」

　ぎょっ、といきなりの蛮ばん行こうに驚おどろいた。

　トモヤスはＮＡＮＡ先輩を「真ん中分け」と呼び、そのボブカットの分け目に深々とチョップを食らわせたのだ。あまつさえ、

「……ま、まだだよ！　こ、これはいわゆる気分転換だよ！」

「は!?　ライブは明日あしただぞ!?　転換してる場合かよ!?　もう一直線で来いよ!?　わかってんのかよ!?　わかっててお買い物きちゃってんのかよ!?　こっちはずっとおめーのポエム待ちなんだぞ!?」

　チョップ食らわせたその手の小指側側面でごーりごーりと分け目を擦こすりまくる。ＮＡＮＡ先輩は身を捩よじって頭皮攻こう撃げきから逃のがれ、必死の取とり繕つくろいを開始する。

「もうちょっとだから大丈夫なんだよ！　あともう、ラストのひと言ふた言決めるだけ、ってとこまできてるし！」

「ほんとだろうなあ!?　万が一それが噓うそだったらＰＥＰＥに改名させっぞ！　他にねえぞこんなぬるっすべぬるっすべな印象の名前！」

　万ばん里りは、ほんとほんとほんと、ほんとだから！　と頷うなずくＮＡＮＡ先せん輩ぱいの姿を、無言のまま見やった。あまりにも情けない、その場しのぎのごまかしが炸さく裂れつの図であった。さっきは一文字も書けてない上に、あたし日本語忘れたかも宣言までかましていたくせに……。

　口には出さないまでも、万里の目にはそんな思いがひたひたに溢あふれかえってしまっていたらしい。ＮＡＮＡ先輩はきっ、と万里を睨にらみつけ、

「……なんだよてめえその目は……」

　声にドスをきかせる。無力な後こう輩はいにはこの強気か。「なんにも言っちゃだめだよ！　しー、だからね！」ぐらいのかわいげがあればまだしも。やはり無言のままでいると、

「……だから、なんなんだよ、その目は……言いたいことあんなら言ってみろよ」

「え、言っていいんすか？　じゃあ言っちゃいますけど、ＮＡＮＡ先輩、さっき俺おれには一文字もはぐぅぅぅんむ……っ」

　鬼おにの形ぎよう相そうのＮＡＮＡ先輩が、右手でいきなり万里の顔面下半分を鷲わし摑づかみしてくる。その凄すさまじい力で鼻も口も機能喪そう失しつ、言葉どころか呼吸まで奪うばわれる。万里は窒ちつ息そく寸前、必死にもがいて苦しむが、

「よせやいＮＡＮＡ、それ大学の後輩なんだろ？　弱いものイジメ、かっこわるい」

　トモヤスが万里の前に盾たてになるように割って入り、ＮＡＮＡ先輩を窘たしなめてくれた。鷲摑みから逃のがれて、万里は「……はあっ！　はあっ！」と思いっきり息をする。

　引き離されたＮＡＮＡ先輩は思いっきり仏ぶつ頂ちよう面づらで、ふん！　などと鼻息を荒あらくしているが、しかしトモヤスの言うことには逆らわなかった。万里にそれ以上の暴行を働く気は本当にないらしく、そのまま数歩分の距離をとる。これはますます怪しくなってきた、と酸素を貪どん欲よくに取り込みながら万里は思う。

　荒あれるＮＡＮＡ先輩を唯ゆい一いつ鎮しずめられるのは、なにを隠かくそう、愛の力──とかなのか？　ああ、香こう子こに話したい。この状じよう況きようを教えたい……などと思っていると、

「多た田だくーん、ごめんよ。うちのセンターパートが乱暴なことして」

　くりっと万里の方を振り返り、トモヤスが大きな瞳ひとみを光らせて随ずい分ぶんな高みから見下ろしてきた。こうして向かい合うと、このベーシストは本当に背が高い。１９０センチ近くあるのだろうか。

「分け目変えないとそろそろハゲるぞっていつも言ってるんだけど、聞かねえの。あいつ。ばかだろー」

「……分け目？」

「そうそう、多田くんもそう思ってるだろー。言ってやれ、もう言っちゃえ。分け目、そろそろずらせって。天下分け目の関せきが原はらだって。知ってる？　岐ぎ阜ふ県けん不ふ破わ郡ぐん関せきケが原はら町ちよう」

「あ……は？　ええ……？」

「ところでＮＡＮＡって大学にちゃんと友達とかいるの？　いないだろ？　いねーよなー。ごめんなー、せめて多た田だくんだけでも仲良くしてやってくれる？　あの闇やみコケシと。ああ見えて実は普ふ通つうな奴やつだからさー。つばめグリルのハンブルグステーキ食べようかっつって、銀紙ばりばり破ってる途と中ちゆうで、いやしく涎よだれたらーって垂らしちゃうような奴だからさー。どんだけ楽しみにしてんだよ、っていう。牛か、って。食っちゃうのか牛がハンブルグを、って。７：３で共食いだっつの。あ、これ合びきの割合の話ね」

「……え、割合？　……はい……？」

「ところで多田くんって彼女とかいるの？」

「います！」

「あ、やっぱり!?　さすが、そのもじゃもじゃの胸毛だ！　最初は腹に毛ガニ隠かくし持ってるのかと思った！　やっぱあれだ！　男性ホルモンどっぱどっぱ出てんだ！」

「いえ、胸毛はないっす！　乳輪まわりにのみちょびっと、って感じっす！」

　やっとハキハキと回答できる局面がきた、と思ったのに、

「トモヤスの言うことなんか、いちいち真に受けんなよ」

　すこし離はなれたところからＮＡＮＡ先せん輩ぱいが冷たい目をして会話に割って入る。

「そいつ適当なことしか言わねえんだから。口から出てんのは二酸化炭素とふざけた与よ太ただけだし」

「んなことねえよ、時には囁ささやくよトゥルース」

　おどけて答えるトモヤス。……やっぱりやっぱりやっぱり怪あやしい、この二人ふたり、と万ばん里りは思う。万里の耳に、今のやりとりは、「どうせあたしのこと好きとかいうのも与太なんだろ？」「んなことねえよ、おまえに囁く愛の言葉は真実だよ」的なラブい意味にも聞こえたのだ。

　と、そのとき、

「ん？　どした？」

　それまでほとんどオブジェと貸していたタクローが、つつつ……と動いた。爪つま先さきだってＮＡＮＡ先輩の耳元に口を寄せ、なにやらこしょこしょと小さく囁きかける。

「え、マジかよ。しょうがねえな……」

　ＮＡＮＡ先輩はそれを聞くなり、後ろに並んでいた若いカップルに「ちょっと抜ぬけたいんで、二人分、順番とってもらっといていいすか」と話しかける。カップルの承しよう諾だくを得ると、

「トモヤス、タクローが腹減りそうだって。行列もどうせ全然進まないし、確かその辺に屋台のラーメン出てたと思うから、食わしてくる」

「オッケー。いってらっしゃい」

　そして万里の方も振ふり返かえり、

「タクローは腹が減るとたちまち下す、っていう特とく殊しゆ体質なんだよ。だからちょっと行ってくるけど、おまえはとにかく、余計なこと言うんじゃねえぞ。いいな？」

「余計な、ってのは具体的にはどのあたりのことを」

「返事」

「あ、はい」

「言ったら殺す」

　そう言いい渡わたして、タクローとともに行列を抜ぬけていってしまった。

　横よこ幅はばは潤じゆん沢たくなのに縦たて寸すんが絶望的に足らず、ちょこまかと小刻みに手足を動かして歩くタクローを連れて、ＮＡＮＡ先せん輩ぱいの後ろ姿はまるで肥ひ満まん犬のダイエットトレーナーのようだった。

　そうして気がつけば、トモヤスと二人ふたりきり。

　ほぼ初対面の年上男と取り残されて、万ばん里りはちょっと立たち尽つくす。どうしよう。落ち着きをなくして、意味なくきょろきょろとあたりを見回したりする。

　ここからしばらくはトモヤスのトークに完全に一人で立ち向かわなければならないのか。でも気まずい沈ちん黙もくよりはマシなのか。いや、どっちにしてもとりあえず微び妙みような雰ふん囲い気きなのは確かか。

　万里はこの先の空気感を想像してやや暗あん澹たんとしかけるが……まてよ、と思う。

　ＮＡＮＡ先輩がいない今こそ、交際疑惑についてはっきり訊たずねるチャンスなのではないか。もしかして。

　とすれば、トモヤスがまたなにか適当にしゃべくり出すより先に切り出さなければ。

「と、ところで……」

　ん？　とトモヤスが口火を切った万里を見下ろす。

「トモヤスさんて、ＮＡＮＡ先輩となんかすごい仲いいんですね？　俺おれ、あんな感じのＮＡＮＡ先輩、初めて見ました」

「ああ、まあ仲いいっていうか、ずっと一いつ緒しよにバンドやってるからね。付き合い長いし」

　トモヤスはまったく動どう揺ようなどせず、さっきと同じようにニコニコしている。そんな反応を窺うかがいつつ、より具体的なゾーンまで踏ふみ込こみたいと万里は思う。

「なんかこう、ＮＡＮＡ先輩って、自分とかには結構恐こわい系なんですけど、さっきお二人が喋しやべってるところ見てたら、トモヤスさんには心開いてるような感じがしました」

「心開いてる……ねえ。正確には、びびってるんだな。アレは」

「びびってる？」

　意外なその言葉に、思わず間ま抜ぬけなオウム返しで訊きき直してしまった。

「ＮＡＮＡ先輩が？　トモヤスさんに、ですか？」

「うん。タクローにもね。見たでしょ、さっきの甲か斐い甲が斐いしいお守りぶりを。ＮＡＮＡはバンドのメンバーに抜けられるのが恐いんだよ。ついこないだも一人ひとり、ギターが脱だつ退たいしちゃったばっかりで」

「……そういえば、前に見たライブのときにはもうお一ひと方かたいたような、いないような……」

「いたのよ。かなり上う手まい人が。その人についてるファンも多かったから、あの人抜けちゃったのは痛かったねー正直。ＮＡＮＡもかなり落ち込んでたし」

「そうだったんですか」

「んで、ああ見えてタクローも、そこそこメジャーなアーティストのサポメンやったりもしてる実力あるドラマーなのね。タクローにまで抜けられたら、ＮＡＮＡにとってはもうバンド崩ほう壊かいの危機。絶対に手放せないわけ。うちのバンドはドラムが華はななの。そこらのへたっぴにゃ任せられねえのよ」

「ＮＡＮＡ先せん輩ぱいも大変なんだ……」

　いろいろ事情があったんだな……などと思わず納得、そこで話題を終了させてしまいかけた万ばん里りだったが、いやいや、と頭を振る。ここで完結してはいけない。

　ＮＡＮＡ先輩がトモヤス（とタクロー）にやや低姿勢でいる理由はわかったが、だからといって、付き合っているのではないか疑ぎ惑わくがまるごと払ふつ拭しよくされたわけではないのだ。そこはどうしても気になるし、こうなったらはっきり確かめておきたい。──なんて、まるで香こう子こみたいな言い分だが、やっぱり一いつ緒しよにいると影えい響きようされてしまうものなのだろうか。

「でもトモヤスさんのことも、ＮＡＮＡ先せん輩ぱい的には、手放したくなくてびびる理由がある……んですよね。それは本当に、バンドを抜けられたら困るからってだけなんですかね」

　もしくは、それプラス、好きだから、とか。彼氏だから、とか。そういうのは本当にまったくないんですかね。万里はそこまでは口に出さず、トモヤスの「んー」と尖る口元をさりげなく見やる。

「そうねー。まあぶっちゃけ、俺おれはそんな上う手まい人間ではないからタクローよりはずっと換かえはきくんだけど、とりあえず、付き合いが長いってのがまずあるからね。やっぱ俺が抜けるのは不安なんじゃないかな、あいつは」

　付き合いが長い。抜けるのは不安。あいつ呼ばわり。やっぱり怪あやしい、ＮＡＮＡ＆トモヤス。

「……ちなみに、お二人ふたりはどれぐらい長い付き合いなんですか？　蕨わらび時代からの？」

「お、蕨出身ってこと知ってた？」

「ていうか、それしか知らないです。そもそも考えてみれば、ＮＡＮＡ先輩の本名すら知らないんです。すっごい秘密主義で、全然個人情報を教えてくれないんです。トモヤスさんはやっぱ、その、あれですか。……ＮＡＮＡ先輩のことはもうすべて知しり尽つくしてる感じ、だったりして……？」

　さりげなく、かなりクリティカルな質問を放ってやった。万里は一人ひとり、己おのれの質問力の高さを感じてひそかに打うち震ふるえる。

　ここから先の脳内チャートはくっきり二股に分かれているのだ。「いや、プライベートは全然知らないよ」ならば、二人は付き合ってはいない。「うん、知ってるよいろいろ」ならば、付き合っている可能性大。その次に進むコマはもう最終段階、「ぶっちゃけ、付き合ってるんすか？」だ。そこまでいけば、答えはもはや「はい」か「いいえ」の二に択たくしかない。

「知ってるよ、いろいろと。そう、あいつはねえ……」

　来た──。

　トモヤスがふっと遠い目をしたのを見て、万ばん里りは脳内チャートを一段階進めつつ、思わず自らもぐっと一歩前に踏ふみ込こむ。

「……生まれたとき、２３００グラムしかなかったらしいよ。しんしんと雪に埋うもれた村のただ一つの産院で産うぶ声ごえを上げたとき、身みの丈たけ三メートルを超える大男の父親は、マタギに追われてた。マタギから見たらヒグマサイドの生き物だったということよ。悲しいね。で、小さめに生まれた女の子の産声は『とうほうぼ～かる～っ！　ぜんぱ～とぼしゅう～っ！』って、いきなりバンやろな感じ。しかも全身、毛がぼーぼー。猛もう獣じゆうのＤＮＡが毛穴から生えまくり。母親は悟さとったわけ。この子の人生はボーカルとして独り立ちするｏｒマタギの獲え物ものだ、って。母は強し、後産出すより先に駆かけ出だして、慌あわてて申し込んだね。つのだ☆ひろボーカルスクールに。……って、だははあ！　信じた!?　信じた!?」

　──ぐっと前に踏み込んでいた分、がくっとこけた衝しよう撃げきが膝ひざに響ひびく。

　確かに、トモヤスの口からは、二酸化炭素と与よ太たしか出てこないらしい。万里はくらくらするこめかみを押さえて、なんとか体勢を立て直す。

　この人がＮＡＮＡ先せん輩ぱいと付き合っているんじゃないかなんて、ちょっとでも真しん剣けんに疑った自分がばかだった。この闇やみ雲くもすぎる与太連射に、あのＮＡＮＡ先輩がバンドを離はなれたプライベートでまで耐たえたがっているとはやっぱりどうしても思えない。

　もしも可能性があるとすれば、バンドを脱だつ退たいされたくないあまりに仕方なく……みたいなことしか想像できないが。

　まさかな、とさすがにすぐにそれは打ち消す。だって本当にそうだとしたら、男の風かざ上かみにも置けない、ものすごく卑ひ劣れつなやり方ではないか。いやでも、まさか──まさか？

「……」

　自分の勝手な憶測だとはわかっていつつも、万里は思わず責めるような目でトモヤスを見上げてしまった。万里が考えていることなど知る由よしもないトモヤスは、相変わらず過か剰じような笑顔でにこにこしている。その陽気な顔つき。垂れた目め尻じり。……考えすぎか、やっぱり。

「冗じよう談だんよ冗談。全部冗談。ＮＡＮＡは、まあ、そうだな。昔は大人しい子だったんだよ。これはマジ。物静かで内気で、自分を表現するのが下へ手たな女の子。でも音楽はずっと好きで、高校生の頃には兄妹でバンドも組んでたんだけど、そのときはまだ普ふ通つうに普通のボーカルやってた」

「そうなんですか……？」

　あのＮＡＮＡ先輩が大人しいとか、物静かとか──信じがたいし、それも下らない与太話に続いていくだけなのではないか、と万里はちょっと警けい戒かいするが。

「でもある日、ライブ中に事故が起きちゃったのね。アンプが調子おかしかったらしくて、いきなりプーンと焦こげ臭くさくなって、あれ？　なんか変じゃない？　ってみんなざわざわしだすのと同時に、ボーン！　って！　火！　炎！　噴ふいたの！　もう、燃える燃える！」

「……あ」

　そういえば、デビュー曲は「兄を燃やす」だった、とさっきＮＡＮＡ先せん輩ぱいが言っていたのを思い出す。

「もしかしてそのとき、お兄さんが燃えちゃったんですか」

「おお、よくわかったねえ！　そう。燃えちゃったんだよ。メラメラと。まあそれ自体はどうにか収拾ついたんだけど、火もすぐ消えたし、客は全員無事だったし。収拾つかなくなっちゃったのはＮＡＮＡの破は壊かい衝しよう動どうね。燃え上がった自分の兄ちゃんを見て、なにかこう、暴力のスイッチが入っちゃったらしいの。あまりにも衝しよう撃げき的てきなその光景を前にして、堰せきを切ったように、それまでの内に向かっていた鬱うつ屈くつが外へ溢あふれ出だしちゃったんだろうね。普ふ通つうにボーカルとってるだけじゃその衝動を吐はき出せねえ！　ってなって、そっからぐわーっとノイズの方にいっちゃったの。長かった髪かみも切って、センターで分けちゃったの」

「へええ……！」

　髪が長くて大人しかったＮＡＮＡ先輩って、どんな感じだったのだろうか。

　つい想像を試みる万ばん里りを見下ろして、トモヤスはさっきと同じ顔でやっぱり笑っている。まるで今にも「なーんて！　だはは！　信じた!?　ぜーんぶ冗じよう談だん！」とでも言いたげな、その大きな目。










　ＮＡＮＡ先輩がタクローを連れて戻もどってきたのは、それからしばらくしてからのことだった。恐おそろしいことに、その間、行列はほんの数メートルしか進んでいない。

「まだこれしか進んでねえのかよ？　あと何時間かかんだこれ」

　まだまだ随ずい分ぶん長く続く行列の先の方を見やって、ＮＡＮＡ先輩は舌打ちをする。身を屈かがめて傍かたわらのタクローに、

「持ちそうか、タクロー」

　と母ちゃんか保母さんみたいに優しく訊たずねる。

「……」

　タクローはちょっと迷いながら、一応小さく頷うなずいてみせる。

　二人ふたりは目当ての屋台を見つけ、ちゃんとラーメンを食べてきたのだが、タクローはいつも必ず替かえ玉だまを二回頼たのむのにその屋台では替え玉システムはやっておらず、仕方なく一いつ杯ぱいだけで仕し舞まいにして戻ってきたのだという。

　ＮＡＮＡ先せん輩ぱいはタクローが頷うなずくのを見て、よし、と頷くなりグリッと方向転てん換かん。

「で、おまえはまさか余計なことしゃべってねえだろうな」

　急に万ばん里りに身を寄せてきて、タクローに対するよりも三段階ぐらい低い声を出して聞いてくる。本当は作詩がまったく進んでいないことを、トモヤスにバラしちゃいねえだろうな、と。

　大事なドラマーとどうでもいい後こう輩はい、この扱あつかいの差。やや拗すねながらも、しかし万里は深々と頷いてみせる。

　と、そんな様よう子すをトモヤスがじっと見つめているのに気がついたが、しかしそれと同時、

「なんかＮＡＮＡ先輩から禁断の匂においがすっごいするんですけど！」

　鼻が察知した匂いの方が感覚の強きよう烈れつさで上回り、万里の意い識しきはたちまちそっちにかっさらわれた。

　ＮＡＮＡ先輩及びタクローの方から漂ただよってくるラーメンの匂いは、こんな真夏のどうしようもない夜中、たまらないものがあったのだ。焦がし醬しよう油ゆ！　ネギ！　にんにく！　ラー油！　そして目の前にはいつまでも進まない行列と、うんざりしてくる騒そう々ぞうしい混雑。ちょっとここから抜ぬけ出だして、屋台で一いつ杯ぱい、つるつるっといきたい。背油の浮ういた旨うまみ濃のう厚こうちょい濁黒醬油スープにネギの油の香かぐわしい玉をキラキラと転がし、「ぅあっつ！　でも、ああ……！　すっげえうまっ！」ってなりたい。想像するなり、部へ屋やを出たときには満腹だったのに、たちまち腹が減ってきてしまった。

「ほんと、おまえらすっげえラーメンのいい匂いさせてんなー！」

　トモヤスも鼻をひくつかせ、

「あー、我が慢まんできねえ！　ねえ多た田だくん、次は俺おれたちが食いに行こうよお！」

　などと言い出す。もちろん万里は一も二もなく、「はいっっっ！」とこれまで発したことがないほど高らかに通る声で返事をした。これ以上トモヤスの与よ太た話ばなしに付き合いたい気持ちももはやないが、ラーメンは食いたい。食いたい気持ちが大きく勝った。

「いいだろＮＡＮＡ、交代ってことで」

「いいよ。じゃああたしらはここで並んで待ってる。ていうかトモヤス、屋台の場所はわかってんのかよ？　あのでかい交差点を左にいくと、その先に信号が」

「わかってるわかってる！　いこうぜ多田くん！」

「おっす！」

　今度はトモヤスが後ろのカップルに「すいません、ちょっと抜けま～す！」と頭を下げ、二人ふたりは連れ立って行列を離はなれた。

　背の高いトモヤスは足が長い分歩くのも早く、その後をラーメンラーメン♪　と鼻歌混じりにうきうきとついていきながら、万里はいつしか半ば小走りになる。

　そのうちに、トモヤスの後ろ姿を追うだけでも精せい一いつ杯ぱいになってきて、歩きながらなにか話したりすることもできず、やがて万里の鼻歌も止まった。トモヤスはこの辺あたりの地理に詳くわしいのか、競歩みたいなすごい速度の足取りに一切の迷いはなかった。

　そのまま二人ふたりはどんどん歩き、歩いて歩いて、歩きまくって、

「こ、こんなところに屋台があるんですか……？」

　十分近くも経っただろうか。

　やがて二人が到とう着ちやくしたのは、かなり寂さびしい、街角の暗がりであった。人気のない建築現場と、雑草がぼうぼうと繁しげってしまっているだだっぴろい駐車場。その隙すき間まにトモヤスはずんずん入っていく。その後を少々息を切らして万ばん里りはついていくが、いまだラーメンの匂においも気配もまったくしない。

　さすがに、これはなにかの間違いなのではないだろうか、と思いかけたところで、

「ねえねえ。ちょっといいかなあ、多た田だくん」

　急に、トモヤスが振ふり返かえった。

　その目。

　万里は思わずのけぞるように後ずさった。

　にこにこと笑っているのはさっきまでのままだが、妙みように険けわしく底光りして、万里を見つめてくる視線は射るように鋭するどい。

　突とつ然ぜんの豹ひよう変へんに戸と惑まどって万里が立ち竦すくむと、その肘ひじをぐっと捕つかまえられる。ギリギリといきなり関節をものすごい力で握にぎり締しめられ、振りほどくこともできず、逃にげられない。

「……え、ええと……？　トモヤスさん？　ラーメン……は……？」

「俺おれは、さっき本音で喋しやべったよ、真実を。ＮＡＮＡのこと知りたがっただろ？　だから俺はＮＡＮＡの話をした。引ひき換かえに、そっちも喋ってくれるよね」

「な、なんのことすか……？」

「とぼけんじゃねえぞこらあ」

　笑いながら、だ。

　さっきの下らない与よ太た話ばなしと同じ声音で。顔はにこにこ、目の奥おくはぎらぎら。明らかに危険な眼まな差ざしで、トモヤスは顎あごを上下に揺ゆらして鼻先をぐいぐい近づけてくる。はっきり、恐こわい。やばい。とても大変なことになっている。俺。いきなり。

「作詩。本当のところ、どこまでできてるのか聞いたんだろてめえ。あ？　実際、どこまでできてんの」

「……や、自分は全然、そこらへんはノータッチで……」

「んああぁぁっ!?　すっとぼけんじゃねえぞデコすけがぁ！」

「ひいぃ……！」

　眼球をもこっと飛び出させながら、豹変したトモヤスは万里の顎をでかい手で摑つかんでくる。一いつ瞬しゆんたりとも逸そらされないその目は妙に黒目が小さくて、まるで爬は虫ちゆう類るいの……いや、鬼の目。鬼に会ったことはないが、絶対に同じ目をしているはずだと思う。暴力的な、というよりも暴力そのものの目。[image: 100]％の暴力。まじりっけなしのピュアさで、透すき通とおるように澄すんだその眼まな差ざし。

　殴なぐられるんだ──と万ばん里りは身を竦すくめるが、しかし予想に反して、トモヤスはいきなり顎あごも腕もぱっと手放し、万里の身体を解放した。

「……ま、そうだよね～」

　にこっ、と。

「さっきも喋しやべるなって言われてたもんね～、ＮＡＮＡに。わかるわかる。先せん輩ぱいだもんね、多た田だくんにとっては。逆らえないよね。うんうん」

　笑顔のまま優しげに頷うなずいてみせて、万里のよじれてしまったＴシャツの襟えり首くびなどをそっと直してくれるが、それでもやっぱり恐こわい。というかさっきよりも恐い。このまま走って逃にげようと思うが、それはもちろん許されない。さっきよりは柔やわらかく、でもがっちりと両手で両手を握にぎられて、傍はた目めには向かい合って熱い友情を確かめ合う二人ふたりの男みたいなポーズ。

「じゃあ、喋らなくてもいいってことにしよっか。ね。それなら答えられるよね。はい、こっから多田くんは一切喋れなくなりまーす。スタート。了解なら、瞬まばたき一回して」

「……」

　半ベソで震ふるえながら、万里はトモヤスの指示に従うしかなかった。ぎゅっと一度、わかりやすく目をつぶってみせる。しかしそのすぐ後、緊きん張ちよう感かんのせいで連続十回ぐらい目をパシパシさせてしまい、

「余計なことすんじゃねえ！　わかりにくいだろうがあ！」

　怒鳴られる。震え上がって、ぎん！　と目を見開いてみせる。

「返事ぃ！」

　ばち！　と一度閉じる。

「よーし。じゃあ、質問ね。ＮＡＮＡは、どこまで作詩を進めているのかな？　完成を[image: 100]％として答えてね。10％なら一回。20％なら二回。30％なら三回。そんな感じで、瞬きしてみて。さっきＮＡＮＡが言ってたのが本当なら、九回は瞬きできるはずだよね。はい、どうぞ！」

　万里は、ぎん！

「どうした？　スタートしていいんだよ？　改めて、どうぞ！」

　ぎん！

「あれあれ……？」

　ぎん！

「……多田くん？　それって、つまり……？」

　ぎんっ！

「……要するに……？」

　０％っ！

　──理解したトモヤスの瞳どう孔こうが、ひゅっとゴマ粒つぶぐらいに小さくなるのが見えた。それと同時に、万ばん里りの眼球の乾かん燥そうも限界に達した。

「……あああっ、すいません！　でもどうしても目が、どうしても目が乾かわいてえぇ！　これはカウントしないで下さい、すいませんっ！」

　しばしばしばしば！　と瞬まばたきを繰くり返かえしてから、改めて、ぎんっ！　目を剝むき出だしてみせるが、もはやトモヤスは万里のツラなど見てはいなかった。ひくっ、ひくっ、と鼻の脇わきを痙けい攣れんさせ、唇くちびるをめくれあがらせて歯は茎ぐきを見せつつ引きつらせ、虚こ空くうに真ん中分けの闇やみコケシの姿を見出したようであった。

「……あぁんのアマぁぁぁ！　ぶっっっ……殺すっっっ！」

　これはもう、逃にげるしかない。

　はっきりと決意し、決意も極まったあまりにかえってものすごく静かな表情に凪ないだ万里の携けい帯たいが、そのとき突とつ然ぜんバイブで震ふるえた。

　着信の相手はＮＡＮＡ先せん輩ぱいで、ひょいっと覗のぞき込こんできたトモヤスが「出ろ」と顎あごをしゃくる。「バレた（ていうかバラした）！　逃げろ！」と、なんとかＮＡＮＡ先輩にこの危機的状じよう況きようを伝えられないかと万里は思うが、

『トモヤスそこにいる!?　あいつ鳴らしても出ねえんだけど！』

　あなたへの怒いかりに打ち震えて気がつかなかったみたい、とは言えなかった。トモヤスが携けい帯たいに耳を近づけてきて、今こ宵よい殺す獲え物ものの生前の声を最後に確かめるみたいに会話を聞いているのだ。これではとてもこっそり警告などできない。

「い、いらっしゃいます、けど……」

『なら伝えろ、緊きん急きゆう事態！　やっぱりタクローが腹減っちゃって、しょうがないからあたしがなにか買って来ようと思って列抜ぬけたらいきなりガンガン進み出して、あいつどこにいるかわかんなくなっちゃったよ！　このままじゃタクロー、社会的に終わる！　腹下したら二日は寝ね込こむから、明日あしたのライブも終わる！』

「なんだって!?」

　叫んだのはトモヤスだった。万里から携帯を奪うばうなり、

「つうかてめえ！　食い物は買えたのかよ!?」

『それも買えてない！　コンビニとかこの辺なんもねえし、どうしようと思ってるうちに見失っちゃったんだよ！』

「ばかたれ！　ああくそっ、やべえじゃんかよ！　くっそ、とりあえず食い物はなんとかどっかで調達するからてめえはタクロー探せ！　……っつか、マジ、どうすりゃいいんだ!?　一体どこで食い物なんか……」

　そのとき、万里の右手の手首に、ずっしり重くブラ下がる感覚が蘇よみがえる。トモヤスに向かって瞬きをバチバチバチ！　……ではなくて、

「俺おれ持ってますよ！　太巻き！」

「は!?　マジかよ!?　よくやった！　でもなんで!?」

「偶ぐう然ぜんっす！」

「オッケーわかった！　ＮＡＮＡ、そういうことだから今からそっちに戻もどる！　ちゃんとタクロー見つけとけよ！　おっしゃ、行くぞ多た田だくん！」

　携けい帯たいを万ばん里りの尻ポケットに押し込んで返すなり、トモヤスは駆かけ出だした。万里も慌あわててその後を追う。逃げ出すようなシチュエーションではなくなってしまったが、ＮＡＮＡ先せん輩ぱい殺害計画を引っ込めてくれるならその方がずっといい。進行度０％の作詩よりも、タクローがライブに出られないほうがより事態は深刻だとトモヤスは判断したのだろう。

　さっき歩いてきた真夏の夜道を、二人ふたりはひたすら駆け戻る。が、歩きも早かったトモヤスの足は、走ってもとにかく速いのだ。長い足のストライドは力強く、まるでサバンナを駆ける獣けもののように軽く、必死の全力で走っているのに、万里はやがてずるずると遅おくれをとり出す。かつては陸上部だったという説もあるのに、情けない。

　ライティングされたエロ目の亀かめが見えてきた辺あたりで、

「と、トモヤスさーんっ！」

「早く来いっ！　なにしてんだ！」

「俺おれのことなどもう見捨ててくださーいっ！　タクローさんに、早く、これをー……っ！」

　万里はとうとう力ちから尽つきた。最後の力を振ふり絞しぼって、紙に包まれた太巻きを「でぇーいっ！」と投とう擲てき。食べ物を投げるなんて罰当たりだ、と思いながらも、背に腹は替かえられない。紙に包まれた太巻きはクルクルクル……と回転しながら真夏の夜空を舞まい、ぱしっ！　とトモヤスの手に収まった。

「おうっ！　確かに受け取ったぜおまえの想いっ！」

　がくっ、とそのまま両足の力が抜けて、万里はへたり込みかける。トモヤスは太巻きをリレーのバトンみたいに片手で摑つかみ、亀かめ太た郎ろう！！！の駐車場へ飛び込んでいく。

　よろよろとその後を追うと、ＮＡＮＡ先輩が言っていた通り、本当にいきなり行列が進んでいる。さっきまでは何分かに一度、ちょっとずつ前へ詰つめられる程度のゆっくりした進み方だったのが、今はぞろぞろと全員歩いているのだ。入店制限を甘あまくしたか、解除したかしたのだろうか。

　それにしてもまだ行列は長くて、くねくねと折れ曲がりながら続いていて、歩いていく人々の中にタクローの姿は見当たらない。トモヤスも太巻きをゲットしたはいいが、結局立ち止まっておろおろと、前進していく行列の群れからタクローを探し出せずにいるらしい。

　ＮＡＮＡ先輩もすこし離はなれたところで立たち竦すくみ、必死の形ぎよう相そうをしていた。万が一、腹を下したタクローがすでに亀太郎の中に入ってしまっていたら──考えたくない大だい惨さん事じだ。フードストアにおいてはあってはならない汚染事故が起こる。

　万ばん里りは最後尾から一人ひとりずつ、遠目に全員の姿を確かめていく。長い列をいちいち指差しで確かめながら前へ前へと視線をずらしていき、

「あぁっ！」

　ついに見つけた。どこか落ち込んだような暗い表情で、どんよりと背を丸め、まるで処しよ刑けい台だいへ向かう罪人の如ごとく、静かに足をすすめていくふとっちょドラマー。右手で腹を、左手で尻しりを押さえているのが哀かなしすぎる光景であった。

「ＮＡＮＡ先せん輩ぱいっ！　トモヤスさーんっ！　いました！　タクローさん、今入店するところでーすっ！」

　二人ふたりは揃そろって同じタイミング、万里の声にバッ！　と振ふり向むいた。よろよろの万里はまだ駐ちゆう車しや場じようの入り口付近。次にトモヤス。ちょっと離はなれたその先にＮＡＮＡ先輩がいて、さらにその先に、今にも店の入り口へ吸い込まれていこうとしているタクローがいた。

「うおぉぉ───っ！　俺おれはまだこんなところじゃ終われねえっ、届けぇぇぇ───っっ！」

　トモヤスが、まずＮＡＮＡ先輩に太巻きを投げた。太巻きは夜空に弧こを描えがき、ＮＡＮＡ先輩がそれを華か麗れいにジャンピングキャッチ。そのまま着地するなり、

「お口開けろぉぉぉタクロぉぉぉぉ────っ！」

　回転しながらアンダースロー。紙を剝はがれた太巻きは発射されたロケット弾だんみたいに地面すれすれをびゅんっ！　と走り、ねじれの力でふわっと浮ういて、

「ふぐっ」

　ド真ん中。タクローが開けた口に、ドスッ！　と矢のようにぶっ刺ささった。そのままタクローは店の中へ消えていく。

　万里とトモヤス、ＮＡＮＡ先輩は駆かけ寄よって集まり、しばし店内の様よう子すに耳を澄すます。並んでいなければ中へは入れないのだ。しかし店内からは悲鳴も怒ど号ごうも聞こえてはこない。

　♪み、み、みんなの亀かめ太た郎ろう！！！　ちょっとスケベな親父おやじ亀～！！！　お嬢じようさんたちお逃にげなせえ～！！！　ご、ご、ご登場の時間だよ～！！！　「あっ、そいつが犯人だ」！！！

　オリジナル店内ＢＧＭだけが平和に漏もれ聞きこえてくるばかりであった。どうやらタクローの腹は、無事に収まったのだ。

　その後、店内で四人は再会し、激安の品々もゲットすることができた。

　万里は内心、トモヤスがＮＡＮＡ先輩をいつ襲しゆう撃げきするのかとひやひやしていたのだが、タクローのピンチを乗り越えたことで、彼の心にも余よ裕ゆうが生まれたのかもしれない。バンドの絆きずなも思い出してくれたのかも。

「んじゃ俺らはここで！　明日あしたのライブ、頑がん張ばろうな！　……ていうかＮＡＮＡ、詩の方頼たのむよ。信じてるからな。リハに持ってきてくれれば十分間に合うんだから」

　タクローとともに、トモヤスは意外なほど爽さわやかに逆方向へ歩いていった。

　ＮＡＮＡ先輩は「……あーあ。結局、やばい状じよう況きように変わりはねえんだよな」などと呻うめきながら部屋に帰っていった。とはいえ、あのままずっと閉じこもってうんうん考えているよりはずっとよかったのではないだろうか。気分転換になったのは確かだろうし。玄げん関かんドアが閉じる寸前に、小さく囁ささやいてくれたのも聞き間違えではなかったと思う。

　今まで八つ当たりしたりして、ほんと、ごめん──と。

　いいんすよ、全然！

　俺おれなんかでよかったらいつでも八つ当たって下さいよ！

　……なんて、一いつ瞬しゆんですべてを許したくなるのは、やっぱりあれか。雨で不良が野の良ら猫ねこを、現象のせいなのだろうか。それでもまあいいか、と万ばん里りは思う。結局のところ、ＮＡＮＡ先せん輩ぱいが隣となりでイライラしたりもするこの生活を、この日々を、万里は結構愛しているのだ。

　喋しやべったり走ったりびびったりで腹が減り、結局、太巻きの半分を綺き麗れいに平らげて眠ねむりについた。安らかな、深い眠りであった。

　まさかその22時間後、鉄製の箱に押し込まれて、ＮＡＮＡ先輩に剣けんで刺さし殺ころされそうになっているとは夢にも見なかったことである。







　　　　＊＊＊







　まるで今から入じゆ水すいする人のようだ──などと、万ばん里りは半なかば他ひ人と事ごとみたいに思う。あまりの状じよう況きように、自我が追いついてきていない。目で見ている周囲の事態が脳に染しみ込こんでこないのだ、全然。ちなみに耳はだいぶ前から使い物にならなくなっている。

　きちっと揃そろえてサンダルを脱ぬいで、箱の中に片足ずつ入っていく。ステージに打ち寄せる肉の海のうねりはさらに荒あら々あらしく猛たけり狂くるうようで、熱気も怒ど号ごうも凄すさまじい。蒸発した汗あせ・唾だ液えき・その他もろもろの皆みなさんの体液が、もやもやと天てん井じよう付近に白い雲のように籠こもっている。

　うるさい、を通り越してもはや普ふ通つうに「痛い」爆ばく音おんの中、万里は箱に入って正座した。ヌラヌラとワセリンに塗まみれた上半身裸はだかのトモヤスが、片手で上部の蓋を閉じてくれる。顔だけ出した状態で南なん京きん錠じようをロックして、その鍵かぎを肉の海に放り投げると、「ブオォォォォ───ッ！」……暴徒たちは一層高らかに潮しおを吹ふきつつ、そんなモンを奪うばい合あおうとして互いの身体からだを踏ふみつけあい、濡ぬれて輝かがやく肉の塔とうと化す。

（ああ、鍵が……）

　万ばん里りはただ哀かなしく、積み上がっていくその塔とうを眺ながめていた。首以外は箱の中にきっちり収納されて、この身はもはや動かすことすらできない。

（俺おれはどうなるんだろう……）

　と、突とつ然ぜん、すべての爆音が止やんだ。

　いきなり辺あたりは静まり返るが、かわりにキィィーン！　と飛行機の滑かつ空くう音おんみたいな凄すさまじい耳鳴りが万里の耳を、そして多分ここにいる全員の耳も聾ろうする。

　ライトが暗く落とされ、白いスポットライトが一筋。ＮＡＮＡ先せん輩ぱいの姿を闇やみの中に妖あやしく照らし出した。

　久しぶりに見た、キメキメのコスプレスタイル。鋲びようつき極太首輪に拷ごう問もん器具みたいな全身黒のコルセット。膝ひざまでのブーツ。汗あせに濡れた白い肌はだ。早くも流れかけて黒い涙なみだを滴したたらせているみたいに見えるメイク。

　マイクに口を近づけて、ＮＡＮＡ先輩はホラーなほどに静かな声で、妙みような抑よく揚ようをつけながら囁ささやいた。しー、んー、きょー、くー……。暴徒の群れが震ふるえだす。ゴゴゴ、ゴゴゴ、と蠢うごめきだす。すぅー……と思いっきり息を吸ったＮＡＮＡ先輩の姿を目で頂いて、時が止まる。

　ＮＡＮＡ先輩は息を詰つめたまま、懐ふところからおもむろに封ふう筒とうを取り出し、もったいつけてそれを開いていく。

　その封筒は、さきほど万里がマンションから大急ぎで届けたものだ。

　せっかく香こう子こと部へ屋やでまったりしていたのに、突然ＮＡＮＡ先輩から電話がかかってきて、「今日きようのライブに必要なモノをうっかり置いてきちまった！　頼たのむ、多た田だ万里！　あたしの部屋のポスト、鍵かぎかかってねえから、その中の白い封筒を届けてくれ！　今日のライブの成否がかかってんだよ！　せっかく詩もできたのに、これじゃ幕を上げられねえ！」──ほとんど泣き出しそうな声でそこまで言われては、届けてやろうと普ふ通つうに思うではないか。あんなに苦しんでいた詩もできたというし、それなら先輩のために一ひと肌はだ脱ぬごうと、万里は言われるがままに封筒をポストから取り出してライブ会場へ持参した。

　そしてトモヤスとＮＡＮＡ先輩に捕とらえられ、楽屋に連れ込まれ、「よくもタクローを仕留めてくれたな」と。

　昨日きのうの太巻きが傷んでいたせいで、結局タクローは腹を壊こわし、今日は出られなくなったんだよ、と。てめえのおかげで今日はドラム無しだよ。

　まさか！　と万里は驚おどろいた。だって昨夜、自分が食べた分はなんともなかった。しかしそんな言い訳は狂くるえるＮＡＮＡ先輩とトモヤスには通じず、責任をとって今日のパフォーマンスに出ろ、と命じられたのだ。

　おまえへの怒いかりがあたしの狂きよう気きの牙きばを蘇よみがえらせてくれたよ。ありがとうな。ＮＡＮＡ先輩はそう言っていたっけ。タクローが倒たおれたのを朝に聞いて、その瞬しゆん間かん、一気に詩がラストまで書き上がったよ。この新曲をおまえに捧ささげるから、せいぜいパフォーマンスで盛り上げてもらおうか。

　──そして今の状態である。

　ＮＡＮＡ先せん輩ぱいは便びん箋せんに書かれたただひと言、恐こわらくは完成した新曲のタイトルを、とびっきりの、とっておきの、最大出力のデスボイス（白目）で絶ぜつ叫きようした。




「『後こう輩はいを殺す』ぅぅぅぅぅっっっ！！！！！！！」




　炸さく裂れつした咆ほう哮こうが空間を引ひき裂さいて、ポップコーンみたいに人間が跳はねるのを万ばん里りは見た。そしてそれは、俺はどうなるんだろう、に対する回答であった。

　後輩の万里は殺される。

　身体からだが弱い奴やつなら本当にこの場で泡あわを吹いて死ぬぐらいの爆ばく音おんが再びアンプから噴ふき出だし、ギターとベースの絶叫は絡からみ合あいつつ止まらない。万里はふっと気が遠くなりかけて、慌あわてて閉じそうになった目を見開いた。こんな大掛かりな舞ぶ台たい装置の只ただ中なかで、自分一人ひとりで静かに死んでどうする。しかしその目の前ではついにＮＡＮＡ先輩が「じわじわなぶりにやってやる」だの「あの世の治おさむって誰だれだよ」だの「今年のイブには絶対に実じつ刑けい判決がほしいよ」だの叫さけびまくりつつ剣けんをビュンビュン振ふり回まわし始める。ベースをかきならしながらトモヤスも、万里の入った箱に片足をかける。

　ああ、そのときはもう遠くないのだ……悟さとってまた、ふっ、と逝いきかける。その頰ほおにごりっとトモヤスの蛇へび皮がわブーツの爪つま先さきが押し当てられて、「ふぐ！」と万里は強引に首の向きを曲げられた。

　その視界に、今まで目に入っていなかった肉の海の向こう側、会場の奥おく、壁かべ際ぎわの隅すみが見えた。

　そこには、タクローの亡ぼう霊れいが立っていた。

（タ、タクローさん……!?　死んじゃったんすか……!?　北ほく斎さいの太巻きで……!?）

　うそだあああ……！　と感かん極きわまって万里の頰に涙なみだが伝うが、しかしどうも様よう子すがおかしい。タクローは顔を白く塗ぬりこめ、額に怪あやしいチャクラを書いて、樽たるみたいな上半身にぴっちぴちの皮ベストをまとっているのだ。昨日きのうはとうもろこしのヒゲみたいだった髪かみも、今は大仏かロング時代の蒼あお井い優ゆうみたいなお団子ヘア。その、いかにもライブ仕様にキメたスタイル。

　タクローは、生きていた。あれは実体であった。そしてタクローは箱に押し込められた万里に向かい、急にぷりっと横を向いて身体の側面を見せる。そうして、

「……？」

　背中側で手を組み、組んだ手をぐっと持ち上げながら背中を反そらしてみせるのだ。こんな状じよう況きようでいきなりストレッチみたいなそのポーズを見せられて、万里はしばらく意味がわからずに困こん惑わくしていたが、

「……！」

　把は握あくした。

　その体勢になれとタクローはアドバイスしてくれているのだ。万ばん里りが箱の中で後ろに手を組み、限界まで持ち上げて背を弓なりに逸らしたのとほぼ同時、

「どぅらぁぁぁぁぁ────っ！！！」

　まったく合図も前まえ振ふりもなしに、ＮＡＮＡ先せん輩ぱいは剣けんを箱の隙すき間まにぶっ刺さした。

　つぅー……と万里の全身に冷たい汗あせが伝う。切っ先はちょうど持ち上げた腕と背中の間を抜けて、逆側からずぼっと突つき出だしている。あのまま大人おとなしく正座していたら、本当にやばかったのだと改めて知る。暴徒たちはいきなり神しん妙みようそうに、箱詰めにされて刺さし貫つらぬかれた万里に向かって手を合わせる。

　万里は、ようやく失神していいタイミングが来たのだと悟った。思うさま、これまで堪えていた分も一気に昇しよう華か、全力でがくっ……と気を失った。ぐりんと剝むいた白目も、べろんと出した舌も、演技などではない。顔をびしょびしょに濡ぬらす涙も鼻水も涎よだれも汗も、全部天然モノ。これが多た田だ万里、一世一代のリアル気絶ヅラであった。

　そのまま万里入りの箱はスタッフに手早くステージ袖そでに運び去られ、しかし鍵かぎは本当に誰だれも持っておらず、万里はしばしそのまま放置されてライブを鑑賞することとなった。

　タクローが突とつ如じよ客席からステージ上に駆かけ込こんできて、無人のままだったドラムセットに座るなり猛もう然ぜんと驚きよう愕がくの速度でドラミングを披ひ露ろうしたとき、肉の海はこの夜最大の絶頂を迎むかえた。ＮＡＮＡ先輩も驚おどろいていた。

　すべては、トモヤスとタクローが仕組んだことだったのだ。

　作詩ができないＮＡＮＡ先輩を追おい詰つめるために、絶体絶命の状じよう況きように追い込んでやろう、と二人ふたりで決めて噓うそをついたらしい。タクローは太巻きに仕留められた。俺おれたちはもうダメかもしれない。今夜が最後のライブになるかも、と。

　それを聞いたＮＡＮＡ先輩は後こう輩はいへの怒いかりによって、狂きよう気きを取とり戻もどした。狙ねらい通り、めでたく新曲もできた。

　──なんて種明かしを聞いたのは、呼んでもらえた打ち上げの席でのことだ。

「いっや～よかったよかったあ！　ごめん多た田だくん！　でもすっごい盛り上がったよ、才能あるんじゃない!?　失神の！　もしよかったらまたうちのバンドでパフォーマンスしてよ！　そうだ、いっそ加入してよ！　一いつ緒しよにとろ！　ノイズの天下！」

「いやっっっす！」

　午前２時の居酒屋。

　全力でトモヤスの誘さそいを断った万ばん里りは、ちゃんと箱から脱だつ出しゆつできていた。ライブを終えたタクローが、ぐっ、ぐっ、と二度ほど呻うめいて、ファンに紛まぎれて飲み込んでいたらしい南なん京きん錠じようの鍵かぎを口から出してくれたのだ。

「え～！　そんな速そつ攻こうで断る!?　せっかく勇気を出して誘ったのに、もっとこう、俺に対する気き遣づかいとかないの!?」

「じゃあ……えと、えと、どうしよっかな、えと、えと、……いやっっっす！」

「どうせ俺おれは山や羊ぎ座ざだよ！　あっちげえ、それ星座じゃん！　俺は山羊年だよ！　ってそんな干え支とねえじゃん！　ぶはは！」

　パシーン！　と小気味良い音を立ててトモヤスが自分のデコを叩たたいた。あはははー！　と気遣いの延長線上、お付き合いで万里が笑ってやると「なに笑ってんだてめえ」といきなり恐こわい。万里はびくっと怯おびえるが、

「うそうそ！　だはは！　びびった!?　びびった!?　ていうか多田くん、なんだかんだいって、ちょっとは楽しかったでしょ？　またステージに戻りたくなるかもよ？　俺なんかもう、完全にそのクチだもん。一度燃えたらもう、次から燃えずにはいられなかったもん。燃えた瞬しゆん間かんの、お客の目。あれが欲しくて欲しくて、やっぱ燃えてえなぁぁ～……！　って」

　火傷やけど防止に塗ぬりたくられたワセリンはまだ落ちきらず、テカテカしたままでトモヤスは楽しそうにビールを煽あおっている。同じ鉢はちから枝豆を拾って食いつつ、万里は大きく首を横に振ふった。

「いや、やっぱ俺には無理だと思います。トモヤスさんみたいにはなれませんよ。トモヤスさん、超すごかったですもん」

　ライブ中ちゆう盤ばん、『兄を燃やす』のパフォーマンスは本当に凄すさまじかった。トモヤスが長ちよう髪はつのカツラをかぶるなり、ＮＡＮＡ先せん輩ぱいが火吹きで火をつけたのだ。

　ワイヤーと滑かつ車しやでそのまま吊つり上あげられ、宙を舞まい、トモヤスはメラメラ炎えん上じようする火の玉と化した。スタッフが必死の形ぎよう相そうで消火器片手に肉の海をかきわける中、ファンたちは、本当に幸せそうだった。ふわふわ舞うトモヤスが振ふり落おとす火ひの粉こを追って、肉の海はドパーン！　ドパーン！　と大きく揺ゆれた。そして万ばん里りは知ったのだ。スキンヘッド率が異様に高く思えたのは、このときに自分の髪かみの毛けを燃やしてしまう奴やつが多いからか、と。上半身裸はだかの奴が多いのも、貰もらい火びで炎上しないためか。

「最高なのになあ～。いいぞぉ、燃えるのは。俺おれ、もうやみつきだもん。俺のスイッチ、あのときからもう入りっぱなしだもん。やめられねえぞお～」

「……っ」

　そのとき、チューハイでぐだりかけていた万里の脳に、不意にトモヤスの火の玉みたいな光が灯ともった。

　この人、もしかして、ＮＡＮＡ先輩の彼氏などではなくて──。

　ある疑念を胸に、座ざ布ぶ団とんの隙すき間まにうつ伏ぷせになってぶっ倒たおれているＮＡＮＡ先輩を揺り起こす。ライブで体力を使いきったのか、ＮＡＮＡ先輩はすっかり酔よい潰つぶれてさっきから静かになってしまっていたが、

「ＮＡＮＡ先輩！　ＮＡＮＡ先輩！　おーい、起きてください！　聞きたいことがあるんですけど！」

「……んあぁ……？」

　真っ赤になったノーメイクの顔をぐりんと向けて、

「……からあげ……からあげ、くれんの……？」

　ＮＡＮＡ先せん輩ぱいはうつろな目をして万ばん里りの右手あたりを見つめる。

「からあげなんて持ってないっす！　今気づいたんですけど、トモヤスさんって、もしかして……ＮＡＮＡ先輩のお兄さんなんですか……!?」

「……んぅん～……？」

　ぐんにゃりと猫ねこみたいに脱だつ力りよくしたまま、ＮＡＮＡ先輩はいきなり甲かん板ぱんの魚みたいに身を跳はねさせ、万里の右手に嚙かみ付ついた。ぎゃあー！　と普ふ通つうに悲鳴を上げるぐらいの、本気の力で。がぶっと一口、やられた。







　歯形のついた手で、万里がＮＡＮＡ先輩を部へ屋やまで送り届けたのは午前五時。真夏の夜は身の上話を聞きだすにはあまりにも短かすぎて、空はすっかり白けきっていた。







　あとがき




　いつも手元に置いてあったりバッグの中にあったりする巾きん着ちやく袋ぶくろ。が、小六の時の移動教室（修学旅行みたいなもの）に持参したパジャマの生き地じで作ったものなんですが。よくよく考えてみたら結構すごいことではないですか……？　大きさは縦横10センチほどで、中身は飴あめとかガムです。柄がらはヒツジで色は水色、紐ひもは緑です。買ったのは東武ストアの二階の衣料品売り場です。二十三年前です。高校生ぐらいの頃ころから、「そういえばこの巾着って小六の時のパジャマの生地なんですけど！　うける！」と思い始めて、友達に話しては「物持ちいいね」「そのうち煙けむりになって消えるよ」「消える前には夢ゆめ枕まくらに立って『マスター、今までありがとね……』って礼をいいにくるよ」「あんたが知らないだけで、お母さんが頃合を見て新品に取り替えてるんだよ」などと言われつつ、気がつけば私はこんな歳としです。ヒツジの巾着はまだまだ現役で活かつ躍やくしております。巾着化されてからは、そういえば一度も洗せん濯たくしていないのですが、今不用意に水に浸ひたしたりしたら、そのままとろとろと溶とけてなくなりそうな気もします。

　そんな儚はかない巾着袋を今日きようも手元に置きながら……『ゴールデンタイム番外』をお手に取って下さった皆みな様さま。今回も、本当に、ありがとうございました。

　この本にお付き合い下さったひとときを、ちょっとでも楽しくお過ごしいただけましたでしょうか？　もしもいくらかでも良い時を過ごされるお手伝いができましたなら、私にはもう、それ以上の喜びはありません。シリーズ番外編までご興味をもっていただけました皆様に、心よりお礼申し上げます。

　そして本編の展開を待って下さっている皆様。お待たせしてしまい、本当に申し訳ございませんでした。次巻はもちろん本編になります。春にはお届けできるように準備しておりますので、もしよろしければどうぞ引き続き、この先もよろしくお願いいたします。

　さて、そんな私はつい最近、久しぶりにものすごい「萌もえ」を感じて、自分自身に驚おどろきました。こんなに激しくなにかに萌える感受性が、まだこの老体に残されていただなんて……。

　なにに萌えているかというと、カワセミです。清流の宝石とも呼ばれる、あのカワセミ。

　きっかけは、偶ぐう然ぜん見たテレビ番組です。気がついたときにはもう後半過ぎで、終わり近くのほんの数分しか見られなかったのですが、ちょうど東京に棲すむカワセミの、巣立ちの場面にさしかかったところでした。

　私は野鳥を観察するのが好きで、今住んでいる東京でも二度ほどカワセミを見たことがあり、「そうそう、いるんだよね都内にも。キレイだよねえ～」ぐらいのライトな感覚でぼんやりと番組を見始めたのですが……。巣立ちの時が来て、親に追われた子カワセミが、ぽつん、と一羽。木の枝に止まって、水面を見ています。そのカワセミ特有の、どっちりとした二頭身。首のない丸いシルエット。ちいさなちいさな碧あおい小鳥が、必死に獲え物ものを狙ねらっている。やがて尾お羽ばねをちょっと震ふるわせて、意を決したように、水面に飛び込む！　びっしょびしょになって枝に戻もどる！　頭の毛がぽやっぽやで、ハアハア肩が喘あえいでる！　ああ、でも、でもっ……くちばしにくわえてるのは朽くちた葉っぱだよぉぉぉ……！

　と、そのときです。涙なみだがブッシャーッ！　噴ふん出しゆつ。自分でも「は？」と驚おどろくぐらい、いきなり意味不明のパッショネイト炸さく裂れつ。異様な感情の昂たかぶりに襲おそわれて、次の瞬しゆん間かん、座すわっていたダイニングのイスから立ち上がっていました。その足元がガクガク揺ゆれる。あ、急に動いたから……って、ゆゆこ、それ貧血やない。身震いや。

　私は震えながらテレビに歩み寄っていました。そして正座で泣きながらかぶりつく私の目の前で、カワセミはもうちょっと浅い川辺で再トライ。がんばれ……がんばれ！　涙を部へ屋や着ぎの袖そでに吸い取らせながら息を止める私。水に飛び込む子カワセミ。またびっしょ濡ぬれになりながら飛び出してきて、ああっ！　今度こそやった！　やったんだよ！　小さい魚をくわえてる！ビターンビターンと魚を足元に打ち付けて殺して、ちゃんと食べられた！　……って、さらにここでも涙ドバババババババ……。

　その後、子カワセミが、黄昏たそがれの川辺に座り込んでいる姿が画面に映されます。ただ、生きているだけです。損も得もなく、その命を自然に生きているだけ。短い尾お羽ばねがコンクリの地面にちょっとついてしまっていて、そこに蟻ありが這はっちゃってます。それを見たらもう、滂ぼう沱だ。以降、嗚お咽えつが止まらない。この胸をギリギリ締しめ付つける切なさはなんなんだろう、これはもう……愛……？　なんですかねー……。自然の命のありように、狂くるおしいほど萌もえてしまいました。

　この萌えは、もはやカワセミという「キャラ萌え」を通り越して、自然という「世界観萌え」まで行き着いたのかもしれません。小さな命をあるがままに内包する自然という世界そのものが、もう愛いとしくてたまらないのです。

　もしかして私はこのまま自然萌えに突つっ走ぱしって、ほっこりとした人になってしまうのでしょうか。山の小さな家に暮らして、自然のド真ん中にどっぷり没ぼつ入にゆう、土の器が愛しいの、とか言い出して、根菜が身体からだに優しいの、とかも言っちゃって、炎ほのおの暖かさが一番なの、って暖だん炉ろに薪まきとかくべちゃって。それっていわゆる森ガール、山ガール？　……いや、違うな。山やま姥んばだな。旅人が来たらそれは貴重なタンパク源なの……しゃーこしゃーこ（刃は物ものを研ぐ）。

　でも大だい丈じよう夫ぶ、例の巾きん着ちやくを見せれば、哀かなしい山姥も人間として生きたそれまでの長い年月を思い出して、正気に返ることができるはず。ヒツジ……小六……移動教室……日光……！　ナ、ナ、ナンタイサァーン！　はっ……!?　私は今、この野の太だ刀ちで旅人になにをしようと……。

　さて、それではここまでお付き合い下さいました皆みな様さま。改めまして、どうもありがとうございました！　皆様のあたたかい応おう援えんのお声がなによりの励はげみです！　本当に心強く感じております！　どうぞこれからも、よろしくお願いいたします。そして駒こま都つえーじ先生、担当の湯ゆ浅あささま、いつもお世話になっております。引き続き次巻もがんばって参りましょう！


竹たけ宮みやゆゆこ
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竹たけ宮みやゆゆこ

２月24日生まれ、東京都在住。太腿にシミができたので軽い気持ちで皮膚科にいったら、その場で即、液体窒素で焼かれるの刑に処される。腿からジュージューいい音が聞こえる。万が一おいしい匂いがしてしまったらやばいので、とりあえず息を止めておりました。
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駒こま都つえーじ

忙しそうに見えない癖に忙しいアピールしてとてもカッコワルイ日常を謳歌してます。単に手が遅いだけです、がっくり。最近は保存食として餅を重宝。









電撃文庫





ゴールデンタイム番ばん外がい




百ひやく年ねん後ごの夏なつもあたしたちは笑わらってる











竹たけ宮みやゆゆこ








二〇十三年九月十九日　配信
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